
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて坂さか本もと拓たく真まは圧倒的な強さと、公式ラスボスより雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　ある日、拓真はゲームそっくりの異世界に召喚される。

　異世界では、豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラ──二人が〝自分こそが召喚主だ〟と言い争っていた。

　ところが、あらゆる魔術を反射する《魔王の指輪》により、召喚獣用の《隷従の首輪》は彼女たちに嵌はまってしまう。

　拓真は優秀なゲーマーだが、コミュニケーション能力は絶無だった。素で話すことができず、ゲーム内でやっていたように魔王の演技ロールプレイをする。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、ディアヴロの前にいるのだぞ」

　レムには秘密があった。なんとその身に《魔王クレブスクルム》が封じられているという。ディアヴロは内心で怯おびえつつも魔王ロールプレイで虚勢を張り、解決を約束する。

　その後、ファルトラ市に攻めてきた百体の魔族と、それを率いるエデルガルトを撃退。さらに、街を襲撃した魔族グレゴールを倒して、人々を救うのだった。




　エルフの宗主国グリーンウッドのキイラ王子が、妹シェラを連れ戻そうとする。

　秘宝の召喚獣フオースヒユドラを撃破し、ファルトラの領主ガルフォードを撃退し、ディアヴロはシェラを守り抜くのだった。

　魔族エデルガルトと一時的に手を組み、レムから魔王クレブスクルムを取り出す。なんと復活したのは、ビスケットが大好きな幼女だった!?　クルムと名付ける。

　平穏は束の間……

　国家騎士アリシアの裏切りにより、クルムが魔王として覚醒し、大暴れしてしまう。

　なんとか落ち着かせたディアヴロは、クルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　大だい主しゆ神しん官かんルマキーナを助ける。彼女は教会の幹部《枢すう教きよう院いん》に命を狙われていた。

　ルマキーナのために、旧魔王領にあるジルコンタワー市へ向かう。

　ディアヴロは自身が造ったダンジョンを攻略し、数々の武具を手に入れ、新魔王軍と戦うことに。グラスウォーカーのホルンや、魔導機マギマテイツクメイドのロゼが仲間になった。

　王都を訪れたディアヴロたちは、大教会堂で教会幹部や聖騎士たちと対決する。予定外の展開に苦労しつつも腐敗を一掃するのだった。

《盗賊シーフ》として活躍したホルンだが、魔術師を目指すべく学院に入学する。




　ディアヴロたちはダークエルフの里を訪ね、レムに残る魔王の魂を完全に取り出した。

　エルフ王（シェラの父親）が崩御する。グリーンウッド王国へ帰国したシェラは、望まぬ結婚を迫られた。それを阻止したディアヴロは、結果としてシェラと結婚し、グリーンウッド王に即位する。必然の、初夜!?　当然のように失敗してしまうのだった。




　ひさしぶりに一行はファルトラ市に戻る。

　クルムは人ひと族ぞくの料理を気に入ったらしく、食べ歩きを趣味としていた。料理店を脅していたマフィアをサクッと壊滅させ、街の人々から感謝される。

　ディアヴロは次なる強敵《大魔王モディナラーム》と戦うため、戦士系のレベルを伸ばすべく、剣聖を訪ねた。

　剣聖は代替わりしており、今代はササラというドワーフの少女だ。

　先代のグラハムは、彼女の義父で、剣を求めるあまり、その身を鬼と化していた。

　つらい戦いの果てに、ササラがグラハムを討つ。

　その翌日──魔王軍がファルトラに現れたという報せが届くのだった。





　リフェリア暦一六四年十二月二四日──

　大魔王モディナラームが率いる《親征大魔王軍》、人ひと族ぞくの領地へ侵攻。

　城塞都市ファルトラに、その異容を現したのだった。





プロローグ




　ぐらり、と足下が傾いだ。

《転移》の輝きが周囲から消えていった。

　一瞬、平衡感覚がおかしくなり、倒れこみそうになる。

　腹に力を入れ、どうにか踏ん張った。

　ディアヴロは魔王だ。そういう演技ロールプレイをしている。

　どんな状況であろうとも、無様に床に這はいつくばるなど、許されなかった。

「フンッ……」

　余裕ぶって鼻で笑い、周囲を見回す。

　動物の内臓を連想させる不気味な壁に囲まれた場所だった。立派な玉座が存在を主張している。

　ずっと右腕にしがみついていた黒髪の豹ひよう人じん族ぞく──レム・ガレウが、口元を押さえた。

「うぷっ！　や、やっぱり、転移は……苦手です」

　彼女は自分の足を使わない移動に弱くて、乗り物酔いしやすいらしい。ほとんど揺れないほど巨大な船や、ゆっくり動く馬車なら大丈夫なのだが。

　ディアヴロの左腕には、エルフの少女──シェラ・Ｌ・グリーンウッドが抱きついていた。

「わー、なんか、懐かしいね」

《魔王の迷宮》

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでディアヴロが作成したダンジョンだ。ここで無数の挑戦者たちを迎え撃ってきた。

　ゲーム内の話だ。

　そのはずが、不思議なことに──ディアヴロだけでなく迷宮までもが、この異世界に存在しているのだった。

　いつか、理由がわかるときが来るのだろうか？

　この自作ダンジョンに、シェラたちが前に来たのは、七月の中頃だったか。もう半年近く経っていた。

（この異世界が十二ヵ月で一年とは限らないが、暦の話をするとき、ディアヴロの感覚に合うように数字まで翻訳されているようだ。距離や重量の単位も同じように、異世界の人々はリフェリア王国の単位を使うが、ディアヴロにはメートルやグラムに翻訳されて聞こえる。翻訳の理屈は不明なままだった）

　──言葉はわかるが、文字は読めない。中途半端なせいで、人為的なものを感じてしまうんだよなぁ。

　なんにしても、ディアヴロにとって自作のダンジョンは、我が家のようなものだ。帰ってきたような気分になるのだった。

　三人目の少女が、キョロキョロと周りを見渡し、感嘆の声をもらす。

「はわわぁ……すっごい場所ですね……」

　尖とがった犬耳と、ふっさふさの尻尾がある剣聖グラハム・ササラだった。彼女はドワーフで、種族的な特徴として背が低くて胸が大きい。

　腰に太刀を提げていた。それだけでなく他にも、剣や槍やりを背負っている。

　シェラが胸を張った。

「すごいでしょー。ここディアヴロが作ったんだよ」

「ええっ!?」

　驚きよう愕がくの眼差しを向けられ、内心では照れつつ、ディアヴロは当然という顔をしていた。

「この程度のもの……我は魔王なのだから、造作もないことだ」

　実際には、ゲームのエディット画面でポチポチ操作して作っただけなので、この異世界では迷宮どころか穴蔵すら作り方がわからないのだが。

　ササラが問うてくる。

「あの、いかにも危険そうな場所ですが……何のために造ったんでしょうか？」

「ここは、我の拠点だ」

「拠点って……家ですか？」

「うむ」

「こんなに不気味なのに……？」

　──うっ!?　カッコイイと思うんだが……

　シェラが笑う。

「不気味だよねー。あたしは、もう慣れちゃったけど」

　まだ口元を押さえつつ、レムがうなずいた。

「……悪趣味ですね」

　ううぅ……!?　とディアヴロは内心で怯ひるんだ。素で話していたなら、ショックのあまりヒキコモリになったかもしれない。

　しかし、この迷宮は魔王ロールプレイの結果で、恐ろしげな意匠になっている。問題ない。

　──何を言われても、本当の俺じゃないから、大丈夫だ！

　ディアヴロはニヤリと唇の端を歪ゆがめた。

「フッ……我は魔王だからな！　死の象徴、破壊の権化、崩壊の化身──生ある者が嫌悪を抱くのは、当然だ！」

「ひっ!?」

　ササラが怯おびえたような顔をする。可愛い反応だった。

　レムとシェラは、すっかり慣れてしまっている。

　もう勝手に奥へと進んでいた。

「急ご！　みんなが待ってるよー？」

「……急ぎましょう、ディアヴロ」

「う、む」

　ちょっとだけ複雑な心境だったが……

　──まぁ、こんだけ長く一緒にいるのに、いつまでも怯えられてるよりはマシかな。

　急いでいるのも事実だ。

　大魔王モディナラームがファルトラ市へ向かっているという報せは受けていた。

　今は一刻を争う。

　しかし、充分な準備もなしに駆けつけて勝てるような相手ではなかった。負ければ全てを失う。

　ここ《魔王の迷宮》には、ディアヴロがゲームで集めた数多くの装備や道具が保管されているのだった。

　それと、目的はもうひとつ──

　シェラが奥にある宝物庫の扉を開く。

　彼女の鼻先で、刃が振られた。

　暢のん気きな笑顔が凍りつく。

「びやあ!?」

　扉の奥から、メイド姿の少女が現れた。

　手には双頭剣を持っている。




「マイ・マスターの宝物庫を漁ろうなどという不ふ逞ていの輩には、惨むごたらしい死を与えて差し上げましょう」




　エメラルド色の双そう眸ぼうを妖しく輝かせ、彼女は双頭剣を振りかぶる。

「わあああ、待って待って、ロゼさん！　あたしだよ、シェラだよ!?」

「それが、なにか？」

「仲間でしょ!?」

「このロゼには、仲間などおりません」

　断言した。

　レムが肩をすくめる。

「……ディアヴロは違うのですか？」

「無礼な。マスターは崇拝の対象であり、守護すべき存在です」

「だ、そうです。何か言ってやってください、この面倒くさいメイドに」

　水を向けられて、ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずいた。

「待たせたな、ロゼよ。まずは、剣を収めよ」

「ッ！」

　シェラたちに放っていた殺気が一瞬で消え去り、手にしていた双頭剣もどこかへ仕舞われた。

　ロゼが深々と完璧なお辞儀をする。

「お帰りなさいませ、マスター。今日までの侵入者は零ゼロでした。今、三人おりますが」

　シェラとレムが嫌そうな表情を浮かべた。

　三人目？　とササラが自分を指差す。

「私、侵入者ではありませんよ？」

　レムが説明する。

「……ロゼは、ときどき……いえ、高確率で話が通じないのです。ただし、ディアヴロの命令には絶対服従ですから、気をつけていれば無害かと」

「え？　気をつけていないと無害じゃないんですか……恐いんですけど……」

　じっ、とロゼが、ビクビクしているササラを睨にらむ。

　そういえば、初対面だったか。

　ディアヴロは少女の背を押して、前に出した。

「こいつは、剣聖だ。名をササラという。なんと、レベル２００の戦士だ」

「レベル２００!?　そう、ですか……」

　ロゼは魔導機マギマテイツクゆえか、メイドという役割のせいか、あまり表情を表に出さない。

　それでも、しゅん、と落ちこんだのがわかった。

「どうしたのだ、ロゼよ？」

「……このロゼは……先の戦いで、魔族なぞに不覚を取りました」

「ああ、あれは強かったからな」

　大魔王に魔力を与えられたせいか、雑魚だと思ったら、意外と苦戦してしまった。

　ディアヴロが戦士系のレベルを伸ばす必要がある──と判断した理由だ。

　相手の攻撃を見切ることができなければ、どれほど強大な魔術が使えようと、勝てない。

　その戦いで、ロゼは右腕を破損し、ここで修理を受けていたのだった。

「もう腕の調子はいいのか？」

「マスターの魔力により、完璧に修復されました」

「うむ」

「ですが、もう……ロゼは必要とされていないのですね」

「なに？」

「レベル２００の戦士がいるなら……このロゼは、役立たず。お役御免。粗大ゴミは第三金曜日です」

「いやいやいや……オホン！　何を言っている？　我は魔王だ。数多あまたの配下を引き連れてこその魔王であろうが!?」

「で、では……まだ、このロゼをお側そばに置いていただけるのですか……？」

「当然だ！　そうでなければ、ここまで呼びにくるものか」

「廃はい棄きを宣告しに来られたのかと……」

　──そんな酷いことしないよ!?

　しかし、優しい言葉をかけるのは、魔王らしくない。

　ディアヴロは言い放つ。

「何があろうと、貴様は永遠に我の所有物だ。勝手に廃棄だの、不要だの、許さんぞ」

　ロゼが魔導機マギマテイツクメイドらしく完全な無表情に戻った。

「失礼いたしました、マスター。その御言葉を不ふ揮き発はつ性せいの記憶メモリーに刻み、毎朝毎晩繰り返し再生いたします」

　重い。

　とはいえ、機嫌が直ったらしい。

「ロゼよ、ここへ来た目的は、お前と合流することだ。それと、もうひとつある」

「なんなりと、お申しつけください、マスター」

「我と対たい峙じせしは大魔王モディナラームだ。対魔王戦用の装備を使う」

「かしこまりました」

　魔導機マギマテイツクメイドに案内され、宝物庫の中を進む。

　ここには、ディアヴロがＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで集め、強化した装備が、全て安置されていた。

　地下にもかかわらず、果てが見えないほどの無限とも思える空間に、無数の台座が並んでおり、どんな下らないアイテムも大切に保管されている。

　もしも、自分で探すなら、目的の装備を見つけるのは、何日も先のことになるだろう。

　ロゼは全てを把握していた。

　求める場所へと案内してくれる。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて、ディアヴロが魔王などのレイドボスと戦うときに使う装備だった。

　ちなみに、Raidとは急襲や奇襲を意味する単語で、ゲームでは複数のグループが手を組んでの大部隊を指す。
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　つまり、レイドRaidボスというのは、通常よりも大勢のプレイヤー集団で戦うことを想定した、強力なボスモンスターのことだった。

　──まぁ、俺は一人で挑んでたけど。

　一つのパーティーに入るのも無理なのに、複数パーティーに参加するなんて、無理の無理無理だった。

　レムが興味深そうに訊たずねてくる。

「……ディアヴロ、これらも希少な装備なのですか？」

「半分はな。もう半分は、街に一人くらいなら所持している者がいるのではないか？」

　この異世界でも探せば見つかりそうなほどレアリティの低い装備もあった。

　彼女が驚く。

「え？　ですが……魔王と戦うための装備なのですよね!?」

「魔王と戦うには、わずかな性能の差よりも、相性が重要なのだ」

「相性……地水火風や光闇でしょうか？」

「それだけではないぞ」

　こんなふうに、攻略や戦法を他人に語るのは、ゲームではなかった体験だ。この異世界に来てからも、機会はなかった。

　準備してから戦うような強敵は初めてだ。

　大魔王と戦うことより、自分の意図を語るほうが、緊張してしまう。妙なことを口走る前に、適当に切り上げておくべきか。

　ふとディアヴロは考えた。

　──そういえば、もう一つ必要そうな物があったな。一応、持って行くか……ロゼに案内されずとも、それの場所はわかっているしな。




　ディアヴロは装備を整え、再び《転移》を使って、ファルトラ市へ急ぐのだった。





第一章　魔王軍、襲来




「俺様の名はエミール・ビュシェルベルジェール！　レベル99を誇るファルトラ最強の《怪力戦士》である！」

　堂々たる名乗りを上げた。

　男は金色の全身鎧よろいに身を包んだ戦士だ。ヒューマンにもかかわらず豹ひよう人じん族ぞくの男性のような巨きよ軀くで、背中には真っ赤な大剣を背負っていた。

　東方の街から城塞都市ファルトラへと向かう街道の途中。

　馬車が横倒しにされている。

　その中から、商人らしき格好をした髭ひげ面づらの男が這はい出てきた。壮年のドワーフか。

「冒険者……!?　お、お助けを！」

「困っているようだな」

　エミールは視線を敵へと向ける。馬車が横倒しになっているのは、このモンスターにやられたせいだろう。

　漆しつ黒こくの巨鳥《ジャイアントクロウ》が、馬車を踏みつけていた。

　カラスのような外見だが、人ひと族ぞくすら丸まる吞のみにしそうなほどの巨体だ。鋭い嘴くちばしは長剣よりも長い。

　魔に属する獣──魔獣だった。

　西方で魔王が復活したという噂うわさが流れている。世間では〝魔王が復活すると魔獣が増える〟と云いわれていた。

　山野の獣より、はるかに強くて戦意旺盛で危険なモンスターだ。

　ドワーフの男が叫ぶ。

「なんとかしてくだされ、戦士殿！　まだ馬車の中に、娘がいるんです！」

「娘だと!?」

　エミールは目を見開いた。

　背負っていた巨大な剣を引き抜く。

　刃に宿った魔力が炎となって、周囲を炙あぶった。

　大上段に剣を構える。

「俺は女性が大好きなのだ！」

「……!?」

　ドワーフの男が〝変なヤツに助けを求めてしまった〟という後悔を顔に浮かべた。

　しかし、エミールは気にしない。

「もう一度言う！　俺は女性が大好きなのだ！　このエミール・ビュシェルベルジェールは全ての女性の守護者である！」

　誰に怪け訝げんな顔をされようと、全く構わなかった。そんなことは、女性を守るという大義の前には、些さ細さいなことだ。

　エミールはジャイアントクロウへと突っこんでいく。

「行くぞ、鳥めがッ!!」

　相手は翼を広げ、羽ばたいた。馬車から足を浮かせる。

　──逃げるか!?

　そうではなかった。

　一度、高く飛び上がって、空から突っこんでくる。人ひと族ぞくの技の多くは、地上にいる敵を想定したものだ。空へは攻撃しにくい。

　しかも、ジャイアントクロウが降下する勢いが加えられ、攻撃の威力は巨人の槌つちにも匹敵する。

　グワッとモンスターが嘴くちばしを開いた。

「ガァァァァッ!!」

「遅い！」

　エミールは跳ぶ。

　彼は全身板金鎧よろいを着ており、その重さは自身と同じくらい。常人なら立ち上がることも難しく、鍛えあげた戦士でさえ走るのがやっとだろう。

　しかし、エミールは跳躍した。

　迫ってきたジャイアントクロウの頭上まで。

　ウサギのように俊敏な動きを特徴とするグラスウォーカーでも、ここまでは軽快ではあるまいというほどだった。

「せいやぁッ!!」

　燃える大剣を叩たたきつける。

　まさか上から攻撃されるとは思っていなかったのか、ジャイアントクロウは驚きよう愕がくして動きを止めていた。

　骨を砕く音があがる。

　魔獣の頭が真っ二つに裂ける。

　生きている獣ならば鮮血をまき散らしているだろうが、ジャイアントクロウは魔獣だ。死んだときには、光の粒子へ変わる。

　エミールの一撃が巨大な魔獣を消滅させた。

　ダンッ、と彼は地面に着地する。

　にやりと口元を歪ゆがめた。

「フッ……また、俺の強さで、女性を虜とりこにしてしまったかな？」

　エミールは振り返る。

　横倒しになった馬車のところに、ドワーフの男と、その娘が感謝の眼差しを向けて──

　いない。

　誰もいなかった。

　念のため、馬車の中を確かめてみるが、積み荷こそ残っているものの、猫の子一匹いない。

　戦っている間にいなくなったということか。

「…………」

　フッ、とエミールは口元を緩めた。

　前髪をパッと搔かき上あげる。

「やれやれ、恥ずかしがり屋な娘さんだな。惚ほれた男と、顔も合わせられないなんて」

　エミールは圧倒的にポジティブだった。




　正午の鐘が鳴らされる頃──

　ようやく、エミールはファルトラ市の城門をくぐる。

　物々しい様子だった。

　いつもなら、大通りには露天商が並び、買い物客で賑にぎわっている。

　しかし、今は出歩く住人の姿がほとんどない。

　大半の店が閉まっており、わずかに宿屋や武器屋などが営業しているだけだった。

　兵士だけは多い。

　道のあちこちに鎧よろいを着た重装備の兵士たちがいた。

　ジロリと睨にらまれるが、エミールは気安く片手を挙げて挨拶する。

「よお、今日は何の祭りだい？」

「エミール!?　生きてたのか、この野郎！　久しぶりだなあ！」

　兵士たちが数人、集まってきた。

　ファルトラ市において、エミールは有名人だ。冒険者ではあるが、頼りになる戦士として、兵士からも信頼されている。

　友人も多かった。

「生きてたか、だって？　当然だろう、俺様はエミール・ビュシェルベルジェール！　この世界に守るべき女性がいるかぎり、倒れることはない！」

「相変わらずだなあ……しかし、そんなお前だからこそ、こんなときに帰ってきてくれたんだろうな」

　兵たちは旧知の相手との再会に喜んでいるが、その表情には悲壮感がある。

　それほど状況は悪いのか。

「西は、どうなってる？」

「ウルグ橋きよう砦さいの放棄が決まった。もう《人ひと喰くいの森》に魔王軍が現れているらしい。かなりの数って噂うわさだぞ。大型の魔獣もいるんだとか」

「ほう……腕が鳴るな」

　エミールの言葉に、兵士たちが顔を見合わせた。

「お前の、底抜けの前向きさが羨ましいよ。今回ばかりは、ファルトラもダメかもしれないのに」

　深刻そうに別の兵士がうなずく。

「いくら魔族を通さない結界があっても……何年も街の内側だけで生きていけるわけじゃないからな」

　エミールは彼らの肩に手を置いた。

「大丈夫だ！」

「え？　お前、何か秘策があるのか？　それとも、王都から援軍が来るとか!?」

「秘策などない。それに、援軍なんて来ないだろう。魔王が復活したというのに王都の守りを減らしたりはしないさ、あのリフェリア王はな」

「ぜんぜん大丈夫なんかじゃ……」

「でも、大丈夫だ！　俺を信じろ！」

「なに？」

「女性のついでに、お前たちも絶対に守る！　だから、お前たちは、お前たちの剣が届くところで、女性を守ってくれ！」

　やれやれ、と兵士たちが苦笑した。

「はは……ついでかよ。まぁ、エミールを見てると深刻に落ちこんでるのがバカバカしくなってくるな」

「落ちこむなんてバカバカしいさ。だが、これだけは間違いのない事実だ……俺たちは、全ての女性の守護者である！」

「おう、そうだな！」

　兵士がうなずいた。

　もう一人の兵士が気炎をあげる。

「チクショウ！　やってやろうぜ！」

　その勢いが、周りにも広がっていくのだった。
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　同日、十一時──

　友人のマッサが蚊の鳴くような声を出す。

「……なぁ、ボリス？　こんな場所で、大丈夫かなぁ？」

「たぶん。それより、絶対に頭を高く上げないように。あと、頼むから何が起きても声をあげないでくれよ？」

「わかってる……馬だって、とびっきり大人しい二頭を選んできたよ」

　馬は自分たちから少し離れた場所に繫つないである。古い納屋の陰で、川の向こう側からは見えない位置だった。

　ボリスたちは地面に這はいつくばって、身を隠している。

　ウルグ橋きよう砦さい──

　そこの守備隊に所属するボリスは、志願して偵察に残っていた。それなら自分も、と幼おさな馴な染じみのマッサも残った。

　他の者たちは撤退している。

　ボリスたちの役目は、魔王軍の陣容と動向を摑つかむことだった。

　街まで攻めてこられたら戦うしかないとはいえ、敵の数や主戦力を知っておけば、何らかの対策が……それは無理でも、心の準備はできる。

　魔王軍の動向を摑めれば、兵たちは今来るか今来るかと神経を磨すり減へらして待つ必要がない。

　情報は貴重だった。

　ただし、目で見える距離まで魔王軍に近付くことになる。極めて危険な任務だった。

「来た！」

　叫びかけたマッサの口を、ボリスは片手で塞ぐ。

　鼻に指が当たり、彼が涙目になるが、それどころではなかった。

　目を瞠みはる。

　──魔王軍!!

　川の向こうに姿を現したのは、間違いなく魔王の軍勢だった。まず巨大な魔獣の姿が見えた。

　亀の形をした《グランドタートル》だ。

　まるで動く城のよう。

　背中に、異形の魔族たちが乗っている。

　その周りにも、歩いている魔族たちの姿があった。あまりに大きなグランドタートルに比べて小さく見えるが……

　魔族は人ひと族ぞくより倍以上も大きい。

　他に、中型以下の魔獣などもいる。

　それらは隊列というほど整然としておらず、気の向くまま一緒に歩いているといった雰囲気だった。

　ボリスは心の中でつぶやく。

　──なんだ、あの四角いのは？　匣はこ？

　先頭のグランドタートルの甲羅に、真四角の六面ダイスのような匣が縛り付けられていた。

　船を曳ひくような鎖が束で使われている。

　匣の色は黒。

　表面に、見ているだけで胃が痙けい攣れんしてくるような不快感のある模様が刻まれていた。

　魔族たちの異形にも、生理的な嫌悪感をいだくが、それを何倍も濃くしたような……

　ボリスの隣で、マッサが震える。

「ううぅ……吐きそう……」

「見ないほうがいい」

「……もう……充分だよ……帰ろう、ボリス」

「いや、まだだ。顔を伏せて、故郷のカノジョのことでも考えてろ」

「…………そんなのいないよ」

「すまん。母親のことでも考えててくれ」

　ボリスは隊長から預かった貴重な望遠鏡を覗のぞきこんだ。

　先頭の匣の前に、何者かがいる。

　指揮官か？

　だとすると、あれが《大魔王モディナラーム》なのか？

　──フクロウみたいだな？
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　グランドタートルの背中に、匣が載せられている。

　分厚い甲羅をまるで船の甲板のように扱い、太い杭くいが突き立てられていた。杭の先から鎖が伸ばされ、その匣を固定していた。

　ゆっくりではあるが、グランドタートルの歩みにより、ぎしぎしと軋きしんでいる。

　匣の大きさは、貴族の屋敷が丸ごと入ってしまいそうなほどだった。グランドタートルが動く城だとすれば、匣は本丸といったところか。

　匣の前に、フクロウの頭を持つ魔族が立っていた。身体には人ひと族ぞくのような手足があり、筋肉の塊だった。

「見えてきたのである！　とうとう、人ひと族ぞくどもの領地が……!!」

　他にも魔族がいて、こちらは膝をついている。

　ゆるい布を纏まとい、金の刺し繡しゆうが施された縦長の帽子をかぶっていた。ただし、顔はカエルに似ている。

　屈強な体たい軀くの者が多い魔族にしては珍しく、腹が出ており、いかにも重そうだった。

「オウロウ大将軍、ウルグ橋きよう砦さいです。人ひと族ぞくの軍隊がおるやもしれませんが？」

　問われ、フクロウ頭の魔族は片手を突き出し、命令する。

「このまま前進あるのみ！　粉砕である！　全ての人ひと族ぞくの鏖おう殺さつこそが、大魔王モディナラーム様の御ご意い志しなのであるッ!!」

「御ぎよ意いのままに……」

　カエル頭の魔族は、丸い身体を窮屈そうに丸めて、低頭した。

　魔族の司祭ラズプーラスという。

　かつては、竜眼の魔族エデルガルトに助言を与えていたが、彼女の失脚により立場を変えた。

　今はオウロウの参謀だ。

　ラズプーラスが傍らにいる少女──マヌエラに目を向ける。

　この少女は、オウロウたち他の魔族に比べると半分の背丈しかなく、人ひと族ぞくと同じくらいの大きさだった。

　手足も胴体も細く、触れたら折れてしまいそうなほど華きや奢しやだ。骸骨のよう。

　マヌエラは膂りよ力りよくに乏しいが、優秀な《魔獣使い》だった。

　彼女もまた、仕える主あるじを変えた魔族だ。元は、バナクネスという吸血鬼タイプの魔族の幕僚で、妻でもあった。

　バナクネスは大将軍の地位にあったが……魔族の価値観でいえば〝情けないことに〟人ひと族ぞくの魔術師に倒されたらしい。

　今は彼女もオウロウの配下となり、ラズプーラスと共に軍団を支えている。

　マヌエラの魔術のおかげで、本来は魔王にさえ従わない魔獣たちを自在に操れているのだった。

　オウロウが呪じゆ詛そのごとくつぶやく。

「忌々しいのである……あの、ちっぽけな砦とりでを越えることが、なんと我々の悲願となっていたのだから」

　ラズプーラスが石橋に視線を向けた。

「あの橋、一度は半壊したのだとか」

「ウム……エデルガルトが人ひと族ぞくの魔術師と戦ったとき、其そ奴やつは《ホワイトノヴァ》を唱えたというのである」

「私も聞き及びましたが……信じられぬ気持ちです。人ひと族ぞくごときが、あの超高等魔術を」

　オウロウが顔に皺しわを寄せる。

「なお忌々しい。だが、其そ奴やつの名は《ディアヴロ》……彼かの魔術師であれば、然さもありなん」

　傍らで黙々と魔獣を操っていたマヌエラが、唐突に金切り声をあげる。

「ディアヴロ……ッ!?　あああぁぁぁぁ！　ディアヴロォ!!」

　そういえば、彼女の主あるじを殺したのも、その者だったか。

　ラズプーラスは声をかける。

「落ち着きなさい。魔術に集中して……大丈夫だ、大魔王モディナラーム様が全て滅ぼしてくださる」

「フゥー……フゥー……フゥー……」

　カチカチ、と歯を鳴らしながら、マヌエラがうなずく。

　今までとは違う。

　負けるはずがない。

　八頭のグランドタートルを擁して、一〇〇〇の魔族と魔獣を率いて、全てが大魔王様から力を与えられている。

　川を渡った。

　この程度の川など、グランドタートルの進行を阻む障害とはならない。石橋も建造物も関係なく、まるで荒野を行くがごとくだった。

　ウルグ橋きよう砦さいを押し潰す。

　轟ごう音おんをたてて、砦とりでが瓦が礫れきに変わった。

　にんまり、とオウロウが笑顔を浮かべる。

「ククククク……圧倒的なのである、我が軍は！」




　ぴゅう、と風を切る音がした。

　ばっさばっさとドラゴンのものに似た翼を動かし、また別の魔族が降りてくる。

　すらりとした少女だった。

　胸元からヘソまで開いたチャイナドレス風の衣装に身を包んでおり、長い髪を後ろで結っている。

　腰に大きな青せい龍りゆう刀とうを吊つるしていた。

「今、潰したの、人ひと族ぞくの砦でしょ!?　人ひと族ぞくはどこ!?　戦いは!?」

　その美しい少女の尻からは、鱗うろこに覆われた尻尾が伸びており、ばたばた嬉うれしそうに左右へ揺れている。

　オウロウが首をぐるんと真横まで回転させた。

「人ひと族ぞくの気配がせぬ。空から城じろなのである」

「ハァ？　なにそれ!?」

「我が軍の侵攻に気付いて、人ひと族ぞくどもは放棄したのであろう」

「じゃあ、たんなる石コロってこと？　ムカつく！」

　怒気を隠さない少女を、ラズプーラスは諫いさめる。

「リョカ殿も、落ち着きなされ……大魔王モディナラーム様の御前ですぞ？」

「むむっ……わ、わかってるわよ。でも、いつ戦えるの!?　このドンカメ、もっと速くなんないわけ？　待ちくたびれちゃったんだけどー!!」

「……ドンカメ？」

　むっ、とした表情をマヌエラが浮かべた。《魔獣使い》は魔獣に愛着を持っている。

　リョカは武器を使う魔族らしく、武器だけに愛着を注いでいる。

　そして、魔族とは元がん来らい好戦的で群れないものだった。

　どう仲裁しようか、とラズプーラスが頭を悩ませていたら──リョカがギロリッと前方を睨にらみつける。

　街道を一頭の馬が逃げていく。背に兵士が一人。

「人ひと族ぞく!?」

　言うやいなや、参謀のラズプーラスどころか、大将軍であるオウロウの言葉すら待たず、彼女は矢のように飛んでいってしまった。

　ラズプーラスはその先を目で追う。

「……囮おとりですかな」

　街道を駆けていく馬に、リョカが追いついた。

　青せい龍りゆう刀とうを振る。

　斬撃は兵士ごと馬の胴体まで両断して、地面すらも大きく斬り裂く。鮮血と内臓がぶちまけられた。
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《安心亭・夕暮れ店》

　ガラン、と誰も客のいない食堂をせっせとモップがけしているのは、店の従業員メイだった。

　もう十二時だ。いつもなら、客で賑にぎわっている時間なのに。

「ふぅ……」

　茶色い髪を肩の高さで切きり揃そろえた豹ひよう人じん族ぞくの少女で、浮かない表情をしている。

　玄関ドアが押し開けられ、取り付けてあるベルが鳴った。

　メイが瞬時に満面の笑みになって迎える。

「安心亭にようこそにゃ～！　宿屋の看板娘アイドル、メイちゃんだよ☆」

「あはは……ごめん」

　苦笑いしつつ入ってきたのは、冒険者協会会長ギルドマスターのシルヴィだった。

　やたら布の少ない服を着ている。子供のように見えるが、それは成長しても容姿の変わらないグラスウォーカーという種族だからで、実際には大ベテランの冒険者だった。

　メイが半眼になる。

「なんだ、客じゃないのか」

「一応、これでも協ギ会ル会マ長スだからね。街に異常がないか、見て回ってるんだよ」

　言い訳がましいシルヴィに、メイは肩をすくめる。

「ディアヴロさんたちなら、まだ帰ってないよ」

「そっかー」

　ときどき、彼女は見回りと称して、ここ安心亭を訪ねてきていた。

　常連客である魔術師が、とんでもなく強いらしいという話は聞いている。メイは彼らが戦っているところを見たことはないが、噂うわさは入ってくるものだ。

　訊たずねる。

「街、そんなに危ないの？」

「いや、そういうわけじゃないんだけどねー」

　シルヴィは明るく返してきたが、余計に不安になった。

「頼る必要ないのに、何度も様子を見に来たりしないでしょ……」

「ははは……本当に大丈夫だよ。ファルトラ市には魔除けの結界があるからね。魔族や魔獣どころか、魔王だって入ってこれない」

　城塞都市ファルトラの周囲には、立派な石造りの壁がある。

　石壁に塔が何本もあり、それらが結界の増幅装置となっていた。結界そのものは、魔術師協会の長おさセレスティーヌ・ボードレールの魔力により造られているという。

　セレスが街にいるかぎり、魔術師協会の塔から結界は発生し、城壁で増幅され──魔に属する者たちは、ファルトラ市に入ってこられないのだった。

　そう知っていても、メイの不安は消えない。

「兵隊は戦うんでしょ？」

「ボクは軍隊のことはわからないなー。ファルトラ市の駐留軍は、領主の私兵みたいなものだからね。ガルフォードさんが決めると思うよ」

「じゃあ、冒険者たちは？」

「気合い入ってるよ。みんなで街を守るから、安心しててね！」

　むー……とメイは唇を尖とがらせた。

「冒険者の人たちにも顔見知りが多いから、心配にゃ」

「ありがとう。でも、魔王から人ひと族ぞくを守るのが、冒険者たちの役目だからね」

　そろそろ、次へ行かないと──とシルヴィは踵きびすを返す。

　ドアを引き開けた。

　念を押すように、シルヴィが言う。

「ディアヴロさんが戻ってきたら、冒険者協会ギルドに来てくれるよう、伝えておいて」

「わかってる。でもぉ、タダとは言わないのにゃ？」

「えー？」

　ぴん、とメイは指を立てる。

「魔王を追い払ったあと、みんなで安心亭の絶品ソーセージを食べに来ること！」

「……ふふ……約束するよ。それじゃ」

　シルヴィが出て行き、ドアが閉じられ、また店内が静かになった。
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　城塞都市ファルトラの西門──

「開門！　開門だ！」

　馬に跨またがった男が、城壁の上に向かって叫んだ。

　若いヒューマンの男で、鎧よろいも着けず、帯剣もしておらず、兵士には見えない。

　それでも、門番は彼の顔に見覚えがあった。

「ボリスだ！　開けてやれ！」

　すぐ開門の命令が伝えられる。

　橋の奥にある城門には、鉄の扉がついており、それが鎖を巻き上げることで引き開けられる。

　一頭の馬と、ボリス。

　そして、馬の背に、もう一人。

　ぐったりした様子のマッサの姿もあった。

　城内に入ると、兵士たちが駆け寄ってくる。

「よく戻ったな！　どうだった!?」

「魔王軍を見ました！」

　おおおっ！　と周りから驚きの声があがった。

「よくぞ、無事で戻った」

「いえ……囮おとりにしたせいで、馬一頭と装備を失いました」

　藁わらで作った人形に鎧を着せて、馬を街道へ走らせる。逃げ切れるようなら、自分たちも街道を馬で逃げるつもりだったが……

　囮は、あっさり有翼の魔族に斬られてしまった。

　見つかったら殺される。

　魔族たちが街道の馬に意識を向けている間に、ボリスとマッサは別の馬に相乗りして逃げ、街道から離れた森の中を進み、ファルトラ市まで戻ったのだった。

　マッサが青ざめた顔の口元を押さえる。

「うぷ……吐きそうだよ、ボリス」

「だ、大丈夫か？　もう降りていいぞ。報告は俺だけでも」

「うん、任せる。中将、おっかないし……うぷす……」

　彼は乗り物が苦手だった。

　周りの兵たちが、労ねぎらう。

　士官がボリスの馬の手綱を取った。

「馬や装備のことは気にするな。それより、中将に報告をな」

「了解！」

　西門から城壁に沿って北側へ行くと、軍の駐屯地がある。厩きゆう舎しや、兵舎、訓練所、武器庫、食料庫……

　そして、司令所だ。

　普通ならば、士官しか入ることのない煉れん瓦が造づくりの建物だった。

　ボリスは番兵に敬礼する。

「ウルグ橋きよう砦さいから戻りました！　中将にご報告を！」

「入れ！」

　番兵が敬礼し、ボリスは中へと入った。

　廊下を進んだ一番奥の扉へと進む。何度か、同じようなやり取りがあって、とうとう城塞都市ファルトラの領主チェスター・レイ・ガルフォード中将の前までやってきた。

　司令室──

　正面の大机に中将。

　左右に並べられた机に紙束が積まれており、幕僚たちが並んでいる。

　汗とインクと鉄の臭いが充満していた。

　ボリスがガルフォードを見るのは、今年初めの訓示以来だから一年ぶりとなる。たった一年とは思えないほど、記憶にある中将と、目の前にいる渋面の彼とは、印象が異なっていた。

　皺しわは深くなり、肌は土色に変わり、髪には白いものが交じっている。

　しかし、眼光だけは鋭く、ボリスを睨にらみつけていた。

「魔王軍を見た……と？」

「はい！　大型魔獣グランドタートルが八！　それぞれの甲羅の上に多数の魔族がおり、さらに中型の魔獣なども率いて、その数は推定一〇〇〇前後。人が走る程度の速さで進んでおり、本日の十一時にウルグ橋きよう砦さいを通過しました！」

　魔族や魔獣が一〇〇〇だと!?　と幕僚たちから、どよめきが起きる。

　一〇〇でも絶望的という数なのに。記録上、一〇〇〇の魔王軍と、人ひと族ぞくの軍隊が交戦したことはない。

　髪の薄い年配の参謀が、立ち上がった。

「本当に見たという証拠は!?」

「……あの速さのままであれば、夜になる頃にファルトラ市へ到達するかと」

「むむむ」

　別の士官が訊たずねる。

「人が走る程度の速さか。馬車なら逃げられるんじゃないのか？」

「グランドタートルからなら。でも、俺……いや、自分たちは有翼の魔族に襲われかけました。そいつは馬よりも速かったですし、一撃で鎧よろいと馬を両断されました」

「なんと……」

　魔王軍の目的は、人ひと族ぞくの殲せん滅めつだ。和平や降伏といった交渉は成立しなかった。

　どう対処するべきか？

　幕僚たちは話し合いを重ねていた。

　ガルフォードが訊ねてくる。

「魔王は？　大魔王モディナラームは、見たかね？」

　ボリスは首を横に振った。

「わかりませんでした。先頭の大型魔獣の上には、フクロウの魔族がいて、偉そうな感じでしたけど……」

「そいつは、オウロウだろう。古参の魔族だ」

「あれが……」

「他には見なかったか？」

　ボリスはドラゴンの翼と尾のある女性型魔族や、カエル頭の魔族のことを話す。

「あ、それと、匣はこを見ました」

「匣とは？」

「グランドタートルの背中に鎖で縛りつけられてて、なんか……表面に……気味の悪い模様があって……」

　思い出すと、嘔おう吐と感がこみあげてくる。

　口元を押さえた。

「ふむ」

　ガルフォードは腕組みして考えこむ。

　ボリスの背後で部屋のドアが、音をたてて開けられた。

　女の声があがる。




「まだ、ごちゃごちゃやっておるのか？　気が長い連中よなあ」




「ラムニテス殿!?」

　幕僚が名を呼んだ。

　ファニス・ラムニテス元ジルコンタワー領主だった。

　ボリスは初めて目にする。

　真っ赤な軍服をまとった女性で、ヒューマンとは思えないほど豊かな胸元と、輝くような緋ひ色いろの髪をしていた。睫まつ毛げが長く、唇は艶やかで、場に不釣り合いなほどの色香を振りまいている。

　ボリスは思わず茫ぼう然ぜんと見とれてしまった。

　ラムニテスは一度は魔王軍を退けた猛将だ。

　しかし、魔王が復活したとあってはジルコンタワー市を守りきれぬと判断して放棄し、今はファルトラ市に留まっていた。

　彼女は自分が指揮官であるかのように、幕僚たちに言う。

「一〇〇〇だろうが、二〇〇〇だろうが関係あるまい？　どうせ、雑魚など何匹いようと、問題にはならぬのだから」
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「雑魚ではありませぬぞ、ラムニテス殿……魔族や魔獣です」

「ハンッ！　初夜の小娘のように怯おびえおって」

「なっ!?」

「案ずるな。敵の指揮官さえ倒せば、魔王軍は瓦解する。個々の戦闘力は高くとも、烏う合ごうの衆よ。恐れることはない」

　ガルフォードが口を開いた。

「魔王軍を率いているのは、大魔王モディナラームだ。それを倒せば、この戦は人ひと族ぞくの勝利となる……そんなことは理解している」

「ならば、話は早い。力のある者を集め、大魔王と戦うのだ。これしかなかろう？」

「王都に救援要請は出しているがね」

　フンッ！　とラムニテスが鼻を鳴らした。

「あの、腰抜けが！　王都から戦力を動かすものか！」

「陛下は聡そう明めいな御お方かただ」

「もしも、本当に王が聡明で勇敢な名君ならば、今頃は勇者たちが大魔王討伐に向かっておっただろうよ。かつての、お主たちのようにな。魔王軍が余よのジルコンタワー市に攻めてきてから何日が経ったと思っておるのだ!?」

「御考えが、あるのだろう」

「腑ふ抜ぬけたか、ガルフォード！」

「卿けいに言っておく──魔王と戦うには、人ひと族ぞくの一致団結こそが重要だ。たとえ、どのように内心では思っていようとも、将兵が王を疑っては勝てぬ」

「暗愚に従えば、人ひと族ぞくは滅びるぞ!?」

「違う。諍いさかいこそが、人ひと族ぞくの滅びを招くのだ」

　ラムニテスが舌打ちした。

「フンッ……まぁ、引く道がない以上、戦う他はないわ。王都からの援軍が期待できぬという点においては中将も余と見解が同じ。王の頭の出来なんぞで言い争うのも馬鹿馬鹿しいな」

「幕僚の前で、あまり不敬なことを言わぬように」

「魔王軍が来るのは、今こん夕ゆうなのだな？　戦の準備をしておく。余と卿と……他に使える手駒はあるのか？」

「……」

　ガルフォードが押し黙った。

　ファルトラ市は魔王領と接する要衝だけに、駐留軍は精鋭揃ぞろいだ。

　しかし、人ひと族ぞくの限界を超えたような者は、いなかった。

　そうした才覚溢あふれる者は、王都に召し上げられてしまう。部下の出世は喜ばしいことだが、この最前線に際立った兵がいないのは事実だった。

　ラムニテスが問う。

「ディアヴロは、まだ戻らぬのか？」

「剣聖の街《ソドマス》に向かったという情報はある」

　領主はディアヴロを監視対象と定め、隠おん密みつ行動に長たけた者に追跡させていた。それはファルトラ市を出たあとですら解除していない。ジルコンタワー市や王都での動きも追いかけていた。

「ソドマス？　何のために？」

「意図まではわからぬが……そこで肥料を買ったり、山に登っていったりしているそうだ」

「まさか、畑でも作っているのではあるまいな？」

「所詮は冒険者……頼りになど、せぬほうがよかろう」

「こんなことを言うのは癪しやくだがな……アレがおるか、おらぬかは、戦を左右するぞ」

「報は出している。動くかどうかは、わからぬ」

　ガルフォードが肩をすくめ、ラムニテスがため息をついた。

　ボリスは思う。

　──ディアヴロさんは、すごい。

　この二人が、その存在の重要さを語るなど、とんでもないことだった。

　どうか早く戻ってください、と祈らずにはいられない。

　ふと西方に視線を向けた。窓の外には城壁が見えており、ゆっくりと太陽が傾いていく。

　不安ばかりが大きくなるのだった。
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　十五時──

　日没後に襲来するかと思いきや、城壁の上の見張りが声をあげたのは、夕暮れ前だった。

　ボリスはウルグ橋きよう砦さいの仲間たちと同じように、ファルトラ市守備隊に編入されている。西門から、やや北側にある見張り塔のあたりに配属された。

　見張り塔は、結界の増幅装置でもある。

　ボリスは西を指差した。

「来た！」

「ううぅ……来た!?」

　友人のマッサが唇をわななかせる。

　他にも敵襲に動揺する声が、あちこちからあがった。

　厳しい訓練を重ねている最前線の兵士たちでも、魔王軍の威容を見て平常心を保つのは難しい。

　巨大なグランドタートルは、西日を背にして、夜の闇が染み出してきたかのように見えた。

　血と獣の臭いが、遠くからでも漂ってくる。

　それは人々の恐怖を具現化したかのようだった。

　敵襲を告げる警鐘が鳴らされる。

　兵士の多くが、西門を見た。

　中将は打って出るのか？　城に籠もるのか？

　ガルフォードは大戦の英雄で、エルフが軍を率いてきたときも、それ以外のときにも、積極的に軍を動かした。

　今回も西門前に重装歩兵が集められている。

　しかし、動かず。

　開門を命じるラッパは鳴らされない。

「……出ない」

　誰かがつぶやいた。

　このまま正面から戦ったら勝てない──と中将は判断したわけだ。

　当然か。

「……勝てないのかよ」

　誰かが落胆の声をこぼした。

　大戦の英雄が、迫った魔王軍をどうにかしてくれるのではないか──という淡い期待は打ち砕かれた。

　現実とは、凍りつくほど冷徹で、甘やかさの欠片もない。

　一〇〇〇の魔王軍に、抗える者などいなかった。

　こんな状況を想定していたか、あるいは籠城を知っていたのだろう、士官が声をあげる。

「籠城戦だ！　俺たちには結界がある！　魔族どもは兵糧なんて気の利いたもんは用意してない。そして、今は冬だ。この戦、勝てるぞ！」

　なるほど、と兵士たちの顔が明るくなった。

　言われてみれば、いくらファルトラ市周辺が温暖な土地とはいえ、冬は冬だ。森の木々は葉が落ちて、果実も動物も少なくなる。

　畑は休ませている時期だ。

　魔族も食事を取るというが、あれほどの巨体なら、さぞ多く食べることだろう。

　一〇〇〇の魔王軍を長期に支える食料を調達するのは、不可能だった。相手に兵糧がないと踏んでの籠城戦か。

　ファルトラ市の城壁は、謎の爆発によって部分的に内側から崩されてしまったが、もう修繕してある。

　士官が続けた。

「ファルトラ市には、二〇万人を半年は食わせられるだけの兵糧がある。魔王領から難民が逃げこんできているが、それも織り込み済みだ。案ずるな」

　さすが、ガルフォード中将だ。

　そんな声が聞こえた。

　ボリスは西を見つめる。

　胸の内が落ち着かなかった。

「…………」

「どうしたの、ボリス？　顔が青いよ」

　マッサの問いに、声をひそめる。

「……魔族一〇〇体が、ウルグ橋きよう砦さいに攻めてきたこと、あったろ？」

「あったねぇ。もうダメかと思ったなぁ」

「あのとき、ファルトラ市の内側に魔族が侵入して、セレス様が危なかったらしいんだよ」

「聞いた聞いた。魔族グレゴールだっけ？　エミールって冒険者が倒したんでしょ？」

「……そういうことになってるけど」

　ボリスは、ウルグ橋砦でのディアヴロの活躍を目にしていた。

　そして、彼の言葉も聞いている。




〝帰還魔術を試す〟




　ディアヴロは、そう叫んだ。直後、姿が光に包まれて、消えたのだ。

　冒険者たちの報告で、魔族グレゴールを倒したのはエミールということになっているが、真実と異なるのではないかとボリスは疑っていた。

「いや、今は、それが問題じゃなくて……あのときですら、魔族は結界を排除する方法を考えてたんだよ」

「うん」

「あのときの一〇倍の数で来て、魔王までいるのに、結界のこと考えてないもんかな？」

「まさか……セレス様が!?」

「……当然、中将は警戒してると思うけど」

　魔術師協会で異変が起きたりはしていないか？

　街の中央に視線を向けた。騎ラ兵ン槍スの穂先のような独特な形状の塔を見つめるが、普段と変わるところはなかった。
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　城塞都市ファルトラが目前に迫る。

　オウロウは片手をあげた。

「全軍、停止なのである」

　ラズプーラスが復唱し、魔獣使いマヌエラに伝える。

　彼女の魔術により、グランドタートルたちがゆっくりと足を止めた。

　しかし、人ひと族ぞくの軍隊のように整然とはいかない。

　一部の魔族たちが雄叫びをあげた。

　人ひと族ぞくの街を前にして、理性を失ったらしい。勝手に突撃していく。

　ラズプーラスが顔をしかめた。

「バァル派の連中ですな」

　人ひと族ぞくを殺したい──それだけに思考が染まっている。仲間内で殺し合うことも多く、獣以下の理性しか持たないような連中だった。

　オウロウが背を向ける。

「捨て置くのである。呼んでもおらぬのに勝手についてきた愚ぐ物ぶつ共ども……捨て駒にする価値もない」

「左様ですな」

　オウロウが両手を広げた。

　叫ぶ。

「匣はこを解き放つのである！」

　背後に控えていた魔族たちが、わらわらと動き出した。

　ラズプーラスはマヌエラを連れて、グランドタートルから降りる。

「さあ、急いで」

「待って」

「急ぐのです」

　マヌエラが足下の甲羅をなでた。

「……ごめんね」

　鎖が斧おので切断され、匣の戒めが解かれていく。

　ラズプーラスはマヌエラを脇に抱えた。

「時間がありませぬ故」

「あっ」

　甲羅から飛び降りると、太い腹に似合わぬ敏びん捷しようさでグランドタートルの背後へと駆ける。

　猶ゆう予よはなかった。

　斧おのを手にした魔族たちが声をあげる。

「鎖、切断！」

　その頃、オウロウは上空へと飛び上がっていた。背中にある梟ふくろうの翼で、ばっさばっさと羽ばたいている。

「匣はこを開けるのである！　開封である！」

「開封ー!!」

　何体もの魔族が、匣の前面に手をかけ、あるいは武器の刃を突き立て──

　こじ開けた。

　濃密な魔力が噴き出してくる。

　匣の内側から、物質化した魔力が溢あふれた。

　黒色のスライムのようなものが、匣の周囲にいた魔族たちに触れる。その者たちは悲鳴をあげる暇もなく、光の粒子と化した。

　消滅だ。

　触れただけで、魔族を消滅させるほどの魔力。

　その光景を見下ろし、オウロウは叫ぶ。




「大魔王砲、発射である！」




　匣から、魔力が噴き出した。

　魔力は閃せん光こうと化し、まるで太陽が落ちてきたかのように周囲を明るく、眩まぶしく……

　直視した者の眼球を焼くほどの光を放った。

　魔族であれば耐えられるだろうが、人ひと族ぞくには無理だ。ファルトラ市の城壁上にいて、光量に危険を察しなかった者は、残らず失明した。

　それほどの光が満ちる。

　光が熱に変わった。

　まずグランドタートルの頭部が蒸発する。甲羅の前半分も、匣から放たれる熱に耐えられなかった。

　次に、先行していたバァル派の魔族たちが熱に吞のまれる。影も残らず消えた。

　その超々高熱の塊が、ファルトラの城壁に迫る。

　結界が軋きしむ。

　街が誕生してから、幾度となく人ひと族ぞくと魔王の戦争は起きたが、これほど強大な力を受け止めたことはなかった。

　もしも、結界がなければ、都市が消し飛んでいるほどの威力だ。

　城壁の上の兵士たちが悲鳴をあげる。

　街の住人たちも、同じだった。

　地面が揺れ、大気が揺れ、建物が揺れ、耳をつんざくような音が響き渡る。

　それでも、結界は破れない。

〝魔から成るものを通さず〟という属性は絶対だ。

　結界だけは。

　光が収まっていく。

　膨大な熱も……

　ボリスは城壁の上で、足元につっぷして、ぼたぼたと垂れるほど汗をこぼしていた。

　死ぬかと思った。

　あの光に吞のまれて、消し飛ばされるのを覚悟した。

「ハァッ！　ハァッ！　ハァッ！　すごい……生きてる！」

　結界が勝ったということか。

　顔をあげたとき、西門のほうから絶叫があがる。

「待避ーッ!!」

「は？」

　思わず、間抜けな声を出してしまった。西門のほうから兵たちの叫び声が聞こえてくる。

　もう魔王軍から放たれた光と熱は、すっかり収まっていた。

　それなのに、怒号と悲鳴は多くなるばかり。

　やがて、地響きが伝わってきた。

「どうなってるんだよ!?」

　ボリスは立ち上がり、城壁の縁に手をついて、外を視界に捕らえる。

　──そんな!?

　西門の外側にあるはずの地面が、すっかり消滅していた。

　結界は地下にも伸びる。

　だが、その結界の及ばない外側の土が、ごっそり削り取られたようになくなっていた。

　ファルトラ市の周囲を囲む堀から、水が流れこむ。ジュウジュウと音をたてて水が蒸発し、白煙をあげた。

「待避ー!!　待避ー!!」

　西門の上から、兵たちが慌てて逃げ出す。

　もうボリスのいる位置からでも、はっきり揺れているのが見えた。

「崩れるのか!?」

　巨大な建造物の、基礎を支える土を取ったら、当然の結果だ。

　西門が外側へと大きく傾き、積み木を倒したみたいに崩れてしまった。

　その周辺まで引きずられるように地割れが起きる。

　城壁は構造的に相互を支え合うようにできているから、ボリスたちのいる場所も危なくなった。

「待避ー!!」

　士官が叫んだ。

　その前に、勘のいい者は逃げ出している。

「うわっ」

　足場が崩れてきた。

　段差につまずいてマッサが転ぶ。

「あぐっ！　ま、魔族に足を摑つかまれた、助けてー!!」

「落ち着け、転んだだけだ！」

　ボリスは彼の手を引っ張って立ち上がらせ、走らせる。

　幸いにも城壁は傾いただけで済んだ。

　安全そうなところまで走ってから、ボリスは振り返って、愕がく然ぜんとなった。

　膝が震える。

　呼吸すら、難しくなった。

　絶対になくてはならない物が、その姿を消している。

　魔除けの結界を成立させている見張り塔──そのうちの一本が、城壁と共に横倒しとなっていた。

　瓦が礫れきの山と化している。

「……け、結界が……消えた!?」

　ボリスは自分の声だというのに、まるで遠くから聞こえたような気がした。
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　崩れた西門に向かって、何体もの魔族と魔獣が駆けてくる。

「ヒーギャーハー!!」

　城塞都市ファルトラ、陥落の危機だった。

　西門の崩壊に巻きこまれ、守備隊の兵士たちは大混乱に陥っている。逃げたり、茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥ったり。

　こんなときこそ、冒険者の出番だ！

　エミールは大剣を肩に担ぎ、西門広場に足を踏み入れる。立派だった西門も城壁も、全て瓦礫と化していた。

「おーおー、派手にやられちまったなー」

　突撃してくる魔族たちを防ぐための結界は、もうない。街は無防備な状態だった。

　仲間が声をかけてくる。

「エ、エミール、どうするの？　あんなの……」

　白いローブをかぶった治ヒ癒ー術ラ士ーのチュロンだった。他にも、武器を強化する付与魔術エンチヤントに長たけたエラストフなど、四人のパーティーメンバーがいる。

　エミールは片手を振った。

「勝つ！　それしかないからな。結界は消えて、街には大勢の女性たちがいて、魔王軍が迫ってきている。そして、俺様の名はエミール・ビュシェルベルジェール、全ての女性の守護者である！」

　治ヒ癒ー術ラ士ーの少年チュロンが口元を歪ゆがめた。

「ふふ……諸国漫遊で、バカに磨きがかかったね」

「バカじゃないぞ!?」

　付与魔術師エンチヤンターの男エラストフが肩をすくめる。

「……たしかに、賢い選択とは思えないが、やるしかないな……座して死を待つのは性に合わない」

　彼が杖つえを振ると、パーティー全員の装備に魔術が付与された。攻撃力と防御力が三割増しで強化される。

　武器の代わりに巨大な盾を持った戦士グルタスが、一番前に出た。《遮断戦士ブロツカー》と呼ばれる職業クラスの仲間だ。

「よっしゃあ！　やってやろうぜ！　俺たちが新時代の勇者様だ！」

「ああ、俺たちが、この街を守るんだ！」

　弓使いの男ユアンも気炎をあげた。

　エミールたちは瓦が礫れきを踏みしめ、城壁の外を眺める。

　まだ地面には熱が残り、革靴を履いていてすら、足の裏が焼けそうなほどだった。




　背後から、また別の集団が──

「ふむ……逃げない冒険者がいるとは……」

「む？」

　エミールは振り返る。

　現れたのは地方騎士たちだった。一〇〇人を超える。

　先頭に立っているのは、領主ガルフォードだ。

「ほう、君だったのか……名は、たしか……」

　二ヵ月ほど、エミールは彼から剣を教えてもらっていた。押しかけ弟子といった感じだったが。

「フッ……俺の名は──」

「エミール・ビュシェルベルジェールだったか。剣聖には会えたのかね？」

　ざわっ、と冒険者たちが騒然となった。

　──名前を覚えている!?

　エミールは胸を張った。

「おうとも！　剣聖の本気の斬撃を、この身を以て教えてもらったぞ。おかげで、俺は生まれ変わった」

「ふむ……なんとか、数には入るか」

　地方騎士たちがたじろぎ、その列が左右に割れる。

　現れたのは、色香が漂ってきそうな美女だった。緋ひ色いろの髪を後ろでまとめ、真っ赤な鎧よろいを身に着けている。

「どくがいい……余よの邪魔をするなら、その身ごと撃ち抜いてくれるぞ？」

　ファニス・ラムニテスだった。巨大な魔銃マギガンを構える。

　銃口がエミールのほうを向いた。

「な、なにする気だ!?」

「どけと言った。もう、余の射程内だ」

「なに!?」

　魔王軍が突撃してきている。まだ先頭の顔も判然としないような距離だが、彼女が言うのなら、事実なのだろう。

　ラムニテスの魔銃使いマギガンナーとしての腕は、知らぬ者がいないほど有名だった。

　エミールたちは彼女の前を開ける。

　引き金トリガーが絞られた。

　バスッ！　バスッ！　バスッ！　と空気が抜けるような音が響く。

　いかに大型の魔銃とて、この距離から撃って、どれほどの威力があるのか──エミールは半信半疑だった。

　たとえ一撃必殺の威力だとしても、突撃してくる魔王軍は先陣でも二〇〇以上だ。一体や二体を倒したところで……

　爆発が起きた。

「なに!?」

　城壁より高くまで黒煙があがる。

　何体もの魔族が、原形も留めずに打ち上がり、地面に落ちるより早く光の粒子となって消えた。

　それが、三ヵ所で。

　しばらくして、衝撃波がやってきた。それほど遠い。徒歩なら十分はかかりそうなほどの距離だった。

　仲間の冒険者たちも驚きの声をあげる。

「な、なんだ……今の!?」「ありえないだろ!?」「三〇匹くらい倒したんじゃないか!?」

　エミールには銃弾が爆発したというより、地中で何かが爆発したように見えた。

「もしかして、何か仕掛けがあったのか？」

「ふふ……意外と察しがいいではないか。流石さすがはガルフォード卿きようが目を掛けている男だな」

　ラムニテスが魔銃マギガンを構えたまま、楽しげに笑った。

　ガルフォードが不本意そうに首を左右に振る。

「私は冒険者などに期待していない」

「毎日のように稽古をつけておったろう？」

「早朝訓練に割りこんできたので、叩たたき出だしただけのこと」

「部下に命じず手ずから、わざわざ訓練用の鈍剣なまくらでか」

　三十歳も年上の男をからかいつつ、彼女は再び魔銃を撃ち放った。

　また爆発が起きる。

「エミールといったか……汝なんじの推察どおり、城門の西側には仕掛けをしておいた。理屈は魔銃の弾丸と同じよ」

　銃を構えたまま、ラムニテスが言った。

「そんなことができるのか!?」

「いずれ、戦の有あり様さまは変わるであろうな。しかし、今は虚こ仮け威おどしよ」

　ガルフォードがうなずいた。

「魔王軍との戦いとは、つまるところ、魔王を倒せるかどうか……それに尽きる」

「フンッ……魔王軍とて、そう多くはない手勢を無駄に失いたくはなかろうて。この城が易く落ちぬとあらば、強者が出てくるはずよ」

　二人の言うとおりに、西門に向かってきていた魔族たちが止まる。

　静かになった。

　風の吹く音さえ聞こえそう。

　土を踏み、こちらに歩いてくる者がいた。
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　最初は人ひと族ぞくの少女かと思ったが、背中にドラゴンのような翼がある。でかい青せい龍りゆう刀とうを肩に担いでいた。

　頭には角があり、尻尾が左右に揺れている。

　そいつが、瓦が礫れきの山の前までやってきた。

　止まる。

　間合い二十歩といったところか。

「ふふーん♪　大魔王砲で街ごと吹っ飛ばしちゃったかと思ったけど……意外としぶといわね。ご褒美に、たっぷり遊んでから殺してあげる！」

　甲高い少女のような声だった。

　エミールは問う。

「大魔王砲？　それが、さっきの眩まぶしかったやつのことか？」

「そうよー。よく知らないけど、大魔王様が匣はこの中で長々と魔力を溜ため込むことで撃てるんだって。オウロウは《眼球の魔王》の能力とか言ってたわ。あ、いや、《手の魔王》のほうだったかな？」

《乱心の魔王モディナラーム》は他の魔王を吸収して、大魔王を名乗っていた。

　どうやら、先程の攻撃は、その吸収した別の魔王の能力らしい。

　わざわざ教えてくれるとは思わなかったが……

「大魔王ってのは、いくつの魔王を吸収したんだ？」

　ひの、ふの……と魔族の少女が指折り数える。

　しかし、両手でも足りなくなったらしい。

「…………い、いっぱい！　そのうち三つは、このリョカが入手したの！　スゴイでしょう!?」

「少なくとも十以上か」

「褒美としてワタシは大魔王様から何回も力をもらったわ！　もう魔王軍にすら全力で戦える相手がいなくなっちゃったくらい……オマエたちは、どうかしら!?」

　リョカと名乗った魔族がニヤリと笑い、殺気をぶつけてきた。

　エミールは息を吞のむ。

　背筋がゾクッと冷えた。

　付与魔術師エンチヤンターのエラストフが、ガクガクと震えて膝をつく。

「ううぅ……あ、あの魔族に斬られる自分の姿が、頭に浮かんで……」

「しっかりしろ！」

　エミールは彼の肩を支えた。

　ガルフォードが前に出て、淡々とした口調で魔族に尋ねる。

「今の話には不自然な点がある……十以上もの《魔王の欠片》を魔族たちが短期間に見つけたというのかね？　信じがたい」

　たしかに、疑問だった。

　リョカが面倒そうにしつつ、意外にも教えてくれる。

「見つけたのは大魔王様よ。魔王には別の魔王を感じ取る能力があるんだって。ふつーは人ひと族ぞくを滅ぼすのに必要ないから放っておくけど」

　エミールたちには驚きの情報だったが、ガルフォードは納得したようにうなずいた。

「全ての欠片を集めたのかね？」

「ううん。人ひと族ぞくの領地にあるものは、まだ。それと、逃げたやつもいるし」

「逃げた……とは？」

「そんなヘマ、ワタシはしてないけどね！　覚醒が近くて、もう意識のある魔王が、吸収されたくなくて逃げたらしいわ」

「他にも魔王が……そいつは、どこに？」

　また彼女が答えようとしたとき、たたたたたたたと駆けてきた魔族がいた。

　尾が三本で、キツネの頭をしている。

　人ひと族ぞくよりも大きな身体を丸め、長い口をリョカの耳元へ近づけた。

「リョカ様、リョカ様」

「ん？」

「オウロウ様から〝早く殺すのである〟とのご命令です。あと〝余計なことをしゃべるなである〟とも言ってました」

「ハァ？　さっきは〝話を最後まで聞け〟って言ったくせに！　アイツ、頭悪いんじゃないの!?」

　リョカが唇を尖とがらせた。

　じろり、とエミールたちを睨にらんでくる。

「まぁ、いいわ。もともと、ワタシは早く戦いたかったし」

　リョカが青せい龍りゆう刀とうを片手で振り回した。

　身長ほどもある鉄塊を小枝のように扱う──やはり、人ひと族ぞくとはかけ離れた膂りよ力りよくの持ち主だ。

　先程までの雑談と同じような気負わない様子で、声をかけてくる。

「誰からやんのー？　それとも、いっぺんに戦う？　ワタシはどっちでもいいよ！」

　まるで街角で少女が友人とおしゃべりをしているような口調なのに、かつてないほどの威圧感があった。

　エミールは震える。

「くっ……やばいぞ……」

　治ヒ癒ー術ラ士ーのチュロンがうなずいた。

「たしかに、他の魔族たちとレベルが違うみたいだね」

「ああ、別格のかわいさだ。なにより、女性だ」

「ちょっ!?　エミール、あれは魔族だよ!?」

「だが女性だ」

「魔族に男も女もないよ！」

　ごちゃごちゃ言っていたら、ガルフォードが前に進み出た。

「援護を」

　ラムニテスが意外そうな顔をする。

「おや、よいのか？　一対一の勝負とか、そういう騎士道みたいなものに男は拘こだわるものだろう」

「……あれは、そのような甘い考えで勝てるような存在ではない」
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　かつて西門が聳そびえていた場所の周りは、すっかり様変わりしていた。

　門の内側にあった広場は、大きくひび割れている。

　そこには、騎士団が配されていた。

　地方騎士は人ひと族ぞくとしては充分に鍛えられている者たちだが、名のある魔族や大型魔獣と戦うなら、戦力としては数えられない。

　彼らの前に魔銃マギガンを構えたラムニテスがいた。

　敵に狙いを定めている。

　エミールと仲間の冒険者たちは、元々門のあった場所にいた。

　足元は瓦が礫れきばかり。

　すぐ後ろにいるラムニテスを守りつつ、魔銃の射線は開けていた。

　そして、西門の前だ。

　大魔王砲により、でかい穴が空いていた。その穴に西門だった瓦礫が崩れ落ちており、かつて美しく整備された城門や街道があったことなど面影もない。

　その壊滅の中心地のような場所が、ガルフォードの戦場となっていた。

　腰の剣に手を掛け、まだ抜いていない。

「…………」

　間合いは十歩ほど。

　対たい峙じするリョカが目を細めた。

「ふぅん、少しは楽しめそうね♪」

「……共感できんな……私は、戦いを楽しいと思ったことなど、ない」

「それは弱いからじゃない？　ワタシをがっかりさせないでよ!?」

　威勢よく言い放つと、リョカが地面を蹴った。

　突進。

　しかし、想像していたより速くない。

　エミールは思う。

　──もしかしたら、俺は修行しすぎてしまったかな？

　ガルフォードが一対一では勝てないと断言するほどの魔族が、そう速く感じられないなんて。

　リョカが青せい龍りゆう刀とうを振る。

「おりゃ！」

　まだ遠いはず。

　ところが、刃が光を放った。

　一歩ほど遠い距離から、斬撃が届く。意表を突かれた!?

　ガルフォードが裂れつ帛ぱくの気合い。

「ゼッ!!」

　剣を抜いた。

　エミールは目を瞠みはる。

　以前、自分に稽古をつけていたときとは、別次元の速さだった。

　──手加減されているだろうとは思っていたが、ここまで速かったとは！

　ガルフォードの剣が、リョカの飛ばした斬撃を打ち消す。

　ドンッ！　と空気が震えた。

　即座に、もう一撃。

　エミールでさえ目で追うのがやっと、というほど素早いガルフォードの二連撃だった。

　リョカの右手の甲から鮮血が舞う。

　彼女が目を丸くした。

「ワタシが、斬られたの!?」

「む……」

　ガルフォードが剣に目を落とす。

　刃の先が欠けていた。

　リョカの傷が、スルッと消えてしまう。

「うふふふ……やるじゃない。もうちょっと速くしてあげる！」

　再び攻撃してくる。

　最初よりも明らかに速い斬撃だった。

　踏みこんできて、今度こそ青龍刀の刃が届く間合い。

　ガルフォードが剣で受け流した。

「ッ…………せえいッ!!」

　受ける動きから、円を描くように淀よどみなく斬りつける。

　リョカの上腕を叩たたき斬った。

　かなり深い傷を与えたが、斬り落とすまでには至らなかったか。彼女の左腕が、だらんと落ちる。

「なんで!?　ワタシのほうが速いのに!?」

　技術の差だった。身体能力はリョカという魔族のほうが上のようだが、剣技に圧倒的な違いがある。

　ガルフォードの剣技は攻防一体というか、防御から攻撃への区切りがなかった。防いだと思ったら、水が低きへ流れるような自然さで反撃まで終えている。厳いかめしい顔に似合わない、美しい剣術だった。

　しかし、完全に骨まで断ったはずのリョカの左腕が、瞬く間に元へ戻ってしまう。

　──不死身か？

　リョカが口元をほころばせた。

「雑魚じゃないみたいね！　これぞ、戦いよ！」

　また斬りつけてきた。

　先程の反撃を偶然だとでも思ったのか？　同じような攻撃だった。

　また受け流し、今度の反撃はリョカの左肩を斬る。

　さらに、魔族が加速する。

　合わせるように、ガルフォードの剣の振りも速くなった。

　剣けん戟げきでは、金属と金属のぶつかる音が何度もあがるものだ。

　しかし、この両者の戦いは、別次元だった。

　一撃一撃が、重い。

　キン、キン……といった軽い音ではなく、ガッ、ゴッ……と重い音がして、そのたびにガルフォードの剣が欠けた。

　リョカの振るう青せい龍りゆう刀とうは魔術付与されているのか、曇り一つない。

　剣技では勝っているが、武器の差で負けそうだ。何か手はないのか？

　急にリョカが間合いを取った。

「ちっ……」

「む？」

　ガルフォードは慎重に身構えたまま、追わない。

　リョカが青龍刀をだらりと下げた。

「やめた」

「ほう……帰ってくれるのなら、人ひと族ぞくとしては引き留める理由はないな」

「オマエ、本気で戦ってないでしょう？」

「なぜ、そう思ったのかね？」

「ワタシに合わせて、ぎりぎりの速さにしてる。隙を見せても、斬ってこないし」

「……私は慎重派でね。あからさまな隙は罠わなだと思っている」

「あ、そ……じゃ、本気にさせてあげるわ」

　リョカが視線をガルフォードの背後へと向けた。

　エミールたちを睨にらみつけてくる。

　──な、なんだ!?

　当然、気は抜いていない。

　充分に警戒していた。そのはずだ。

　リョカの瞳が怪しく輝いた。

　ラムニテスが叫ぶ。

「避よけろーッ!!」

「ガッ!?」

　付与魔術師エンチヤンターのエラストフが血を吐いた。

　左胸に穴が空いている。

　そこからも、真っ赤な血が噴き出していた。仰向けに倒れこむ。

　傍らにエミールは膝をついた。

「エラストフ！」

　力の限り名を呼ぶ。

　ごぼっ、と彼の口から、言葉ではなく血がこぼれた。

「……ッ」

「エ、エラストフ……ッ!!」

　治ヒ癒ー術ラ士ーのチュロンが杖つえを掲げる。

　神への祈き禱とうを捧ささげた。

　ほのかな光が、エラストフを包みこむ。

「…………」

「神よ！　お慈悲を……ッ!!」

「……」

「傷を癒したまえ、神よ！　神よ！」

　懸命な治癒術。

　しかし、エラストフは動かない。呼吸すら、戻らなかった。

　ガックリ、とチュロンが崩れ落ちる。

「ううぅ……くっ……」

「し、死んだ……!?」

　エミールは自分の声が、まるで他人が発した言葉のように聞こえた。

　仲間が死んだ。

　リョカが唇を歪ゆがめた。

「どう？　本気でやらないなら、一人ずつ減らしていくわ。人ひと族ぞくって仲間が死ぬのが嫌なんでしょう？」

　ガルフォードがうめく。

「馬鹿な真似を……」

　エミールは駆け出していた。
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「貴様ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァーッ!!」

　エミールの血が沸騰する。

　大剣を振り上げ、リョカへと駆けた。

　ラムニテスが舌打ちし、魔銃マギガンを発砲する。

「バカめが……ッ」

　ガンッ、とリョカが大きくのけぞった。

「あうっ!?」

　当たった！　回避しなかったのか!?　それとも、反応できなかったのか!?

　油断!?

　いずれにしても、好機！

　エミールは突っこむ。

「《ソードスマイトⅢ》ッ!!」

　突撃系の武技で一気に間合いを詰めた。

　ガルフォードが叫ぶ。

「迂う闊かつに近付くな！」

　そう言われても、エミールの思考は怒りに満ちていた。

　構えの崩れているリョカだったが、片腕一本で青せい龍りゆう刀とうを振り回す。

　勢いよく突っこんだところへ、重ねられた。

　巨大な刃が、エミールの眼前に迫る。

「てやぁ！」

　青龍刀を大剣で弾く。

　突進直後の横よこ凪なぎを中断して、別の技へと繫つなげた。

「《クアドスラッシュ》ッ!!」

　これが使えれば戦士としてはレベル80──と云いわれている武技だ。ほぼ同時に四連撃を繰り出す。

　大剣を軽々と扱える《怪力戦士》ならではの攻撃だった。

　一発目は防がれるが、残りがリョカの胴をえぐる。

　吹っ飛ばした。

「くはっ!?　雑魚のくせに、生意気な……!!」

「まだまだ！」

　長く苦しい修行の成果だ。

　このリョカは、以前にファルトラ市で暴れた魔族グレゴールよりも、遥はるかに強いだろう。その強敵を斬り合いで押しこんでいる。

　エラストフの付与魔術エンチヤントのおかげでもあった。

　魔術付与されたエミールの大剣は、魔族の青せい龍りゆう刀とうと真正面からぶつかっても砕けず、リョカの頑強な肉体を斬っても刃こぼれ一つ無い。

　──仇かたきは、取る!!

　大剣を魔族の脇腹へと叩たたきつける。

　相手の身体が、変な角度で曲がった。人ひと族ぞくなら真っ二つだったかもしれない。

　──勝てる！

　エミールは大剣を真上へと掲げるように構えた。

《アルプスフォールⅢ》

　威力は大きいが、溜めが長い。普通に繰り出したら、先に斬られるのがオチだろう。

　かつて、ディアヴロと戦ったときも、武技の発動前に殴りつけられ、壁まで吹っ飛ばされた。

　それでも、この使えないと評価されている武技が、自分には最も合っている──とエミールは確信している。

　だから、《瞬発》の特技まで会得した。武技の溜めを短縮できる。これなら、ダメージを与えて怯ひるませた相手に、《アルプスフォール》が間に合う。

「くぅらえぇぇぇ──────ッ!!」

　リョカの顔が、視界に入った。

　角がある。ドラゴンのような翼も尻尾もある。人ひと族ぞくも殺した。魔族だ。

　しかし、その顔は、女性だった。




　──俺の名はエミール・ビュシェルベルジェール。全ての女性の守護者である！




「くっ!!」

　自分でも意識しないような、瞬間的な躊ちゆう躇ちよ。

　リョカが牙を見せた。

「興きよう醒ざめだわ、雑魚が！」

　その頭に振り下ろした大剣が──

　彼女の青せい龍りゆう刀とうによって、砕かれた。

「なに!?」

　相手の刃から、真っ黒な炎としか形容できないオーラが放たれている。

　いくつも攻撃を浴びながら、リョカは奥の手を隠していたのか。手加減をしていたのか。

　大剣を失ったエミールに、漆しつ黒こくの炎を纏まとった青龍刀が襲いかかる。

「二匹目ぇ！」

「エミィィィルッ!!」

　間に割りこんできた者がいた。

　巨大な盾で、魔族の青龍刀を受け止める。

　いや、受け止めようとした。

「ゴボッ!?」

　遮断戦士ブロツカーのグルタスが、その盾ごと、胴体を真っ二つにされる。エミールの視界が、真っ赤になった。

「グル……ッ……!?」

　しかも、肉厚の盾と巨漢一人を斬ってなお、リョカの一撃の威力は減じない。

　エミールの鎧よろいが裂かれていた。

　胸に焼けた鉄を押しつけられたかのよう。〝痛い〟ではなく〝熱い〟と感じた。

「があああぁぁぁぁぁぁ!?」

　地面に倒れ伏す。

　痛みで、身体に力が入らない。

　リョカが虫を見るような目で見下ろしていた。

「二匹目は、別の雑魚になっちゃったわね。まぁ、いいわ……ねぇ、オマエ？　そろそろ本気で戦う気になったかしら？」

　もうエミールのことは見ていない。

　彼女の関心はガルフォードへと戻っていた。

　問われ、ため息をつく。

「……命令に従わず、勢い任せに挑んで、戦線離脱か……やはり、冒険者など戦力に数えるのは無駄だった。時間稼ぎにも意味はなかったな」

　時間稼ぎ。

　ガルフォードは待っていたのか……

　この絶望的な戦況を覆せる者を。

　しかし、そんなあやふやな期待は、もう捨てる──そう彼は口にした。

　ぼろぼろの長剣が、その手から落ちる。

「魔王と戦うまで、使わないつもりだったのだがね」
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　リョカが首をかしげた。

「なんなの？　武器を捨てて……まさか、降参する気？　言っておくけど、オマエたちは皆殺しにするわよ？」

「そうだろうとも。私からも言っておこう……君たち魔族に、慈悲はかけない」

　ガルフォードは剣を持っていない。それにもかかわらず、腰に剣を提げているかのように構えた。

　ますます、リョカが怪け訝げんな顔をする。

「ハッタリ……じゃなさそうね」

　身じろぎもしないガルフォードの額から、だらりと汗がこぼれた。

　心拍数が上がる。

　フッ、フッ、と短い呼吸を繰り返した。

　身構えたまま、筋肉が膨れあがる。

　武技の根源となるのは、体内を巡るＳ気Ｐ力だと云いわれていた。内的に使えば、身体能力の限界を引き上げる武技になる。

　極めれば、それとは別の使い方も存在した。

「はああああああッ!!」

　Ｓ気Ｐ力を外的に集中させ、具現化する。

　ゆっくりと引き抜く動作。

　ガルフォードの手に、輝く剣が出現した。

《光の剣》

　リョカが唇の両端を耳まで吊つり上あげて、満面の笑みを浮かべる。

「やっと、本気か。グズめ、うっかり殺してしまうところだったじゃないの」

　彼女が地面を蹴る。

　今までより、明らかに速い。

　エミールは手加減されていたのだ、と知る。それですら、仲間を斬られ、自分も斬られ、地面に倒れ伏していた。

　怪物だ。

　リョカは他の魔族と、格が違う。

　いくらガルフォードが大戦の英雄で、奥の手を出そうとも、あんな怪物に人ひと族ぞくが抗うことなどできるはずがない──そうエミールは思った。

　先に、リョカが斬りかかる。

「本気とやらを見せてみなさいよ！　笑ってあげるわ、ヒューマン！」

「せいっ！」

　斬撃に対し、ガルフォードは身を捻りつつ、輝く剣で受けた。

　なんと、光の剣が砕け散る。

　輝く破片と化した。

　リョカが変な笑い声をあげる。

「ひゃはっ！」

「斬ザンッ!!」

　ガルフォードが空からの左手を振った。同時に、その左手側に、二本目の《光の剣》が発生している。

　鮮血が飛び散った。

　リョカの両手が切断される。

「なっ!?　なんで……ッ!?」

　彼女の青せい龍りゆう刀とうが、二つの手首ごと地面へ落ちた。

　血走った目でガルフォードが睨にらみつける。

「逃がさんッ!!」

　叫んだときには、もう左手に持った剣を振り抜いていた。




　リョカの首が落ちる。




　高く飛んで、ぼとりと地面に転がった。

　生首になったリョカが、両目を眼球がこぼれそうなほど大きく開ける。

「ばかなっ!?　ワタシが……!?」

　首だけで声をあげる姿は、まさに人ならざる者だった。

　今度は、ガルフォードが見下ろす。

「どうしたのかね？　笑いたまえ……戦いは、楽しいのだろう？」

「ギッ……オマエ……!!」

「君は傷を負っても瞬時に癒えるから、恐怖心も警戒心もなく防御に意識が向いていなかった。そのせいで、武器を失ったのだ」

「剣が二本！　騙だまし討うちじゃない、卑ひ怯きよう者もの！」

「卑怯か……最高の褒め言葉だな」

「そんな勝ち方して、楽しいわけ!?」

「先程も言ったとおり──私は、戦いを楽しいと思ったことなど、ない」

　リョカの頭に、ガルフォードは《光の剣》を叩たたきつけた。





†






　魔族の司祭ラズプーラスは、巨大魔獣の背に乗って、戦況を眺めている。

　最初に乗っていたものは、大魔王砲により光の粒子と化していた。今は別のグランドタートルの上だ。

　隣には《魔獣使い》のマヌエラ。

　そして、魔王軍の大将軍たるオウロウがいた。

「さすがは、輝く剣の英雄チェスター・レイ・ガルフォードなのである。限界まで強化したリョカが敗れるとは……」

　驚いた様子ではあるが、これは計算の内だったのだろう──とラズプーラスは思う。

　大将軍はリョカを目障りに感じている様子だった。若くて奔放な彼女は、たびたび命令を無視していたからだ。

　元エデルガルト派の魔族たちが、あからさまにリョカを担ぎ上げようとする動きもあった。

　オウロウは魔王軍における己の地位を盤石にするため、才能の芽を摘んでおきたかったはず。

　おそらく、リョカの敗戦を予想しながら、単身で戦わせたのだ。

　この老ろう獪かいな魔族は、抜け目のない策士か？　あるいは、保身に走る小物か？　評価は分かれるところだが……

　いずれにしても、今の魔王軍はオウロウの指揮なくして成立しなかった。彼の統率力と決断力は、絶対に必要だ。

　ラズプーラスは地面に落ちている匣はこに視線を向けた。

　──なぜなら、大魔王モディナラーム様は、もはや王とは呼べぬ有あり様さまだからな。

「オウロウ大将軍、匣を閉じませんと」

「もう遅い」

「なんですと!?」

「どうやら、大魔王様は戦いに関心を持たれたようだ」

「そ、それは……大丈夫なのでしょうか？　また街を消滅させてしまうのでは……」

　ラズプーラスは懸念を口にした。

　かつてない規模となった今の魔王軍を維持するには、それなりの食料が必要だ。兵糧などない。

　人ひと族ぞくの街から奪う必要があった。

　オウロウが首をぐるん、と横に回す。

「この城塞都市ファルトラを抜けば、背後の拠点は多くが無防備なのである。大魔王様に御力を見せていただくところである」

「なるほど……」

「大魔王様の戦意を煽あおったのは、敵の失策。愚かである。人ひと族ぞくの抗い過ぎが招いた末路なのである」

「……」

　それも計算の内だろう、と思われた。

　リョカを倒させ、その戦いを見せることで大魔王様を駆り立てる。

　ファルトラ市を焦土と化して、リフェリア王国の西側をことごとく制圧する算段か。

　抜け目ない。

　ラズプーラスはファルトラ市を眺めた。

「大魔王様と相対することになるとは……私は魔族ですが、人ひと族ぞくに憐れん憫びんの情を抱きますな」

「司祭は甘すぎるのである！」

　そうかもしれない。

　しかし、憐あわれんでしまうほど、大魔王様の力は圧倒的なのだった。





第二章　大魔王と戦ってみる




　絶叫が大気と地面を揺らした。

　閃せん光こうを放った匣はこの前だ。

　そいつは、黒色で山や羊ぎのような頭をしていた。

　背に蝙蝠こうもりの翼がある。

　大きさは人ひと族ぞくの倍くらいか。大柄な魔族よりも、二回りほど小さかった。筋肉もそう付いていない。

　引き締まっているというより、瘦せてヒョロリと細い印象だった。

　それなのに、威圧感は他の何者とも比較にならない。その声を聞いただけで、エミールですら身が竦すくんだ。

「な、なんだ……あれは……!?」

「あれが……大魔王だ」

　告げたガルフォードの声が震えていた。

　うめき声をもらし、弓使いユアンが膝をつく。

「ううぅ、噓うそだろ……あんなのと、戦えるわけがない……」

「だとしても、諦めるわけにはいかないよ」

　治ヒ癒ー術ラ士ーのチュロンが、杖つえを振るう。

　何度目かの治癒術により、ようやくエミールの傷が塞がった。

　エミールは長剣を手にする。

　自分の大剣は、リョカに砕かれてしまったから、これは別の者の装備品──

　亡くなった遮断戦士ブロツカーグルタスの剣だった。

「借りるぜ、グルタス……」

　血に染まった長剣を手に、立ち上がる。

　とんでもない相手だ。

　想像を絶する。

　喩たとえるなら、底の見えない断崖絶壁に飛びこめと言われているような……そのほうが、まだマシと思えるほどの絶望感だった。

　それでも、剣を握りしめる。

「俺は絶対に倒れない！」

「ふむ……逃げない蛮勇だけは、褒めておこう」

　ガルフォードの身体を魔術の光が包んだ。

　背後に並ぶ地方騎士たちの中に、治ヒ癒ー術ラ士ーがいるのか。

　彼の傷が消えた。

　しかし、消耗したＳ気Ｐ力までは回復しないはず。

　エミールは断言する。

「逃げるものか！　今度こそ、俺は俺の剣で、女性を守る！」

「……君の過去に、何があったのかは詮索しないがね。微力とはわかっていても、その奮闘に期待しよう」

　オオオオオオオオッ!!

　表情がわからないほど遠くで叫び声をあげていた大魔王モディナラームが、こちらを向いた。

　ガルフォードが身構える。

「来るぞ！」

　敵が地面を蹴った。爆発が起きたかのように、土くれが巻き上がる。

　もはや間合いなどという概念は意味がない──そう思えるほど一瞬で、モディナラームが目前に迫った。

　エミールは剣を振る。

　様子見はしない。最初から全力の武技を叩たたきこむ。

「《クアドスラッシュ》ッ!!」

　大剣よりも軽い長剣ゆえ、先程よりも速い。

　ほぼ同時の四連撃。

　突っこんできた大魔王に、必中のタイミングだった。

　それでも、エミールは覚悟している。攻撃は回避されるか、弾かれるか、当たってもダメージがないか。

　簡単な相手ではない、と充分に覚悟していた。

　しかし、これは予想できない。

　叩たたきつけた剣の刃が──モディナラームの歯で、嚙かんで止められるなんて。

「な、なんだと!?　俺の剣が……食われる!?」

　あっさり、白銀の刃が砕かれた。

　王都で手に入れた、かなり高級な名剣のはずなのに！

　黒くろ山や羊ぎの顔が、笑ったような気がした。

　ギギギギッ!!

　瘦せ細った腕が、ごつごつした拳を突き出してくる。身体は人ひと族ぞくの造りに近かった。

　──避けられる！

　そう思って回避した先に、大魔王の拳があった。

　先読みされた!?

　エミールは顔面を殴りつけられる。

　その寸前だ。

　モディナラームの肩から脇腹までを《光の剣》が斬り裂いた。

「せえいッ!!」

「ギァガアアァアアアッ!!」

　生きている者の発する音とは思えない。壊れた楽器の雑音のような叫び声だった。

　斬ったのは、ガルフォードだ。

　会心の斬撃！

　かと思いきや、彼が舌打ちした。

「《鉄壁》……か!?」

　武技だ。ダメージの一切を無効にする。

　モディナラームが叫びながら、再び拳を突き出してきた。

　ガルフォードは距離を取る。

　ところが、さほど速く見えないのに、まるで彼の動きが遅くなったかのようだった。

　むしろ、吸いこまれるように拳を受けてしまう。

　ビキッ！

　枯れ木が折れたような音がした。

「ぐっ!?」

　ガルフォードが顔を歪ゆがめる。攻撃を受け止めた彼の右腕が、あらぬ方向に曲がっていた。

　エミールは我が目を疑う。

　──あれほど高レベルなガルフォードが、あっさり腕を叩たたき折られるなんて!?

「ううぅ……強い……強すぎる」

「まだだ！　右腕の一本くらいで、私が引くわけには……いかんッ!!」

　左手に《光の剣》を出した。

　武技《ヒートソニック》──光の剣が、真っ赤な炎を纏まとう。そのうえで、八連続で斬りつける大技だった。

　ところが、モディナラームは驚異的な速さで連続攻撃を回避する。

　それどころか、ガルフォードの左腕に嚙かみついた。

　湿った嫌な音があがる。

　びちゃびちゃと真っ赤な血が地面に散った。

「ぐあっ!!」

　ガルフォードが苦く悶もんの声をあげ、跳びすさる。なんと、彼の左腕の肘から先が、なくなっていた。

　ぼたぼた、と血がこぼれる左腕を、モディナラームが咥くわえている。

　──腕を食いちぎられた!?

　エミールは身体が震えるのが止められない。

　恐怖。

　リョカと対たい峙じしたとき、強いと感じた。戦ってみたら、予想以上にとんでもなく強かった。

　しかし、モディナラームは違う。

　勝負にならない。

　エミールは悟った。

　自分たちには、モディナラームにダメージを与える攻撃ができない。そして、自分たちには、モディナラームの攻撃を防ぐ手段がない。

　こんなもの〝戦い〟とは言えない……
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「虐殺なのである！」

　戦いを眺めながら、オウロウが昏くらい笑みを浮かべた。

　ラズプーラスはうなずく。

「まさに、羽虫を叩たたき潰つぶすがごとく……ですな」

「ククク……大魔王様は多くの魔王様を取りこんでいる。その結果、常に武技《鉄壁》を使っている状態であるし、拳は《必中》、その牙は《必殺》なのである！」

　オウロウが恍こう惚こつとした口調で言った。

　感嘆する他はない。

「圧倒的です。人ひと族ぞくが鍛錬に鍛錬を重ねて、瞬間的に発する異能を、大魔王様は永続的に得ているわけですから」

「勝利は揺るがぬのである！」

「左様ですな」

　ラズプーラスは密かに安あん堵どしていた。

　大魔王様が広範囲を魔術で吹き飛ばしたりしなかったからだ。そんなことをされたら、大半の食料が燃えてしまう。

　接近戦であれば、ファルトラ市は瓦が礫れきくらい残るかもしれない。遅かれ早かれ人ひと族ぞくは根絶やしにするが、食料は奪わなければならなかった。

　早期の決着が望ましい。

「……無駄なあがきを止やめて、人ひと族ぞくは滅びを受け入れるべきですな。そのほうが、苦しみが少なくて済むでしょうに」

「ククククク……そう、大魔王様に抗うなど無駄なことである」

「左様ですな。この地に、大魔王様を傷つけることのできる者などいるはずが……」




　大魔王モディナラームが、派手に吹っ飛ばされた。




　オウロウとラズプーラスは揃そろって声をあげる。

「「なぁぁぁぁぁぁぁ!?」」
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　幼女が腕組みをして睥へい睨げいした。

「くっくっくっ……このマオーの蹴りに耐えるとは、なかなか頑丈ではないか、《乱心》よ」

　わざわざ高いところ──崩れ残った城壁の上に登ってから、飛び蹴りを見舞ったのは小さな女の子だ。

　にゅっと左右に伸びた角と、先端が二股に分かれた尻尾を持つ。

　淡い金色の髪が、風に吹かれて躍った。

　その髪をかきあげ、今度は腰に手を当てる。後ろに倒れそうなほど、薄い胸を反らせた。

「マオー参上なのだ！」

　その姿に、エミールは目を見開く。

「クルムちゃん!?」

「うむ！」

　ガルフォードがうめいた。その額からは、脂汗がこぼれ落ちる。左腕は肘から先がなく、右腕はありえない角度に曲がって、だらりと垂れていた。

「ぐっくっ……あの混魔族デイーマン……の連れていた……子供、か？　まさか、モディナラームを蹴り飛ばした……だと？」

　倒れかかった彼を支えたのは、緋ひ色いろの髪の女性──ラムニテスだ。その手には、もう魔銃マギガンを握っていなかった。

　大魔王には通用しない、と判断したのか。

「今は下がるんだよ、ガルフォード卿きよう！　大魔王があそこまでの化物とは想定外だ。何者かは知らぬが、あの子供に託すしかなかろう!?」

「くっ……アレも、魔王だ、と言っていた」

「な、なに？」

「戯ざれ言ごとだと……思ったのだがな」

　実は、エミールは知っていた。

　かつて、一度だけファルトラ市の中で魔王クレブスクルムが覚醒したとき、それを目撃していたからだ。

　あのクルムという幼女は、魔王クレブスクルムだった。

　エミールたちの前に、場違いにもウエイトレス姿の少女が現れる。手には槍やりを持っていた。

「魔王様～、の邪魔？　邪魔！　下がれ、ヒューマン」

　その瞳や肌に、違和感を持つ。

　人ひと族ぞくではないような……

　エミールはハッ！　と気付いた。

「ま、まさか……魔族!?」

「だ……ったら？」

　ジロリ、とウエイトレスが睨にらみつけてくる。リョカや大魔王とは別種の威圧感だ。

　そんなことは、どうでもよかった。

「……美しい」

　いつもの名乗りを上げようとしたが、槍の穂先で足元を突かれる。

「下がれ、とぉエデルガルトは～、言った？」

「お、おおっと」

　無念だが、彼女の言う通りだった。

　エミールどころか、ガルフォードやラムニテスですら、あの大魔王モディナラームに対しては戦力外だ。

　ぐっ、と歯は嚙がみするのだった。




　蹴りで吹っ飛んでいたモディナラームが、身体を起こす。

　グルルル……と山や羊ぎの頭のくせに狼おおかみのようなうなり声をあげた。

　ふんっ、とクルムは腰に手を当てたままだ。

「他の魔王を搔かき集あつめ、あれこれ覚えたようだが……使いこなせねば意味がないのだ、《乱心》よ」

　今は大魔王を名乗っているモディナラームだが、本来は《乱心の魔王》の異名を持っていた。

　ガアッ！

　モディナラームが咆ほう吼こうをあげ、一気に間合いを詰めてくる。

　拳を放ってきた。

　ひょろりと細腕なのに、ガルフォードの腕を砕いたほどの威力がある。
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　しかも、不思議なことに回避できない。

「遅いわッ！」

　クルムが叫び、蹴りを放った。

　脚を前へ伸ばしただけの雑な攻撃だったが、エミールには目で追うのも難しい。まるで彼女以外の時間が止まったかのような速さだった。

　ギャウッ!?

　山や羊ぎ頭がひしゃげ、モディナラームが再び吹っ飛んだ。

　クルムが鼻を鳴らす。

「ふんっ……魔王の何倍もの強さという噂うわさだったが？　弱すぎるではないか。キサマ、このマオーに手加減しておるのか？」

　グルルルルル……

　モディナラームが歯を見せて、うなった。

　クルムが息を吐く。

「ハッ！　どうせ、全力を出せぬのだろう？　大きすぎる力を持て余し、振り回されるなど、情けないかぎりなのだ」

　再び接近した。

　今度のモディナラームは、大振りな攻撃ではなく、先ほどよりも鋭い突きを繰り出してくる。

　牽けん制せいのような小さな動きだった。

　それでも、威力は想像を絶するのだろう。

　クルムは攻撃を防ぐが、反撃ができなくなった。

　エミールはうめく。

「ううぅ……マズイぞ。速さはクルムちゃんのほうが上だが、モディナラームのほうが腕が長い。リーチの差で押されている」

　庇かばうように前に立っているエデルガルトが、振り返った。意外そうな顔をしている。

「驚い、た……人ひと族ぞくのくせに、見えてる？」

「当然だ。俺だって戦士だからな」

「そ……ホント、驚いた──ぜんぜん～、間違ってる」

「なに!?」

「魔王様は～、魔王様！　押されてなんか、いない」

　誇らしげな表情だった。

　次々と繰り出される攻撃を、クルムは一撃も受けることなく、弾いている。不敵な笑みを浮かべていた。

「なんじゃ……たくさんの魔王と合体したというから、さぞ面白いことをするかと思ったら、芸は殴るだけか？　もう飽きたのだ」

　彼女が突き出した脚が、またもモディナラームの顔面を捉える。

　ビキッ！　と首のあたりから歪いびつな音がした。

　山や羊ぎの頭が、傾く。

　クルムが右手を握りしめた。

　拳に光が宿る。

「マオーは、主あるじに命令されたのだ。街を守れとな。ゆえに、キサマは……倒すのだ！」

「ガ……グガ……」

「人ひと族ぞくの街がなくなると、ビスケットが食べられなくなってしまうしな！」

　──そんな理由で？　とエミールは思った。

　次の瞬間、クルムが右拳を突き出す。

「《インフィニティ・デトネーション》ッ!!」

「ガッ……グガガ……ッ!?」

　閃せん光こうがモディナラームを包んだ。

　クルムが牙を見せて、笑う。

「クックックッ！　ダメージ無効で身を守っているようだが、無駄なのだ！　マオーの攻撃は、あらゆる防御を無視するからな！」

　あまりに超越的すぎて、エミールには理屈がわからない。

　モディナラームが《鉄壁》と呼ばれるダメージ無効の武技を使っていたのは、なんとなく理解できた。

　ガルフォードの斬撃も、クルムの蹴りも、効果がなかったように見えたからだ。

　人ひと族ぞくにも《鉄壁》の武技を使える者はいるが、その効果は束の間だ。永続でダメージ無効だなんて、まるで反則だった。

　しかし、クルムの放った攻撃は、さらに反則のようなもので──なんと《鉄壁》を貫通するという。

　激しい爆発音が連続して、やがて何かが割れるような音がした。

　モディナラームが絶叫する。

「グガァアアアアアッ!!」

　本当に《鉄壁》を貫通したのか！

　強烈な一撃により、モディナラームの左半身が大きく削れた。左腕の肩どころか、胸までえぐれる。

　ゴボッ、と黒い血を吐いた。

「グッ……ぐぐぐ……驚きよう愕がく……想定外の、威力!?」

　クルムが目を細める。

「ほう？　言葉を使うくらいはできたのだな。獣に堕ちたのかと思ったぞ」

　咆ほう吼こうを発するばかりだったモディナラームが、山や羊ぎの口から人ひと族ぞくの言葉を発しはじめた。

「汝なんじ《魂の魔王クレブスクルム》に問う……人ひと族ぞくに加担する理由は如い何かなるや？」

「ビスケットがおいしいのだ！」

「……ビス……？」

「次はキサマが答えよ。なぜ、人ひと族ぞくを殺すのだ？」

「愚問。魔王は人ひと族ぞくを滅ぼす存在。それ以外には無い、目的」

「ハンッ！　いくつもの魔王が寄り集まっても、まったくの考えなしか！　ならば、意味もわからず戦う愚ぐ物ぶつに相応ふさわしく、意味もわからず朽ちるがよいわ！」

　再びクルムの右拳に輝きが宿る。

　山羊頭のモディナラームが、小さく息を吐いた。

「《魂の魔王クレブスクルム》……最強と謂いわれし魔王とは……はや、解とかねば敵かなわぬかな、封印を」





†






　モディナラームの身体が変化した。

　ずどん！　と手足が太くなる。欠損していた左半身が、あっさりと復元された。

　太くなった手足に合わせ、胴体も巨大化する。

　頭一つぶん身長が高くなったが、なにより筋肉の塊のような力強そうな肉体に変身した。

　黒山羊の頭だけは変化がないままだ。

「グッ、クッ……解くことになろうとは、予想外。人ひと族ぞくの都に着くより早く」

「やれやれなのだ。ちょっと大きくなったくらいで、このマオーには…………うッ!?」

　慌ててクルムが飛び退のいた。

　彼女の表情からは、今までの余裕の笑みが消えている。

　エミールには敵の変化がわからなかった。身体が大きくなったのは間違いないが、それだけではないのか？

　よろり、とエデルガルトが後ずさる。

「ううぅ……そんな……!?」

「どうしたんだ？」

「……ま、魔王様……が～、いっぱい……いる？　いる！」

　エミールの問いに、彼女が震える声で答えた。

「大魔王だから、なのか!?」

「き、けん……」

　エデルガルトは怯おびえるばかりだ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな姿に変わったモディナラームが、クルムに問う。

「絶望の味は如い何かなるや？」

「くっ……それが、キサマの……全力、というわけか」

「クレブスクルム……汝なんじの察したとおり、束ねた魔王の力は巨大に過ぎる。振るわば、この身は崩壊。自壊。灰かい燼じんの末路」

　モディナラームが手を広げた。その指先が、ゆっくりと砂に変わっていく。

　やがて時間が経てば崩れ落ちるということか。

　クルムが身構える。

　右手の拳は光が宿ったままだった。

「ふ、ふん……ペラペラと舌が回るようになったのも、魔王の力を発揮したからか？　おしゃべりの魔王など、マオーは知らぬがな」

「肯定。叡えい智ちもまた力なりや」

「その話し方……まるで《咽いん喉こうの魔王バイオトロス》なのだ。アヤツは、まさに口先だけの小物だが」

「欠片は、所しよ詮せんは欠片。欠落のある存在。全ての欠片を集めたとき、我は至るであろう、完全にして無欠なる《始し祖その魔王》へと！」

「くだらぬのだ。その完全無欠とやらになっても、意味もなく、ただ人ひと族ぞくを殺すのであろうが」

「否。意味は明確」

「ほー？」

「力を行使することそのものにある、無限の価値が」

「わけがわからないのだ。暴れたいから暴れる、と言っているに等しいではないか。獣も同然なのだ」

「結果……この世界が存続」

「世界が在ろうとも、ビスケットがなくなったら意味がないのだ！」

「我と合一すればできる、完全なる理解を」

　モディナラームが両手を上げる。

　クルムは、べーと舌を出した。

「おことわりなのだ！　キサマと一つになったら、マオーがマオーでなくなってしまうではないか」

「不完全な個体に価値など、無い！」

「マオーは、これで完全で完璧で完成なのだ！」

「クレブスクルム……覚醒すらしていない汝は、余よに勝てぬ必然」

　モディナラームの魔術が発動する。天に掲げた手の先で、輝く球体が生まれた。それが、みるみるうちに大きくなっていく。

　周囲が明るく照らされた。

　まるで太陽だ。

　モディナラームが掲げた手を振り下ろす。

　かつて《心臓の魔王カルディーア》が使った元素魔術《オチルソラ》だった。

　空から、まるで太陽が降ってくるかのように。

　ギッ、とクルムは奥歯を嚙かんだ。

「消えるがよいのだ！」

　クルムは拳を突き出した。

　向かってくる光球に対して、二発目の《インフィニティ・デトネーション》を放つ。

　強大な魔術がぶつかり合った。大気を焼き、地面を沸騰させる。

　モディナラームが山や羊ぎ頭の目を細めた。

「貧弱なるや、クレブスクルム」

「な、にッ!?」

「我が魔術の偉大なるを、知れ！」

「ッ!?」

　拮きつ抗こうしている魔術の衝突に、さらにモディナラームが魔術を重ねてくる。

　魔王にとって、魔力とは内側から溢あふれてくるもので、枯渇するということはなかった。

　ただし、一度にどれだけ汲くみ出だせるのかは、限りがある。

　桁違いだ。

　モディナラームが瞬間的に使える魔術は、クレブスクルムの数倍は大きかった。

　あっさりと押し負ける。

　クルムは敵の魔術の光に吞のまれた。

「あぐあぁぁぁあぁあぁぁぁッ!!」

　四肢をもがれるような痛みに、絶叫をあげる。

　爆発が起きた。

　エミールたちは寸前で瓦が礫れきに身を隠したが、逃げ遅れた数名の地方騎士たちが、巻きこまれて吹き飛んだ。余波だけでも、それほどの爆発だった。

　煙が風に流される。

　焼けた地面に、クルムは倒れていた。

「あ……ぐ……ううぅ……」

　表皮がひび割れている。本来は、やわらかくて弾力のある瑞みず々みずしい肌なのに、まるで落とした卵の殻のようだった。

　モディナラームが傍らに立つ。

「最強と謳うたわれし《魂の魔王クレブスクルム》も、未覚醒では、この程度なるや」

「マオー……は命令された……託された、のだ」

「……？」

「負けるわけには、いかぬ！」

　地面を殴って跳ね起き、地面すれすれの蹴りを放った。

　敵の足を狙う。

　命中したが、固い。

　モディナラームが姿勢を崩すことさえなかった。

「魔術で敵わぬと理解せしめ、格闘なるや？　ならば、《手の魔王ハットジャブール》が力、知れ」

《手の魔王》の力と言いながら、蹴りが出る。

　低い姿勢を取っていたクルムは、脇腹に強烈な攻撃をくらった。

「ぎゃうっ!?」

　蹴りの速さからすると、派手に吹っ飛ぶかと思われたのに、クルムは不思議とその場に留まっていた。まるで地面に縫いつけられたかのようだ。

　もう一発、今度こそ手だった。

　真っ直ぐに伸ばした指が、クルムの腹を突いてくる。槍やりのようなモディナラームの指に、へその横を穿うがたれた。

「あがぁぁあぁッ!?」

「脆ぜい弱じやくなるや」

「が……う……ううぅ……」

　クルムは両手で、モディナラームの腕を摑つかんだ。腹に突き入れられた指を抜こうとするが、動かせない。

「覚醒せしクレブスクルムは、光翼の鎧よろいを纏まとう。その身の能力……余よは欲する」

「う、ぐ……たわけが……マオーは、屈さぬ！」

「汝なんじの意志に、価値無し」

　突き入れた指先から、モディナラームが魔術を放った。

　ぼん！　と音があがって、クルムの背から臓物が飛び出す。

「ぎゃ……ッ」

　力なく、クルムが地面に倒れた。

　地面が真っ赤になる。

　腹に拳大の穴が開いていた。
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「魔王様ーッ!!」

　馬ば上じよう槍そうを構え、エデルガルトが突っこむ。

　魔族リョカを凌しのぐほどの速さだった。

「ほう」

　モディナラームがその眼前に迫った槍やりの穂先を指二本で受け止めた。それだけで、まるで石壁に刺したかのように動かなくなる。

　エデルガルトは全力で引いたり押したりするが、びくともしなかった。

「うっ、動かな～……い!?」

「魔族が大魔王である余よに、不遜を？」

「エデルガルトは～、忠誠を？　忠誠した！　クレブスクルム様に！」

「ならば──」

　モディナラームが槍をつまんでいないほうの手を振り上げる。

　その手に、真っ黒な剣が現れた。

　先程、ガルフォードが使った《光の剣》に似ているが、黒色なだけでなく大きさも違う。漆しつ黒こくの大剣だった。

　エデルガルトが見上げて、唇をわななかせる。

「神殺しの……《ゴッドブレイカー》ッ!?」

「汝なんじ、殉じゆんじるが本望なるや」

　彼女へと大剣を振り下ろす。

　その直前──モディナラームの脇腹へ、剣を叩たたきつける者がいた。

「全ての女性は！　俺が、守る！」

　エミールだ。

　手にしているのは、ガルフォードから借り受けた《光の剣》だった。

　さらに、斬る。

　通用するとは思えないが、それでも黙って見ていられなかった。せめて、逃げるだけの時間を稼ぐ。

　ラムニテスの援護射撃もあった。

「《ライトニングショットマグナム》ッ!!」

　すべて命中する。

　しかし、モディナラームには、そよ風が吹いている程度のものだった。

　手にした漆黒の大剣を──

　真横に払う。

「死を、人ひと族ぞくに！」

　大剣《ゴッドブレイカー》が何発もの弾丸へと変化した。飛んでいく一発一発が、高威力かつ必中だ。

　エミールは右肩に受けた。金色の鎧よろいをあっさりと貫通され、焼けたような痛みが走る。

「ぐはぁ……ッ!?」

　膝をつく。

　鎧の繫つなぎ目めから、派手に血がこぼれ落ちた。

　右腕の感覚がない。

　繫がっているのかすら、わからなかった。

　エミールは右手から滑り落ちた剣を、左手で摑つかみあげる。

「まだまだ！」

　立ち上がろうと踏ん張ったとき、右脚が千切れた。膝から下が、なくなっている。

「がっ!?」

　地面に這はいつくばった。

　闘志で痛みを麻ま痺ひさせても、脚がなくては立つことすらできない。

　寒い。

　体温が急激に低下していることに気付いた。

　出血が多すぎる。

「ぐぐっ……治癒を……チュロン！」

　エミールは左腕で身体を起こし、背後へと叫ぶ。

　振り返ると──そこには、大魔王の弾丸を腹に受け、瓦が礫れきにもたれかかっている治ヒ癒ー術ラ士ーの姿があった。

　ガルフォードやラムニテスや、他の地方騎士たちも負傷している。

　──エデルガルトは!?

　彼女は両手を広げて立っていた。

　ばら撒まかれた弾丸から、クルムを庇かばうために。

　その身体に、何発もの攻撃を受けながら、まだ立っている。さすがは上位の魔族だった。

「はぁー……はぁー……」

　しかし、もう戦う力は残っていない。

　庇われたクルムは、消滅こそしていないが、意識があるのかどうかもわからない状態だった。

　魔王が倒されたときは、魔族のように光の粒子になって消えるのか？　それとも、人ひと族ぞくのように死体に？

　エミールには、その知識はない。

　もうクルムが死んでいる可能性もあった。

　──全滅。

　じわ、と心が蝕むしばまれる。

　何度も打ち砕かれ、そのたびに奮い立たせてきた闘志が、潰ついえる。

　エミールの身体が震えた。

「……俺は……また……守れないのか？」

　このまま、地面に倒れ伏して……

　──そんなことは！　断じて！　俺が俺を許さないッ!!

「うおおおおおおおおおお！」

　左手に摑つかんだ剣を地面に突き刺し、片手の力だけで立ち上がる。

　傷口から、血が噴き出した。

　しかし、もう痛みはない。

　視界すら霞かすむ。

「大魔王ぉぉぉぉッ!!」

　目の前に、何者かが立った。

　エミールは叫ぶ。

「俺は！　ぜっっったいに！　倒れないッ!!」

　左手の剣を地面から引き抜く。倒れながらも、敵に一撃を！

　しかし、突き出した剣の勢いは、あまりに弱々しく……

　相手に届くこともなかった。

　何者かの手が、エミールへと伸びてくる。

　──どうして！　俺は、弱いんだ!!

　ごつい手に、肩を抱き留められた。大きくて力強くて、それでいて堂々としている。

　味方!?

　しかも、この気配をエミールは知っていた。

　そいつが、戦場に不釣り合いなほど落ち着いた口調で問うてくる。




「あの山や羊ぎゴリラが、モディナラームなのか……？」




　その声を聞いたとき、真っ白になっていた視界に、相手の姿が浮かび上がった。

　エミールはかすれた声で言う。

「待っていたぞ、親と友もよ」





[image: ]









†






　──ゲームと、ぜんぜん外見が違うな。

　ディアヴロは敵を眺め、そんなことを思った。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに登場した《乱心の魔王モディナラーム》は、瘦せ細った身体に大きな山や羊ぎの頭が乗っていた。

　第一段階を倒すと、真っ黒なタコのような胴体に変わる。

　しかし、今のモディナラームは筋骨隆々のゴリラのような肉体だった。接近戦も得意そうだ。

　ディアヴロは敵を警戒しつつ、息も絶え絶えなエミールをシェラへと任せる。

「さっき渡したポーションを使ってやれ」

「う、うん！」

「他の連中にもな」

「そうだね、わかった！」

　シェラが深くうなずいた。

　彼女はポーチから、ＨＰ生命力回復ポーションの管を取り出す。ＳＲ級のアイテムだが、瀕ひん死しから回復するだけなら充分だろう。

　レムのほうは、クルムとエデルガルトのところへ行っていた。

　──間に合ったのか？

　エデルガルトは消滅していないから、大丈夫のはず。

　クルムは？

　魔王は死ぬとどうなるのか。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、ゆっくりと姿が崩れ落ちる演出があった。

　同じだとすれば、まだ身体が形を保っているから、生きているはず。そう信じる他はなかった。

　ディアヴロは意識を敵に向ける。

　おそらく、こいつがモディナラームなのだろう。

「フンッ……俺のおらぬ間に、ずいぶん暴れてくれたようだな？」

「何者なるや？」

　黒くろ山や羊ぎの頭が傾いだ。

　ゲームでのモディナラームは、ひょろりと手足も胴も細かったが……他の魔王たちを吸収した結果、容姿が変化したのか。

　今は身長４メートルはあり、ゴリラのように屈強な肉体で、黒山羊の頭がついていた。

　ダメージは見られない。

　──ガルフォードやエミールたちだけでなく、クルムと戦ってすら、ほぼノーダメージとは。

　間違いなく強敵だ。

　しかし、ディアヴロは魔王を演じている。

　演じなければならない。

　素の自分なら、こんな恐ろしい怪物の前に立つことなんてできなかった。きっと戦いから逃げ出し、家に引きこもってしまうだろう。

　──今の俺は魔王！

　絶大な強さを持つ魔王だ！

　だから！

「モディナラームよ、その不遜に相応ふさわしい処罰をくれてやろう！　真の魔王である俺が、直々にな」

「この大魔王に、不遜を……真の魔王とは？」

「クックックッ……大魔王などと名乗っておきながら、我を知らぬのか？　無知の極みだな！」

　ディアヴロは魔王と言い張っているだけの人ひと族ぞくなので、知らなくて当然なのだが……自信満々に言い放つのも、演技ロールプレイのうちだった。

　モディナラームが問うてくる。

「汝なんじ、何者なるや？」

「フゥーハハハ!!　我こそは異世界より来たりし魔王、ディアヴロだ！」

　モディナラームが首を左右に動かした。

「否……汝は魔王に非あらず」

「貴様の器で計れぬだけのこと！　我が力、身をもって知るがよい！」

　ディアヴロは魔ま杖じようを剣に変形させる。

《トネールアンペラール・リベレ》

　接近戦にも対応し、攻撃を七重化する効果があった。ただし、ＭＰ精神力消費量は跳ね上がる。

　レムもシェラも、負傷者たちを充分に遠ざけた。

　おしゃべりでの時間稼ぎは終わりだ。

　先手を取る。

「《ホワイトノヴァ》ッ!!」

　すでに用意しておいた極大魔術をいきなり叩たたきこんだ。

　地表の荒れ具合から見て、魔術反射はない。魔術無効カツトはあるかもしれないが、それが確認できるだけでも価値がある。

　なにより、こちらから魔術戦を仕掛ければ……

　より強大な魔術を応射してくるはず。魔術反射で一気に形勢を摑つかむ。

　ホワイトノヴァの閃せん光こうが消えた。

　相変わらず、周辺への被害が大きい魔術だ。

　地面までえぐれていた。

　モディナラームの姿が変化している。

　背中から黒色のカラスのような翼が生え、それが前に回りこんで盾として魔術を防いだ様子だった。

　しかし、無傷ではない。

　翼は破れかけ、屈強な肉体にも、ひび割れが起きていた。

　──よし！　魔術でダメージを与えられる！

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめた。

　黒くろ山や羊ぎの目が見開かれる。

「なんという、魔力……」

「フッ……意外とやわらかいではないか、モディナラームよ？」

「ディアヴロ……ディアヴロ……余よは欲する、その魔力！」

　目玉がこぼれるほど開かれ、真っ赤に染まった。

　ガアァァァ!!　と獣じみた雄叫びをあげ、モディナラームが突っこんでくる。

　速い。

　その動きを目で追うことすらできず、槍やりのように鋭い指先で、ディアヴロは胴体を貫かれていた……かもしれない。レベルアップをしていなければ。

「さすがに、速いが！」

　寸前で、回避した。

　今のディアヴロに見切れないほどの速さではない。

　ところが、モディナラームの手が、異様な角度に曲がって追ってきた。

「逃がさぬ！」

「なにッ!?」

　突き出してきた指先を、斬撃が払う。

　割りこんだのは、ササラだった。

　柄頭に三日月の紋章が彫られた日本刀を手にしている。

　──《砕さい牙が》ッ!!

　ぼとぼと、とモディナラームの指が四本とも落ちた。

「傷を、余よに!?」

　さすがは剣聖だ。

　ササラが隣に立つ。

「気をつけて、ディアヴロ……敵の拳には、武技《必中》の気配があります」

　武技を使った様子はなかった。

　すると、常時発動か？

「ふむ……そういえば、《手の魔王ハットジャブール》は《必中》や《必殺》の武技が永続だったな」

「武技が永続ですか!?」

「さらに、《鉄壁》もついていたはずだが……魔術も剣も通じたところをみると、すでに割ったあとか。ダメージ無効カツトに回数制限があるからな」

　モディナラームが目を細める。

「そこまでを知る、汝なんじは……否……やはり、魔王には非あらず。何者なるや？」

「フッ……」

　──たんなる、廃人ゲーマーだ！

「我こそは、真なる魔王！」

　魔導機マギマテイツクメイドのロゼが前に立った。双頭剣を構える。

「配下の差から言っても、マイ・マスターのほうが格上なのは、歴然たる事実かと」

　ロゼはレベル１５０戦士相当の強さ。そして、ディアヴロの隣にいるササラは、レベル２００の戦士だという。

「え、あの……私は配下じゃなく、師匠で……あ、いえ、なんでもないです」

　ササラが少しだけ不満そうだった。

　モディナラームの率いている魔族たちは、この戦いを遠巻きに見ているばかり。

　魔族オウロウもいるようだが、大おお梟ふくろうの姿のままだった。

　リョカはいない。好戦的なうえに強そうだから、警戒していたのだが……もう誰かが倒したのか？

　ディアヴロとモディナラームの戦いに参加してくる魔族はいなかった。

　妙な感じだ。

　かつてのディアヴロは常に独りだった。

　今は、味方がいる。

　配下だか、仲間だか、師匠だか、呼び方は微妙だが……とにかく、頼れる相手がいる。

　──どうにも慣れないが、悪くもないかな。

　じっくりと魔術を練ることができる。

　ディアヴロはＭＰ精神力回復ポーションを飲んでおく。先程の七重《ホワイトノヴァ》で、すでに大半を消耗していたからだ。
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「クルム！　しっかりなさい！」

　レムは叫んだ。

　ディアヴロたちが戦っている場所から離れ、街の城門まで戻っている。

　城門といっても、今は瓦が礫れきしかない。

　西の城門の跡地だ。

　ディアヴロの戦いに加われない弱さを情けないとは思うが、今はそれどころではなかった。

　周りには、瀕ひん死しの者たちや、もう動かない者たちが倒れている。

　無傷なのは、おそらく、レムとシェラだけだろう。

　──一人でも多く助けなければ！

　クルムの身体は無数にひび割れていた。持ち上げただけでも、ぱらぱらと崩れてきてしまう。

　腹部に貫通した穴があった。

　すでに死んでいるのでは？　と絶望しそうになるほど酷い有あり様さまだ。

　小さな瞼まぶたが、ゆっくり開いた。

「……レムか」

「クルム！　生きていたんですね！」

「いや……マオーは……負けたのだ。もう、修復が……できぬ」

「そんなこと！　ディアヴロからもらったＨＰ生命力回復ポーションがあります！」

　レムはポーション管を傾けた。

　クルムの小さな唇に、液体を流しこむ。

　彼女が口元をゆるめた。唇が割れて欠ける。

「無駄なのだ……マオーに、人ひと族ぞくのポーションは効かぬ。まして、神の奇跡など、聞くも見るも……おぞましい」

「それじゃ……」

「マオーは、孤高なもの……傷を、癒やすは……自らの魔力……のみ……」

「ならば、すぐ自分で治してください！　魔王は魔力が奥から湧き出てくる、と前に言っていたではありませんか!?」

「……魔力を……奪われ、すぎた、な。湧き出てこぬし……もう、身体にも……残って、おら、ぬ」

　だんだんと声が細くなってきた。

「クルム!?」

「ああ……もう一枚……ビスケットが……食べ……た…………」

　レムの目頭が熱くなる。

　胸の奥が締め付けられた。

　このままでは、クルムが消滅してしまう。

　かつては、この命に代えても消滅させたいほど憎んでいた魔王クレブスクルムだが、今では、もう家族だった。

「クルム、わたしは、あなたを……失いたくない」

　ポーチから取り出したのは、透明な球体──内側に黒色の炎が揺れている《神しん結けつ晶しよう》だった。

　レムの中にあった魔王の残ざん滓しを、ダークエルフの長ラフレイシャに取り出してもらったものだ。

　──これを戻したら、クレブスクルムになってしまうかもしれない。

　クルムがビスケット大好きな幼女になったのは、記憶を失っていたからだった。

　魔王は人ひと族ぞくを殺すもの。その欲求を彼女は持っていなかった。

　そうでなければ、きっと戦いになっていただろう。

　この《神結晶》に封じてあるのは、おそらくクルムの記憶だろうと思われた。人ひと族ぞくを滅ぼしたいという衝動。

　しかし、間違いなく魔力でもあった。

　クルムを助けるためには、この魔力が必要で……

　レムは見つめる。

　今にも、砂山と化しそうだった。いや、もう手遅れかもしれない。猶予はなかった。

「……わたしは！」

《神しん結けつ晶しよう》をクルムの身体へ。

　腹部に開いた穴へ押しつけた。

　透明な球体が、粉々に砕け散る。中で揺れていた炎が、ふわっと広がった。

「クルム！」

　しかし、何も変わらない。

　小さな女の子の身体は、無数にひび割れ、ただ横たわっていた。

　──遅かった!?

　レムの手が震える。

　クルムが美お味いしそうにビスケットを食べる姿が思い浮かんだ。街の人々に迷惑をかける悪党に憤慨している姿も。楽しそうに歌う姿も……あと、ステーキを食べたり、ケーキを食べたり、パスタを食べたり……

　食べてばっかり。

　ぼろぼろ、と涙が溢あふれてきて、視界が歪ゆがむ。

　レムはしゃがみこんでしまった。

「ごめ……ごめん……なさい……わたしが……迷った、ばかりに……ッ」

　両手で顔をおおい、声をあげて泣いてしまう。

「あ、ああぁぁあああ！」

「レム……!?　だ、大丈夫!?」

　肩に手を置いたのは、シェラだった。

「クルムが……わたしの、せいで！　わたしが！　ああぁぁああ！」

「えっ!?　クルムちゃんが……!?」

「わたしが、迷ったから！　手遅れに……ッ……ぐっ！　間に合わなくて！　うあぁ！」

「なんだとー!?」

「間に合わなかったの、クルムちゃん!?」

「マオーは間に合わなかったのか!?　よくわからんが、泣くな、レム。ビスケットをやるから」

　レムは呼吸さえも止めた。

　──え!?

　がばっ、と顔をあげる。

　きょとん、とした顔のクルムがいた。

　小首をかしげる。

「お、泣き止んだな。よしよし、ビスケットをやろう。ちょっと割れてしまったけどな」

　クルムが笑みを浮かべた。小さな手に、粉々になったビスケットをのせて差し出してくる。

　その肌には、うっすらひび割れが残っているが、もう治りつつあった。

　小さな頭をシェラがなでる。

「生きててよかったー。ホッとしちゃった」

「ふふん、当然なのだ！」

　レムは茫ぼう然ぜんとなる。

「クルム……生きて……る？」

「なにを言っておるのだ、レムよ？　キサマがマオーに魔力をくれたのではないか」

「そ、それは……そうですが……間に合わなかったのかと」

「ふっふっふっ、マオーは強いからな！」

　ふふん、と胸を張った。

　そうそう、とクルムが振り返る。

「エデルガルトも治しておくのだ」

　いくつも穴が開き、消えかかっていた魔族の少女が、一瞬にして治癒された。

　ガバッ、とエデルガルトが起き上がる。

「魔王～様ぁ～！　ご無事……!?　ご無事！　よがっだぁぁぁぁ！」

「なんじゃ、魔族が泣くなんぞ。恥ずかしいヤツなのだ」

「うじぁうぅ」

　出会った頃は、まるで人形のように無表情で恐ろしげだと思えたエデルガルトだが……魔王が関わることには感激屋で、今では可愛げさえ感じられた。

「エデルガルトさんも、よかったねー」

　シェラが涙ぐんでいる。

　彼女は思考も涙腺もゆるめだった。

　つられて、レムはまた泣きそうになってしまう。

　──それにしても、瀕ひん死しだった魔族を瞬時に治せるなんて、クルムが人ひと族ぞくの敵でなくて本当によかった。

　ハッ！　と気付いた。

「クルム、あなた記憶は……!?」

「む？　ああ、いろいろと思い出したのだ。レムの、おかげでな」

「……思い出した？」

「くっくっくっ……魔王とは、人ひと族ぞくを殲せん滅めつする存在なのだ！」

　レムは身構える。

「そ、そんな……!!」

「しかし、マオーはビスケットが好きだ」

「え？」

「この街での、レムやシェラたちとの暮らしも楽しいしな。まだ食べていない美お味いしそうな物も、いっぱいある」

「……本当ですか？　でも、記憶が」

「レムは、魔王クレブスクルムを倒したい、と思っておっただろう？」

「は、はい……否定はしません。それは、悲願でした」

「今もなのか？」

　首を横に振った。

「……そうであったなら、あなたに魔力を返したりはしなかったでしょう」

「うむ。ならば、マオーと同じなのだ！　殺さつ戮りくの衝動があったことは思い出した。だが、もう過去のことだ。記憶なんぞ、その程度のものなのだ！」

「クルムちゃん！」

　シェラが抱きついた。

「なんじゃ、暑苦しいのだ、シェラよ！」

「大好きー!!」

「うむむ……それは、わかった。放すがよいのだー」

　嫌がりつつも、クルムは笑っていた。

　レムは目元をぬぐう。

「……わたしたちの過ごした……この平和な街での日々には、意味があったのですね」

　その生活を守るためにも、勝たねばならない。

　戦いへ視線を移す。

　ちょうど、ササラとロゼによるモディナラームとの接近戦が繰り広げられていた。

　──あまりにも速い。

　目で追うことさえ難しかった。

　ディアヴロが多重魔術の構えに入る。ササラとロゼを信頼しているのだと、はっきりわかった。レムとシェラと旅していたときは、接近した敵に使ったことがなかったから。
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　ディアヴロは《トネールアンペラール》を魔ま杖じように戻し、モディナラームに向ける。

　多重魔術を開始。

　三つの極大魔術を重ねて一つの魔術として放つ大技だった。

　準備の間がやたらと長いため、単ソ独ロプレイで、素早い敵を相手には、絶対に使えない魔術だ。

　多重魔術は《特殊技能》だから連続使用ができない。たとえ発動に失敗しても、この戦闘では二度と使えなくなる。

　リスクはあるが、成功すれば、大ダメージを与えられるはずだった。

　ディアヴロは三つの極大魔術のうちの一つ目を唱える。

「漆く黒ろより昏くらき冥よるから生しようぜし闇よ、弧こに集え……《ダークアークシーク》」

　魔ま杖じようの先端を中心として、上下に黒い弓が伸びた。

　モディナラームが黙って見ているわけがない。複数の魔王の知識があるというのなら、この魔術の威力を知っているだろう。

　叫び、突っこんできた。

「捨ておけぬ、その魔術！」




　ロゼが応じて駆ける。

「マスターには、指一本触れさせません！　《クリオス》ッ!!」

　彼女の背後──なにもなかったはずの空間から、巨大な手が現れた。甲かつ冑ちゆうに似ているが、装甲の内側には機械が見える。

　動脈のようにパイプが走っており、魔術で使う文字記号が刻まれている。それが発光し、根元から指先へ流れていた。

　機械仕掛けの両腕《魔導機兵マギマテイツクソル》には、ロゼが持つのと同じ形の双頭剣が握られている。

　ただし、大きさは違う。片方の刃部分だけでもロゼの身長と同じくらいあった。

　大型の双頭剣を叩たたきつける。

　モディナラームは右手に漆しつ黒こくの大剣を生み出した。

　──《眼球の魔王イアンカローズ》の《ゴッドブレイカー》か！

　それで、ディアヴロは察した。

　ファルトラ市の城壁が壊れているのは、ゲーム内で最大の威力と云いわれる《覆滅の炎》のせいだろう。

　イアンカローズに挑むと、いきなり撃ってきて、プレイヤーキャラクターの屍しかばねの山を築いた。

　攻略サイトでは《開幕破局》とか《目からビーム》とか《波動砲》とか呼ばれていたが……どう呼ぶかで、だいたい世代がバレる。

　ロゼの魔導機兵マギマテイツクソルの双頭剣と、イアンカローズの漆黒の大剣とがぶつかった。

　拮きつ抗こうしたのは、一瞬だけ。

　あっさり押し負ける。

「魔導機兵マギマテイツクソルが!?」

　ロゼが驚きよう愕がくの声をこぼした。巨大な機械の腕が軋きしみ、双頭剣の刃に亀裂が走る。

　レベル１５０戦士相当の彼女が、真っ正面から打ち合って勝てるような相手ではないらしい。

　しかし、間髪入れずにササラが武技を放っていた。

　──《無む極き》ッ!!

　間合いを無視した斬撃が、モディナラームの手首に傷を作る。

「愚弄するか、余よを!?」

　さらに、ササラは《瞬しゆん突とつ》で、ロゼと入れ替わるように肉薄した。武技《千せん手じゆ》で瞬間的に何十回も斬りつける。

　ところが、斬られながらも相手は大剣を払った。

　回避が遅れ、ササラは腹部に一撃を受ける。

「ぎゃうっ!?」

　吹っ飛ばされたが、すぐ起き上がった。彼女は一日のうち一度目だけダメージを無効にできるらしい。とんでもないチートだと思うが……二度目はない。次は真っ二つにされかねなかった。

　レベル２００の戦士でさえも、一対一では劣勢か。




　ディアヴロは二つ目の極大魔術を唱える。

「森しん羅ら万ばん象しようを吞のみこむ虚きよ無むよ、我が手に来たれ……《ブラックホールアロー》」

　魔ま杖じようの先端に、黒色の球体が生まれた。

　紫電を纏まとっている。

　触れた物をことごとく吸収してしまう穴だった。




　ロゼとササラが左右から同時に攻撃する。

　しかし、モディナラームが二本目の大剣を生み出した。左右の大剣でそれぞれの攻撃を受け止められ、押し返されてしまう。

　片腕であっても、レベル２００のササラより膂りよ力りよくが上回っているのか。

　なにより、《ゴッドブレイカー》の二刀流だなんて、ゲーム内のイアンカローズの行動にはなかった。

　モディナラームに吸収されて、大魔王と化した影響か？　あるいは、クロスレヴェリに実装されていなかっただけか？

　いずれにせよ、注意が必要だった。ゲームと全て同じだと思っていると、足下を掬すくわれる。

　ディアヴロは三つ目の極大魔術に集中した。

　放つ。

「虚きよ無むの矢よ、天地せかいの境きよう界かいに楔くさびを穿うがて！　《グラビティアビス》ッ!!」

　魔術により生じた漆しつ黒こくの矢が、モディナラーム目がけて飛んでいった。

　弾速は、並の魔銃マギガンより速い。

　それを至近距離からだ。

　当たれ──と念じるよりも早く、命中していた。敵の左胸に。

　大気が震える。

　極大魔術を重ねた多重魔術が、発動する。

　モディナラームの胸に発生した穴が、めりめりと鎧よろいのように頑強な表皮を引きずりこんでいった。

「オ、オオオオオォォォォ……ッ!?」

　超大型魔獣《サンドホエール》すら大半を吞のみこんだ魔術だ。人ひと族ぞくの倍程度の相手であれば、容赦なく落ちるはず。

　モディナラームが叫ぶ。

「余よは、大魔王！　人ひと族ぞくを滅ぼす者、ぞ！」

　自身の身体へと、その手にした大剣を叩たたきつけた。左手の剣で左肩から真下へと断ち、右手の剣で左脇腹を裂いていく。

　人ひと族ぞくならば、間違いなく絶命しているだろう。

　大魔王は違っていた。

　上半身の左側を切断しきる。

《グラビティアビス》に落ちたのは、モディナラームの一部だけとなった。左上半身が左腕ごと。
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　普通ならば致命傷だった。

　人ひと族ぞくに限らず、魔族だろうと、魔獣だろうと、上半身の半分を失って生きているなど、ありえない。

　──さすが、魔王ということか。

　ディアヴロは余裕の笑みを浮かべつつ、内心では驚きよう愕がくしていた。

　ゲームではどれほど敵にダメージを与えようと、欠損が表現されることは、ほとんどない。

　断面のグロさは、吐き気を催すほどだった。

「フッ……気色悪さが増したな、モディナラームよ。悪わる足あ搔がきせず、落ちておれば醜態を晒さらさずに済んだものを」

「グググ……許さぬ……これほどの傷を、余よに！」

　声と一緒に血がこぼれる。

　ササラとロゼが、ディアヴロの前に戻ってきた。

《グラビティアビス》に巻きこまれないよう、魔術を放つ直前に離れていたのだ。

　まだ警戒は解いていない。

「ディアヴロ、気をつけて……まだ敵の戦意を感じます」

「マスター、ロゼにご命令を」

「俺が待ってやる理由はない。大魔王もろとも、魔族どもを一気に殲せん滅めつしてくれる！」

　実は、多重魔術により、かなり消耗を感じていた。

　ＭＰ精神力はポーションで回復できるが、戦いが長引けば集中力が落ちる。

　グランドタートルが七体と、その周辺の無数の魔族たちを全て相手するのは、今のディアヴロには難しく思えた。

　背後から、少女の声がかかる。

　レムだった。

「ディアヴロー!!　クルムもエデルガルトも助けました！　領主たちやエミールもです！」

　──よかったー。

　そう思いつつ、魔王らしさを意識して鼻を鳴らした。

「フンッ……しぶとい連中だな」

　崩れた城門の付近には、倒れて動かない者も多い。自分たちは間に合った、とは言えないかもしれない。

　それでも、クルムたちを失わなくて済んだのは、幸いだった。

　ディアヴロは再び魔剣を構える。

　情けをかける余地はない。

　もしも、自分が来なければ、モディナラームはクルムだけでなく、この街の人々を……

　それどころか、人ひと族ぞくの全てを殺すつもりだったのだ。

「鏖おう殺さつだ」

「汝なんじ……遅きに失した、ディアヴロよ」

「なんだと!?」

「沈め、絶望に……万物を滅ぼせし、終ついの炎ッ!!」

　モディナラームが自身の右胸に手を伸ばし、その皮膚に指を突き入れた。

　めりめり、と音を立てて、表面を剝はがす。

　右胸に目玉が埋まっていた。

　ぞく、とディアヴロの背筋が震える。

「《眼球の魔王イアンカローズ》!?」

「消し飛べ！　大魔王に刃向かいし、愚か者よ！」

　モディナラームが絶叫した。

　──《覆滅の炎》

　右胸に埋めこまれた目玉から、視界を覆うほど極太の光が放たれる。

　城塞都市ファルトラを襲った膨大な熱量を持った閃せん光こうだった。再び迫る。すでに結界は壊されていた。

　ディアヴロはササラとロゼを押しのける。

　前に出た。




「貴様の負けだ！　大魔王！」




　左拳を突き出す。

　クロスレヴェリで最大の威力を持つ《覆滅の炎》は、魔術であり──《魔王の指輪》の反射対象だった。

　ディアヴロの薬指に嵌はまった指輪が、禍々しい紅の輝きを放つ。

　どれほどの威力であろうと、それが魔術ならば！

　閃光が敵を包む。

　最後に見せた、大魔王の表情は、驚きよう愕がくだった。黒くろ山や羊ぎの顔ではあったが……目を見開き、口を開け、何かを叫んだけれども魔術の轟ごう音おんで聞こえなかった。

　その姿が白光に吞のまれる。

　真っ白になった。

　目が潰れそうな眩まぶしい光が、やっと収まる。

　音も消え、不気味なほど静かになった。

　ディアヴロは周囲を警戒する。

　跡形もない。

　──死体もなしか。

　こういうのって、勝利に沸いてるときに、実は生きていた敵から不意打ちされて、仲間が殺されるのがパターンだよなぁ。

　そんな、下らない〝お約束〟には乗ってやらない。

　ディアヴロは声をあげる。

「シェラよ！　魔族たちの魔力がわかるか!?」

「ひぇっ!?　う、うん。だいたい」

「先程までと変化は!?　大魔王から与えられた魔力が、消えているか!?」

　人ひと族ぞくの視力では、表情がわからないほど遠いので、判別できるかは不安だったが……

　シェラが断言する。

「減ってる！　魔族たちの魔力が、さっきよりも減ってるよ、ディアヴロ！」

「……ッ!!」

　やったのか!?

　ササラがうなずいた。

「ぴりぴりと感じていた強い殺気が、もうありません。おそらく、大魔王は……」

　ロゼが報告する。

「各種センサーに反応なし。マスターの勝利です」




「おっしゃあああああ！」




　などと無邪気に喜ぶのは、魔王らしくない。がんばって自制した。

　ディアヴロは退屈そうに肩をすくめる。

「フンッ……大魔王などと称しておるから、さぞ強かろうと期待していたのだが？　なんとも下らぬ座興であったな。終わってみれば、我は傷ひとつないではないか。とんだ、期待外れだ！」

　──まぁ、敵の切り札の極大魔術は反射できたし、ササラとロゼが守ってくれてたからだけど。

　前衛がいると戦闘が楽だ、と再認識できた戦いだった。

　シェラが駆けてくる。

「やったぁぁぁ!!　ディアヴロ、強いッ!!」

「フッ……今さら、わかりきったことを言……ふわぷっ!?」

　飛びついてきたシェラの豊かすぎる胸に、顔がうずもれた。

　ロゼが目を細める。

「マスター、申し訳ありません。敵性生物を見逃しておりました……」

「わわっ!?　ロゼさん、剣でお尻をつつかないでよー!?」

　シェラが抱きついたまま暴れる。

　より、顔に、胸が！

　胸が！

　やわらかい、あったかい、まんまりゅい。

「ロゼさん、刺さるぅ、お尻に、刺さっちゃうー!?」

「マイ・マスターから離れなさい！」





第三章　祝宴には行かない




　瓦が礫れきと化した城門跡を、燃えるような西日が照らす。

　遠くの丘陵に、太陽が沈みつつあった。

　兵士や冒険者たちが、負傷者の応急手当をしたり、担架に乗せたりしている。重傷者は教会へ運ぶ。亡くなった者の遺体も。

　ディアヴロたちにかけられる賞賛の声は、なかった。

　大魔王との戦いを見ていた者たちが抱いている感情は、恐怖だ。そう表情が語っていた。

　──守ってやったのに、とは思うまい。

　ゲームの頃から、そうだった。

　本来は大人数で討伐する仕様のレイドボスを、ディアヴロが単身で倒したときも、べつに褒めてくれる人なんかいなかった。

　この異世界の住人たちは命がかかっているから、努力を嘲笑したり、証拠もないのにズルと決めつけたりしない。そのぶんだけ、マシだった。

　ディアヴロはロゼとササラを引き連れて、シェラをぶら下げ、街に戻る。

　たたた、と軽快な足音が駆けてきた。

　クルムが両手をぶんぶん振る。

「ディアヴロー!!　よくぞ、大魔王をやっつけたのだ！」

「お、おう。お前は、無事か？」

「当然なのだ！　マオーは頑丈だからな！」

　もう元気そうに振る舞っているが、よく見ると肌に無数の傷のようなものが残っていた。

　つやつやの陶磁器のような肌だったのに……

　跡が残らないといいな、と思う。

　クルムの後ろには、エデルガルトが立っていた。消滅しかかるほどの大怪我だったはずだが、すっかり治っている。

「……ふぅ」

　さすがに、ちょっと疲労の色が見て取れた。金曜に終電を待つＯＬみたいな顔をしている。

　さらに後から、レムが歩いてきた。

「おつかれさまでした、ディアヴロ……さすがです、もう言葉が見つかりません」

　また格好つけて返そうとして、ふと気付く。

　彼女の顔色が悪かった。

「どうかしたのか、レム？」

「……あ……そんなに悪そうですか。さっきまでは気を張っていたせいか、平気だったのですが、《転移》に酔ったのかもしれません。大魔王を倒したと思った途端に、気が抜けてしまったのでしょうね」

「相変わらず、貴様は乗り物に弱いな」

《転移》が乗り物かどうかは、なんとも言えないところだが。

　レムがうつむいた。

「……すみません」

　ディアヴロは内心で焦る。そんなに落ちこむとは思わなかった。こんなところで、コミュ障を発揮してしまうとは！

　しかし、前言を撤回する魔王というのも、らしくない。

　次の言葉を探していたら、金属鎧よろいの音をさせて地方騎士たちがやってきた。

　彼らの持つ担架に乗せられ、領主ガルフォードが運ばれてくる。

　左腕がなく、右腕も折れていた。腹部から派手に出血した跡があるが、こちらは止血されているようだ。

　他の者など比較にならないくらい土気色で死体みたいな顔色をしていた。これに比べたら、レムもエデルガルトも元気いっぱいだ。

　ガルフォードが担架に横たわったまま、首だけ動かして、ディアヴロを見る。

　紫色になった唇を動かした。

「あの大魔王を、倒すとは……想像を絶する」

「フッ……苦戦するほどの相手ではなかったな！」

　自分自身のレベルアップ、剣聖ササラ、魔導機マギマテイツクメイドのロゼ。そして、魔術反射の指輪。どれか一つでも欠けていたら、結果は怪しかったが、せっかく勝ったので全力で強さアピールをしておいた。

　先日、ガルフォードは、クルムを連れて行って検査しようなどとしていた。ディアヴロと対立するのは危険、と思わせておいたほうがいいだろう。

　彼が唇を歪ゆがめる。

「君は……」

　何か言ったようだが、あまりに声が小さかったので、聞き取れなかった。

　地方騎士たちが一礼して担架を運んでいく。

　ディアヴロは左腕にぶら下がっているシェラに訊たずねる。

「ガルフォードにはポーションを使わなかったのか？」

「ううん、使ったよ。でも一本じゃ、あれくらいまでしか治らなかったんだ。もう一本、使おうとしたんだけど、もう必要ないって言われちゃってー」

「ふむ……」

　レベル１００以上の戦士だと、ＳＲ級ＨＰ生命力回復ポーションでは、さほど治癒できなかったか。

　かといって、ＳＳＲ級となると貴重品だ。

　自分や周りの者たちに使っているだけなら、残りを心配しなくていいくらいの備蓄がある。

　しかし、大規模戦闘の負傷者にまで使っていたら、さすがに持たない。

　命の危険がないのなら、あとは教会の神官に任せよう。

　調子に乗って気軽に使って、本当に必要なときに足りない──なんてことは、絶対に嫌だった。
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　怒鳴りつける女性の声がして、そちらに視線を向ける。

　ラムニテスだった。

「急げ！　戦は、まだ終わっていないぞ！」

　引き連れているのは、測量機を持った工作兵たちだ。

　シェラが首をかしげる。

「どうしたんだろ？」

「……城門や、結界の塔を再建しなければ、戦が終わったとは言えませんから」

　レムが説明した。

　たしかに、今のファルトラ市は危険な状態だ。

　西のほうには、魔族たちが残っている。大魔王が消えたことを受け入れられないのか、まだ好機があると期待しているのか。

　七体のグランドタートルも、健在だった。あれらが前進してきたら、充分に驚異だ。

　侵攻を阻むには、結界を張り直さなければならなかった。

　ディアヴロは誰にともなく問う。

「塔を再建するには、何日くらい必要なのだ？」

「……崩されたのと同じものを建てるならば、一年や二年はかかるかと。ですが、おそらく、先に仮設の塔を造ると思います」

「ふむ」

　レムの説明に、うなずいた。

「……仮設ならば、三日もあれば」

「魔族たちが動くとすれば、その間だろうな」

「はい」

　大声で仕切っているラムニテスを眺め、レムが言う。

「……ファルトラ市の領主が負傷している今、旧魔王領にあったジルコンタワー市で領主をしていたラムニテス卿きようがいるのは、心強いことですね。本来、彼女は駐留軍において、何の指揮権もないはずですが、そんなことを言っていられる状況ではありませんから」

「たしかにな」

　細かいことを気にせず、率先して行動できるラムニテスは、危機に陥った組織にとって、願ってもない人材だった。

　そんなことを考えながら眺めていたら、ふと彼女と視線が合う。

　ラムニテスが片目を閉じ、ウインクしてきた。

　思い出す。

　前に、ジルコンタワー市を魔族の軍隊から守った夜──彼女が宿に押しかけてきて、礼と称してイロイロあった。

　ディアヴロは思わず赤面してしまう。

　隣にいたレムが、首をかしげた。

「……どうしました？」

「あ、いや……なんでもない」

　似たようなことが、エルフの国でもあって、そのときはレムに見つかってしまい……

　本気で怒った彼女は、しばらく口もきいてくれなくなった。

　そのとき、もう流されるのは止やめよう、と誓ったのだ。

　ディアヴロはラムニテスから視線を剝はがした。

　街のほうを見ると──

　やってきた馬車から、ぽんとウサミミの女の子が飛び降りた。赤い髪を肩の高さで切きり揃そろえ、やたら布の少ない衣服を着ていた。

　露出が多いだけの子供に見えるが、このファルトラ市の冒険者を仕切る協会会長ギルドマスター──シルヴィだ。

「やーやー、ディアヴロさん！　みんな！　おつかれさま！」

「シルヴィさん、おひさしぶりー」

　満面の笑みでシェラが手を振った。

　レムが会釈する。

「……」

　クルムとエデルガルトとロゼは無関心だった。

　ササラが礼儀正しく頭を下げる。

「はじめまして。第十三代剣聖のグラハム・ササラと申します」

「うん、はじめまして！　ボクはシルヴィ」

　ぺこり、と頭を下げた。

　他の者たちと挨拶を交わしてから、改めてディアヴロに話しかけてくる。

「本当に助かったよ！　城門が壊されたときには、もうダメかと思ったからね」

「うむ」

「おや？　今さら何しに来た、とか言わないんだねぇ」

「魔術師協会にいたのであろう？」

　シルヴィが苦笑する。

「やー、ディアヴロさんには敵わないなー。お見通しだね」

「魔王軍が、ファルトラ市に侵攻してきたとき、要となるのは魔除けの結界だ。これがあるかぎり人ひと族ぞくの短期敗北はない」

「うんうん」

「逆に言えば、魔王軍には何かしら結界への対策があると考えるのが当然だろう。前にエデルガルトが攻めてきたときは、魔術師協会の一員を唆そそのかしての魔族潜入。その魔族による、セレス暗殺だった」

　未遂に終わったが。

　過去の失敗を思い出し、エデルガルトが少し顔をしかめた。

　ぴん、とシルヴィが指を立てる。

「それを警戒して、今回は魔術師協会からボクに依頼があったんだよ。セレスさんを守ってほしいって」

「妥当だな」

　依頼内容も人選も的確だ。

「まさか、力業で城門も塔も壊されちゃうとは思わなかったけどね」

　レムが尋ねる。

「……セレスは無事ですか？」

「うん。結界が壊されたときには、泣くほど怯おびえてたけど。今は二十年ぶりに結界から解放された、とか言って笑ってたよ」

「……笑える状況ではないでしょうに。とはいえ、魔族とてディアヴロが圧倒的な強さを見せつけましたから、そうそう侵攻してこないでしょうね」

「だねー」

　ああ、それでね──と、シルヴィが本題に入る。

「エミールは冒険者協会ギルドで引き受けたよ。重傷だけど命は助かったから大丈夫。三日もあれば治せると思う」

　よかったー、と安あん堵どの声をあげたのは、シェラだった。

「ＨＰ生命力回復ポーションを使ったけど、足りたか不安だったんだ」

「シェラちゃん、ありがとう。それがなかったら、たぶん無理だったと思う」

「えへへ」

　レムが声を潜めて。

「……他の者たちは？」

　この問いに、シルヴィが目を伏せた。

「ん……エラストフやグルタスは、ダメだったよ」

「……そうですか」

「城門や城壁にいた兵士や、地方騎士にも、けっこうな戦死者が出てる……だけどね？　それでも、一〇〇〇の魔王軍が侵攻してきたとわかったときには、ファルトラ市をはじめとして、リフェリア王国領の西半分は焦土と化す──なんて予測もあったんだ」

　レムだけでなく、シェラやササラも真剣な顔で聞いていた。

　顔には出さないようにしつつ、ディアヴロも。

　シルヴィが真っ直ぐに目を見て言う。

「ディアヴロさんたちが、守ってくれたんだ。ありがとう。ボクは心から君たちに感謝してるよ」
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「じゃあ、ボクはセレスさんのところへ戻るよ。まだ油断はできないしね」

　シルヴィの言葉に、レムが片手をあげる。

「……わたしも一緒に行っても？」

「いいけど、どうしたの？」

「……自由と引き換えに、わたしは隠さず報告することを約束していますから」

「なるほどね。ボクも聞きたいなぁ」

「……お断りです」

　そんな話をしながら、レムとシルヴィは魔術師協会へ向かった。




　クルムが街の南側を指差す。

「よし！　ビスケットを食べに行くのだ！」

「えー、もう夜だよ？　どこもやってないよ」

　シェラが目を丸くした。

　夜だとか昼だとか、そういう問題ではない。魔王軍が攻めてきて結界が破壊され、今にも魔族が街へ雪な崩だれこんできそうなときに、店を開けている者などいないだろう。

　クルムが地面を蹴りつけた。

「でーもー、ビスケットが食べたいのだ！」

「みんな、寝てるんじゃない？」

「そんなことはなかろう！　あんなに騒いでいるではないか」

　彼女の言うとおり、人々は祭りでも始まったかのように賑にぎやかだった。絶望的な状況から、大魔王が倒れ、街が助かったからだ。

　ジルコンタワー市でも同じようなことがあった。

　大勢が戦勝に沸いている。

　シェラが尋ねる。

「ビスケット、買い置きしてなかった？」

「全部、食べてしまったのだ。《乱心》と戦う必要がありそうだったので、気合いを入れるためにな」

「ありゃりゃ～」

「マオーはがんばった！　がんばったのに、ビスケットが食べられないなんて！」

「う、うん」

「もう、全てを灰かい燼じんに帰きすしかないのだ！」

「ダメダメダメ！　じゃあ、買いに行こっか。でも、お店がやってなかったら、朝まで待ってね？」

「うむ」

　シェラが困ったような顔をしつつ、言う。

「ディアヴロ、あたしたち《ピーター》まで行ってくるね」

「ふむ……ならば、俺も」

「それは嬉うれしいけど……あれだけ戦ったら疲れてるでしょ？　無理しないで。ササラさん、眠そうだし」

「む？」

　言われて、見てみれば──

　ササラが立ったまま寝ていた。

　ロゼにもたれるようにして、すでに寝息を立てている。

「くー……くー……」

「お、おい、ササラよ？」

　ディアヴロの声で、パチッと目を開けた。

「ハッ！　あ、すみません……私、暗くなると、眠くなっちゃって」

「徹夜で書物を読んでいたこともあっただろうに」

「えっと……本気で戦ってなければ、それくらい大丈夫なんですけど……ほわわぁ」

　超高レベルの武技を使った戦闘をすると、眠くなるのか。

　ディアヴロにも疲労感はあった。

　念のためにＭＰ精神力はポーションで回復しておいたが、極度の緊張を強いられたため、休息を必要としている。

　エデルガルトがうなずいた。

「ディアヴロ様～、たちは、休む。魔王様は、エデルガルトが～、守る？　守る！」

「バカを言え。化粧はしていないし、ウエイトレスの服もボロボロではないか。今のお前は、どう見ても確実に魔族だ」

「む……」

　彼女は自分の格好を見下ろす。

　クルムにより身体は治してもらったようだが、大魔王の攻撃を受けた服はボロ布と化しており、明るければ目のやり場に困るほどの半裸だった。

　エデルガルトが首を傾げる。

「……ウェザリング？」

「プラモか、お前は！　却下だ」

　メイドカフェもどきで働いているせいか、妙な知識を身につけつつあった。

　どう言い張っても、ダメだ。

　今はディアヴロと一緒にいるうえ、先程の戦いを見ていた者も多いからいいが、街中を歩いていたら高確率で面倒なことになるだろう。

　クルムのほうは、自分の格好を好きに変更できるらしい。今の衣装に、戦いの痕跡はなかった。

　広めのスカートに尻尾を仕舞っているし、大きな帽子で角も隠す。耳や瞳にも特徴はあるが、ちょっと珍しい亜人で通りそうだった。

　クルムが命じる。

「エデルガルト、宿で待っておくのだ！」

「ううぅー。わかり、ました」

　恨みがましい目で睨にらまれ、シェラが苦笑していた。

　結局、シェラがクルムを連れて《ピーター》に向かう。




　ロゼがササラを抱えていた。

「マスター、この者は、いかがいたしますか？」

「あー……宿まで運んでもらおうか。問題はないか？」

「造作もありません」

「ロゼだって、疲れて……いや、疲れてはいないのか？」

「魔導機マギマテイツクに疲労はありません。ただし、魔力が消耗しています。損傷の自己修復も必要なため、早急に充じゆう塡てんをいただきたく」

「うむ」

　少し意外だ。

　ロゼはササラが寝てしまったら、捨て置くかと思った。

　出会ったときは、《魔王の迷宮》への侵入者扱いをしていたはずだ。

　一緒に並んで戦ったことで、なにかしら価値観に変化があったのだろうか？

　そんなふうに、自分も変わっているのかもしれない──とディアヴロは思った。

　自然と頰ほおがゆるむ。

「フッ……ササラのこと、大切にしているのだな、ロゼよ？」

「もちろんです、マスター。ＳＳＲ級以上のアイテムは、入手時に自動ロックをかける仕様です。つまり、許可なく廃棄いたしません」

「お、おう」

　アイテム扱いだった。
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　予想以上に、お祭り騒ぎだ。

　考えてみると、この異世界にはスマホもＳＮＳもない。前線は結界の復旧に全力をあげており、まだ戦争終結を宣言していなかった。

　だから、大魔王が倒されたことは、戦いを見ていた兵士からの伝聞しかない。

　情報の広がりは、命を左右するほどの重大事であっても歩くような速さで。けれども、確実に伝わっていく。

　戦勝の報を聞いた者は、通りに飛び出し、神への感謝を叫び、踊った。

　オッサンたちが名前も知らない者どうしで肩を組み、酒を酌み交わして、宗教歌や国歌や軍歌を大声で歌う。徒党が道でぶつかれば、誰かれかまわずハイタッチしたり、ハグしたり。

　彼らの喜びを見て、ディアヴロは街を救えたことに、静かな満足感を得た。

　──ああ、守れてよかった。

　お祝いムードに乗じて、イケメンが路上で捕まえた女性に、名前を告げることもなくディープなキスをする。女性のほうも満更ではなく、彼の背に手を回したりなんかして。

　ディアヴロは拳を握った。

　ぐぎぎ、と歯を食いしばる。

　──これじゃ、俺……人ひと族ぞくを守りたくなくなっちまうよ……。

　ロゼが瞳を輝かせた。

「マスターが、とても良い表情を……ハァ、ハァ」

「い、いや……平和が一番だな。うむ！」

　西地区にある《安心亭・夕暮れ店》に到着する。

　ところが、店の前には大勢の人だかりができていた。そういえば、大通りにも、こんな場所が何ヵ所かあった。

　戦勝を祝って、酒や食べ物を大盤振る舞いしているような店が。

　タダメシはいいが、騒がしいのは嫌だな──と暢のん気きに考えていたら、脇道から飛び出してくる影があった。

「ッ!?」

「私にゃ！」

　思わず叩たたきこみそうになった《トネールアンペラール》を、声を聞いて引っこめる。

「メイ……か？」

　暗がりだったのでわかりにくかったが、安心亭の看板娘アイドル──メイだった。

　にゃん、と彼女がポーズを決める。

「はい♡　メイちゃんにゃ☆」

「こんな場所で、何をしているのだ？」

「ディアヴロさんを待ってたの。このまま安心亭に戻ったら大変なことになっちゃう」

「許す、詳しく話せ」

　キョロキョロ、とメイが左右を確かめる。

「話すから、ついてきて。ここはマズイから」

　怪しいとは思いつつ、罠わなでもあるまい──と彼女を追って、脇道に入った。

　ロゼが言う。

「よろしいのですか、マスター？」

「たとえ罠だとしても……大魔王以上の脅威が用意されているなら、一興ではないか？」

　彼女は一礼し、後ろへ下がった。

　エデルガルトは黙ってついてきている。

　これが、レムやシェラなら、そもそも交渉事を任せられるのだが……

　表通りの喧けん噪そうから離れたところで、メイが口を開いた。

「さっき《夕暮れ店》の前に集まってたのは、みんな、ディアヴロさん待ちだったの」

「なに!?」

「大魔王を倒したのがディアヴロさんって噂うわさで」

　ロゼがうなずいた。

「噂ではなく、事実です。偉大なるマイ・マスターが大魔王を塵じん芥かいと化したのです」

「わー……マジにゃんだー。あ、んで、もうなんか興奮した人たちが集まってきちゃったわけ」

「ほ、ほう……」

　悪くない気分だ。

　顔を出してやってもよかったかもしれない。

　メイが肩をすくめた。

「あんな大勢じゃ一人一言のお礼を聞くだけでも朝になっちゃうし、オッサンから感謝のハグされて、ディアヴロさんが喜ぶとも思えなくてー」

　──メイちゃん、マジありがとう！

　ディアヴロは興味なさそうな顔をしつつ、すごく感謝していた。

　彼女の案内で、細い道をジグザグに抜ける。

「と、いうわけで……じゃん☆　《安心亭・隠れ家店》にゃ！　トクベツなお客様だけの、秘密の宿屋だぞ」

　民家の裏手にあって、看板もなかった。

　外観にも戸口にも特徴はなく、知らなければ確実に前を通ってすら宿屋だとは気付かない。

　ロゼが冷静な声で言う。

「……民家では？」

「そそそそんなことないにゃ！　快適なサービスは《安心亭》ですからにゃ!?」

　ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずいた。

「よい、許す。我は騒々しいのを好まぬ。ここに逗とう留りゆうするとしよう」

「ようこそにゃ♪」

　レムとシェラとクルムが後から《夕暮れ店》に帰ってくるはずなので、彼女たちも案内してくるよう、頼んでおく。

　建物内は、まんま《安心亭》だった。

　メイが鍵を出してくる。

「ロゼちゃんと新人ちゃんは、この鍵ね。クルムちゃんとエデルちゃんは、これ。レムちゃんとシェラちゃんにも部屋を用意しておいたよ。今、《隠れ家店》はディアヴロさんたちしかいないから、貸し切りだぞ」

「ふむ」

　大きなベッドに雑魚寝も慣れたが、一人で寝るほうが落ちつくのは事実だった。

「あ、ディアヴロさんは、ちょっと待ってほしいな」

「む？　ロゼよ、先に部屋へ行き、ササラを寝かせてやれ」

「かしこまりました、マスター」

　彼女はササラを引きずるようにして、階段を上っていく。

　エデルガルトも鍵を受け取り、部屋に向かった。




　メイと二人きりになる。

「我に、何用か？」

「んと……ディアヴロさんの、お部屋の鍵は、これ」

　銀の鍵だった。

「ほう？」

「《安心亭》の特別なお客様の証……永年無料で、ご招待にゃ♪　今日からは、故郷みたいなものだと思って使ってね☆」

　思わず、メイの顔をまじまじと見てしまう。

　彼女が頰ほおを染めた。

「えへへ……気に入ってくれた？」

「うむ、悪くない」

「鍵はオーナーからのプレゼント。こっちはメイちゃんからのプレゼントだよ」

「ん？」

　メイが傍らに寄ってくる。

　わざわざ用意してあった踏み台に乗り、さらに爪先を伸ばした。

　唇が、ディアヴロの頰に触れる。

「ちゅっ♡」

　…………え？

　パッ！　とメイが踏み台から降りて、身体を離した。

　顔が真っ赤になっている。

「うにゃ～……気に入らなかったらゴメンだにゃ。でも、看板娘アイドルのファーストキスなんだぞ☆」

「…………」

「ディアヴロさん、メイちゃんたちを守ってくれて、ありがとうなのにゃ！」

　照れ隠しにポーズを取る彼女は、とっても初々しかった。
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　部屋に入る──

　ロゼが上を脱いで待っていた。おっぱい、丸出し！

「すげえ、ギャップ！」

　思わず声に出してしまった。
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　恋愛ものの少女漫画みたいな甘酸っぱいシチュエーションから、いきなりのエロゲー展開だ。

　ロゼが当然のような顔で言う。

「準備万端です、マスター」

　──俺の心の準備が、まったく万端ではないんですが、それは。

「な、なんの？」

「もちろん、マスターの……を注いでいただくために」

「魔力な！　魔力！」

　重要なところを小さな声で言うのは、やめていただきたい。

「はい。マスターの、濃厚で、むせかえるような、ドロドロの……をロゼの中へ」

「わざと言ってるだろう？」

　彼女が本当に不思議そうな顔で、小首をかしげた。

　これ以上は、ツッコミを入れるだけ泥沼か。

「……あ、もしかして本日は難しいでしょうか、マスター？　お疲れですか？」

　たしかに、疲れている。

　だが、魔王が〝疲れたから今夜は寝るよ〟なんて、残業続きのサラリーマンみたいなことを言うのは格好が悪かった。

「フンッ……我を誰だと思っている？　あの程度の相手と戦ったくらいで、疲れなど感じるはずもない！」

「ああ、さすがです、マスター」

「魔力くらい、いくらでも注いでくれる！」

「ありがとうございます。感謝のあまり、身体が震えてしまいます」

　上半身裸の女性に、背中が見えるほど頭を下げられると、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリではなく、別のゲームの世界に迷いこんだのではないか──と思ってしまう。

「と、とにかく、座れ。あ、いや、無理だったな」

　ロゼは全身板金鎧よろいを装着した騎士が、馬に乗ったくらいの重さがある。

　二階の床が抜けていないだけでも、建物の造りの良さがわかるというものだった。

　椅子やベッドに腰掛けたら、家具を押し潰してしまう。

　──立ったまま、やるか。

　ロゼが背を向けた。

「失礼いたします……本日は、損傷箇所に近い位置に魔力をいただきたく」

「よかろう」

　背中か。やっと、まともな話になってきた。

　ロゼが背筋をくねらせた。

「後ろから両手を使って、胸に」

「はい？」

　胸？

「……あの、ロゼは……強くしていただいても、かまいませんから」

　啞あ然ぜんとしていると、彼女の手がディアヴロの手をやんわりと摑つかんでくる。

　たった今〝いくらでも注いでくれる〟と大おお見み得えを切ったばかりだ。そうでなくても、この状況で手を振りほどくなんて酷いことはできなかった。

　彼女が望んでいるのだから。

　導かれるままに、ロゼの前側へと両手を回した。

　むんず、と大きなふくらみを両手に収める。

　──やわらけ!?

　ロゼが身体を震わせた。

「はふぅん！」

「い、痛かったか……？」

「……ッ……とんでも、ありません。う、嬉うれしくて……感激のあまり」

「震えが？」

「絶頂してしまいました……」

　──早くね!?

　ディアヴロは問う。

「それは、充じゆう塡てんの上限に達した、という意味だよな？　もう満足したのか？」

「第一魔力槽は、満充となりました。まだ、他の魔力槽が……」

「なるほど。ここから、魔力を送ればいいのか？」

「はい……あッ……んんッ……そ、そこ……」

「ど、どうした？　俺は何も……」

　していないつもりだったが、戸惑う心とは裏腹に本能は猛っていた。

　指が勝手に動いてしまう。

　──うおお!?　沈む。指がふくらみに沈む。

　そして、中指と薬指の間にある、ぷっくりとやわらかな突起が、だんだんと固くなってきた。

　二本の指で、つまんだり、こすったり。

　ロゼが身をくねらせる。

「はんッ!?　んう……んん……マスター……そこ、は……」

「どうなのだ？」

「ああ、ロゼは……ロゼは、ダメになってしまいそう、です……はふッ！」

「ダメに……」

　ディアヴロの理性もダメになってしまいそうだ。

　手探りで、突起をなぶる。

　こねて、こすって、つまんで、引っ張って。逆に押しこんでみたりして。

「ひゃぐううぅッ!!」

　ビクッ！　ビクンッ！　と両腕のなかでロゼが背筋を反り返らせる。

　ふるふる……と肩を痙けい攣れんさせた。

　ごくり、とディアヴロは空唾を吞のみこむ。

「ま、また、達したのか？」

　魔力槽の上限に。

　ロゼが小さく首を横に振った。

「あの……マスター……」

「ん？」

「そこ、いじるだけでなく……魔力を注いでいただけませんと……」

「あああ！」

　ふくらみの先端の突起に意識を奪われ、魔力を流しこむのをすっかり忘れていた！

　つまり、今さっきのは、魔力注入ではなく。




　おっぱいを揉もんでいただけ!?




　──俺としたことがァ!!

　やはり大魔王との戦いで消耗し、思考力が落ちていたか。

「よ、よし！　今度こそ！」

　ディアヴロは改めて手の平に意識を向け、魔術を使うときのように魔力を注ぎこむ。

「ん……んん……マスター、いいです。魔力……流れこんできて……はふぅ……素敵です。あッ、はんッ」

　先程より、肌が吸いついてくるような。

　魔導機マギマテイツクにもかかわらず、うっすらと汗ばんで感じる。

　皮膚と皮膚の境きよう界かいが不明瞭になり、自分の手が彼女の胸と溶け合っていくような錯覚があった。

「こうか？」

　ロゼが先程よりも甲高い嬌きよう声せいをあげる。

「あッ!!　あああぁあぁぁぁあッ!!　マスター、マスター、マスター、すごい……ッ……すごいです！　逞たくましいッ！　もっと……もっと……奥まで……あッ！　あッ！　ひあああぁぁぁぁッ!!」

　外にまで届きそうな声を出した。

　──こんなん、レムに聞かれたら、また怒らせてしまいそうじゃね？

　早く満充にしなければ、と極大魔術のごとき勢いで注ぐ。

　ロゼが壊れてしまうのではないかと思うくらい、身体を痙けい攣れんさせるのだった。
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　満足そうな顔で、ロゼが床に倒れこむ。

　上半身は裸のままだ。

　普通なら、ベッドに寝かせるところだが、彼女の場合は重量的に難しい。

　目のやり場に困るので、ディアヴロは毛布をかけてやった。

　一段落すると、ため息がこぼれる。

「ふぅ……ちょっと疲れたなー」

　独りごちた。

　部屋のドアがノックされる。

　レムかシェラたちが帰ってきたのだろうか。いや、それならノックはしないはずだ。

　ディアヴロは表情を引き締める。

「フッ……何者だ？　魔王を恐れぬというのなら、その扉を開けるがよい」

『あ、あの……俺ですが……』

　ドアごしの声は男のもので、なんとなく聞き覚えがあった。

　人の顔を覚えるのと同じくらい、声を覚えるのも苦手だ。

　ディアヴロは命じる。

「許す、入れ」

『し、失礼します！』

　訊たずねてきたのは、鎧よろいを着た兵士だった。見覚えはある。

「あー……貴様は……」

「ボリスです」

　思い出した。ウルグ橋きよう砦さいを守っていた兵士だ。

　ふと気になる。

「なぜ、この場所を知っている？」

「あ……ディアヴロさんたちには監視がついていますから。部屋の中の会話までは無理でも、どこに居るかくらいは軍隊や冒険者協会ギルドは、把握してるんです」

　そういえば、前にシルヴィも同じようなことを言っていたか。

　クルムに各組織の監視がついている、とは聞いた。

　しかし、気付いていなかった、と思われるのは恥ずかしい。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「ああ……あの羽虫か。近づきすぎるな、と言っておけ。目障りだと燃やしてしまうからな」

「りょ、了解！」

　ボリスは生真面目なことに、いちいち敬礼する。

「して、何用か？」

「あ……私、リフェリア王国ファルトラ駐留軍第十三連隊歩兵ボリス・マークスは、冒険者ディアヴロ殿を祝宴に招待するために参上いたしました」

　慌てて練習してきたような、棒読みだった。

　ディアヴロは首をひねる。

「祝宴だと？」

「はい。大魔王討伐、ファルトラ市防衛、これを祝しての宴です」

「まだ街の結界は消えたままだろう？」

　魔族たちも撤退していない。

　まだ終わったと断言できないはず。ラムニテスの性格からして、そんな浮かれた催しを許すとは思えなかった。

　ボリスが言いにくそうに、視線を彷徨さまよわせる。

「えっと……市議会の方々が」

「市議会？」

「ファルトラ市は領主が治めていますが、それとは別に有力貴族が中心となった市議会もあるんです。商業権や農地権などを管理しており、領主に納める地方税だけでなく、商業税や農業税を……」

　ディアヴロは手を左右に払った。

「やめよ、街作りに興味はない。政治の話を持ちこむな」

「すみません。つまり、街の偉い人たちが企画したので、領主やラムニテス卿きようとは関係なく催されることになりました。ついては、最大の殊勲者で英雄たるディアヴロ殿に御出席をいただきたい、と」

　──それ行ったら、壇上でスピーチさせられるヤツじゃん？

　考えただけで背筋が凍る。

　ディアヴロはジロリと睨にらんだ。

「我を、そのような下らぬ席に呼びつける気か？」

「ですよね……ディアヴロさんは、そういうの嫌いだと思ってました。前に、一〇〇体の魔族がウルグ橋きよう砦さいまで押し寄せたときも、結局は〝冒険者たちの協力により撃退〟って発表されたし」

「そういうことだ」

「すみません。とはいえ、誰かが一言は伝えておかないといけない、と思いまして」

　──たしかに。

　絶対に行かないが、大魔王を倒したディアヴロたちに何の連絡もなく、戦勝祝いをしていたら、それはそれで腹立たしい。

　断られるのを承知で、わざわざ伝えに来るとは……損な役回りを。

「貴様、相変わらずだな」

「はは……では、招待はしたということで、これだけでも受け取ってください。招待状です」

　ボリスが封筒を差し出した。

「ふんっ！　そんなものは……」

「支度金として金貨が入っていますから」

「貴様に免じて、受け取るだけはしてやろう」

　ディアヴロたちは常に金欠だった。主にクルムの食費のために。

　ボリスが敬礼する。

「御欠席は伝えておきます。ディアヴロさん……俺たちの世代は父や祖父から、英雄アレンの物語を聞かされて育ちました。でも、これからは、英雄ディアヴロの活躍を語り継ぎます。貴方の戦いをこの目で見れたことは、俺の一生の宝です」

「え……」

　急な賞賛に、言葉が出なかった。

　失礼します──とドアが閉じられ、ボリスの足音が遠ざかる。

　ディアヴロは背中からベッドに倒れこむと、じっと天井を見つめた。

　ゆっくり目を閉じる。





第四章　孤独なる者




「ディアヴロ」

　名前を呼ばれた。

　誰の声だろう、と考える。

　シェラのようだった気もするが、もう一人の少女のことを思い浮かべた。

　──レムだったか？

「ディアヴロ、起きてください」

　ああ、今度はちゃんとレムの声だった。

　視界に浮かびあがるのは……

「えっ!?」

　間違いなくレムだ。

　しかし、その服装は、いつもの装備《秘石の套かさね》ではなかった。

　真っ白なウェディングドレスのような……いや、それにしては透けすぎている。まるで蠱こ惑わく的てきな下着のような格好をしている。

　その隣には、シェラもいた。

　やはり、同じように目のやり場に困る衣装だった。

　ベッドの上で膝立ちになって、ぐぐっと身を寄せてくる。

「ディアヴロ♡」

　──おまえたち……何を……!?

「お……お……う」

　上手く言葉にならなかった。魔王ロールプレイどころではない。

　レムが耳元でささやく。

「……ディアヴロがいけないんです」

　シェラが重ねる。

「そうだよ、ディアヴロがいけないんだよ」

　──俺が悪い!?

　なにが悪かったのか考える。心当たりが多すぎた。もともと、自信がないからコミュ障などやっているのだ。悪いと言われたら、生まれてきたことから詫わびるべきか、と思ってしまう。

　これまでの人生を振り返ると、失敗と後悔と挫折と……逃避……

「ううぅ……」

　ディアヴロは這はうようにして逃げ出す。

　どうしてか、そんな気分だった。

　──なぜ俺は、透けたドレスみたいな格好をしたレムとシェラから、こんなにも必死で逃げようとするんだ？

　理由は……

　ひゅっ、と宙に浮く感覚。

　ゴツン！　と頭を打ちつけた。

　頑強な身体なので、あまり痛くはなかったが、じわじわと恥ずかしくなる。

　目を開くと、ディアヴロはベッドから床に転げ落ちていた。




「ゆ、夢だったか」




　ため息をつく。

　いきなり、レムとシェラがあんな衣装を着ているなんて、おかしいと思った。

　不条理な光景も、自分の奇妙な行動も、理由は明快だ。夢なんて、そういうものだ。

　疲れすぎて妙な夢を見るのは、初めてではない。

　──今、何時だろう？

　窓の外は暗い。

　まだ表通りからは、歌声が聞こえていた。

　何時間も寝たわけではなさそうだ。

　現代日本にあった数々の文明の利器は、意外となくても生活に困らないものだが、時計くらいは欲しいところだった。

　ドンドンドン！　と勢いよくドアがノックされる。

　急なことで驚いた。

　ディアヴロは床から飛び起きる。

　しかし、焦った声を出すなんて魔王らしくない。深呼吸して、演技ロールプレイを取り戻した。

「何なに奴やつだ!?　騒々しい！」

『大変です、ディアヴロさん！』

　ドアの向こうからの声は、ボリスだ。

　怒鳴りつける。

「くどい！　我は祝宴など行かぬと言ったぞ!?」

『レムさんが！　セレスティーヌ様の暗殺を謀ったんです！』

　すぐには意味が理解できなかった。

　ディアヴロの思考が停止する。

　その間にも、ボリスが言葉を続けた。

『先程！　レムさんが、魔術師協会を訪れました。セレスティーヌ様への報告をしている最中に、魔術で攻撃したとのことです！』

「馬鹿な！」

『そ、そう思いますが……目撃者は多く……』

「レムは……!?」

『報告によると、西の城壁に追い詰めているみたいで』

　生きていることには安あん堵どしたが、まったく歓迎できる状況ではなかった。

　ディアヴロは装備を調える。

　外していたマントを着け、ブーツを履きながら。

「セレスは!?」

『レムさんの攻撃は逸れ、あとは同席していた冒険者協会会長ギルドマスターにより、襲撃は未遂に終わったそうです』

　──どういうことだ？

　困惑しかなかった。

　レムはセレスに常々感謝していた。今回だって、自由を許してくれている恩を感じて、報告に向かったはずだ。

　魔術師協会に拘束されそうになった？　いや、今のレムは魔王の器ではなくなった。拘束する理由がない。

　それに、魔術師協会側が仕掛けるなら、わざわざセレスの前でやる必然性が……

　ディアヴロは魔ま杖じようを手にし、部屋から出る。

　ボリスが脇にどいた。

「西門跡地を目指してください。大きく移動していなければ、門の近くの崩れきっていない城壁のところに」

　うむ！　と言いかけ──ふと引っかかりを覚えた。

「ボリスよ、レムは魔術で攻撃したのか？」

「はい」

「召喚術ではなく？」

「元素魔術だったそうです」

　ぞわ、とディアヴロの背筋が凍る。

「そいつは、本当にレムなのか!?　あいつは召喚術士だ！　人を殺せるほどの元素魔術を使うことはできない！」

　ボリスの顔が、みるみる青ざめていった。

「あ、ああああ！」

「この件、ロゼたちにも伝えておけ！　俺は先に行く！」

　普段なら、これだけ大騒ぎをしていれば全員が部屋から出てきただろう。

　しかし、ササラは疲ひ労ろう困こん憊ぱいして寝ている。

　ロゼも似たようなものだ。魔力を注いだあとは、深い眠りに落ちたような状態になる。自己修復が必要というのも一因か。

　エデルガルトは？　先の戦いで消滅しかかったのだから、魔族といえど本調子とは遠かろう。

　彼女たちには頼れない。

　ディアヴロは宿屋から飛び出した。




　──レム、今、お前に何が起きている!?
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　情報のとおりだった。

　崩落した西門から顔を北に向ければ、喧けん噪そうが聞こえてくるほどの距離に、物々しい雰囲気の人だかりができている。

　兵士と野次馬が輪をなしていた。

　いくつもの松明たいまつが焚たかれ、そこだけ昼間のように明るくなっている。

　人々の視線は、傾いた城壁の上に集まっていた。

　誰かいる。

　城壁の上に、黒髪の少女の姿があった。

　レムか。

　傾いた城壁の上には、彼女一人だけしかいなかった。下には兵士たちが列を成しているものの、誰も城壁に上ろうとはしない。

　兵士たちの先頭に立っているのは、ラムニテスとシルヴィか。

「投降せよ、レム・ガレウ！　逃げ場などない！」

「レムさーん、事情を聞かせてよ。悪いようにはしないから！　ね？」

　──最悪の二人だな。

　色香や可愛さに騙だまされてはいけない。ラムニテスもシルヴィも実は頭が固かった。組織のためには犠牲を厭いとわない性格だ。

　法を優先する善人である。

　善人だが、法が優先される。

　彼女たちを説得し、この場を任せてもらうのは、不可能だろう。下手をすれば、レムの共謀者としてディアヴロが先に拘束されかねなかった。

「ここは……上から行くか」

　ＳＳＲ級装備のブーツ《虚空の舞踊》に魔力を流しこむ。

　飛ひ翔しよう魔術の効果が発揮され、身体が宙に浮いた。

　ひゅうっ、と城壁の上に飛びあがる。

　その姿を見て、兵士たちがどよめいた。魔族と勘違いされなかったのは、飛翔魔術ならラムニテスも使えるからか。

　先の戦いでディアヴロのことを知った兵が多かったのも幸いした。大魔王を倒したディアヴロに、迂う闊かつに矢弾を飛ばしてくるような者はいない。

　ディアヴロは傾いた城壁まで到達する。

　ひび割れ、歪ゆがみ、今にも崩れそう。

　用心しつつ、彼女から十歩ほど離れた場所に降り立った。

「レム！」

「……ッ!?」

　彼女は驚いたように目を見開く。

　よかったような、残念なような……間違いなく本人だった。もう一年近く朝から晩まで一緒にいるのだ。仕草や雰囲気だけでも、別人ではないとわかる。

「……ディアヴロ……来てくれましたか」

「何があった？　話すがいい」

　降り立ってみると、どうして兵士たちが下から見ているばかりで、誰一人として城壁に上ってこないのか、理由がわかる。

　かすかに揺れていた。

　ぱらぱら……と破片が常に落ちていく。

　この部分の城壁が倒れるのは、時間の問題だろう。今すぐか、数年後かはわからないが。確実に言えるのは〝重装歩兵が大挙して上ってきたら即座に崩落する〟ということだった。

　ディアヴロは飛ひ翔しよう魔術の効果を残し、城壁に体重をかけないよう調整する。

　レムが苦しげな顔をした。

「信じてもらえないかもしれませんが……」

「ほう？」

「……今……わたしの中には、モディナラームがいるのです」

　ディアヴロは舌打ちする。

「そんなことだろうと思ったが」

「えっ、信じてくれるのですか……!?」

「どうして、俺が疑うと思った？　クレブスクルムの魂が封じられていることも、信じたではないか」

「そうですが……でも……わたしは……セレスを」

「無事と聞いたが？　詳しく話せ。魔術師協会で何が起きた？」

　ちら、とレムが地上に視線を向けた。

　兵士たちに動きはない。ディアヴロが現れたので、成り行きを見守っている、という感じだった。

　先頭のラムニテスとシルヴィが、険しい表情を浮かべている。

　レムが口を開いた。

「……魔術師協会の執務室で、セレスと話していたときです。わたしは意識が一瞬、遠くなりました。眠くなるのに近かったです。もともと体調は微妙でしたし、戦ってはいなくても、疲労が蓄積しているのかも──と思いました」

「うむ」

「……ですが、気付いたときには右手に魔術の槍やりが……黒色の」

「《ブラックランス》か？」

　彼女は小さく頭を左右に振る。

「……わかりません。わたしには、そこまでの知識はないので……ただ、もう魔術は発動する寸前でした。どうにか、セレスに当てないよう、標的を逸らしたものの」

「なるほど」

「……わたしには、経験がありましたから、気付いたのです。自分の中に魔王がいる、と。今回のように身体を操られたのは、初めてでしたが」

「クレブスクルムは封印されていた。モディナラームは逃げこんだ。その差かもしれんな」

　こんなイベントは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには存在しなかった。

　レムがうつむく。

「……クレブスクルムは、わたしが死んだとき復活する、と」

「そうだったな」

「どうやら……モディナラームはわたしが眠ったとき、覚醒するようなのです」

　なぜレムばかりが？

　理不尽さに憤りを覚えるが、それより対処を考えなくては。

「クルムなら、解決策を知っているかもしれん」

　彼女は魔王の欠片であり、自身が神に粉砕された頃からの知識を蓄えている。他の魔王の能力にも詳しい。

「……そう、だと……いいのですが……実は、もう限界のようです」

「なんだと!?」

「……も、もう、モディナラームの意識が強くなっていて」

「レム！　しっかりしろ！　お前は優れた冒険者なのだろうが!?」

「……わかっています。わたしにも、矜きよう持じがあります。むざむざ踏み台に……なりたく、ありません……だから……ッ」

　彼女が城壁の外側の縁まで歩く。

　遠くを睨にらんだ。

「……魔族が」

「なに？」

「きっと……彼らはモディナラームが再覚醒することを知っていたのでしょう。そのため、あの場に残っていた」

「かもしれんな」

「……思いどおりには、させません」

「当然だ。お前の中にいる魔王は、我に任せるがいい」

　ふっ、とレムが微笑んだ。

　その顔から、苦く悶もんの色が消えていた。

　晴れやかな表情だ。

「……ありがとうございます、ディアヴロ……わたしは、最期にあなたと逢あえて、本当に幸せでした」

　──最期!?　なにをする気だ、レム!?

　彼女が歯を食いしばる。

　城壁の上から、外側へと身を躍らせ──

　ディアヴロは叫ぶ。




「レム！　死ぬな！」




　その命令に、彼女の首に塡はまっている鉄の輪が反応した。

《隷従の首輪》

　城壁の外へと半ばまで身体を出していたレムが、石になったかのように動きを止める。

　間に合ったか。

　彼女の瞳から涙がこぼれた。

「……なぜ……どうして、死なせてくれないのです、ディアヴロ!?　わたしは……あなたの敵になりたくないのに……」

「我は魔王ディアヴロ！　貴様が何に支配されようと、必ずそれを撃滅してくれる！」

「ッ!!」

　レムの四肢から、力が抜けていく。

　倒れこみそうになった。

　ところが、まるで上から紐ひもで吊つられたかのように、斜めになったままピタリと動きが止まる。

　彼女の身体を黒い靄もやが包みこむ。

　姿が変わっていった。

　頭の横から、角のようなものが伸びる。

　爪もナイフのように鋭利に尖とがった。

　もともと露出は多めだったが、衣服の形が変化して、より際どいものへ。しかも、肌に貼り付けた鱗うろこのような質感に。

　クルムが復活したときの衣装に似ていた。

　まるで、魔王のような……

　変貌したレムの背中から、紫がかった黒色の翼が広がる。その数は左右二対で四枚となった。

　ゆらゆらと形の定まらない煙のような翼だ。その翼の一枚に、黒くろ山や羊ぎの顔が浮かびあがる。

　──モディナラーム!!

　その浮かんだ顔が、口を開いた。




「嗚あ呼あ……汝なんじ、愚かなり。情に溺れ、余よを滅する最後の機を逸すとは」





†






　ディアヴロは魔ま杖じようを構える。

　レムが、モディナラームに乗っ取られたか。

　もしかすると、自分は選択を間違えたのかもしれない……

　だが、後悔はなかった。

「モディナラームよ、我が所有物に手出ししたことを後悔させてやる。貴様を倒し、レムを取り戻す！」

「否。余は完全を超えた」

「む？」

「先程の戦いでの敗北に、二つの理由あり。まず知識の差──余は汝を知らず、汝は余と他の魔王たちに精通す」

　たしかに、それは勝敗を分けた要因だろう。

　ディアヴロはモディナラームの技の数々をおおむね把握していた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで戦った魔王の攻撃ばかりだったから、よく知っていたのだ。

　逆に、相手はディアヴロが魔術反射できることを知らなかった。

　敵陣営には魔族オウロウがいるから、その情報はあったはずだが……

　強さ故の慢心か。

　情報共有がされていなかった。

　例えば、なんの工夫もなくクリアできるようなゲームの攻略サイトなんて作られないし、意見交換をしようなどという者は現れないだろう。

「余は知識を得た。この豹ひよう人じん族ぞくから、汝のことを……」

「なぜ、レムだ？　そんなふうに乗っ取れるのなら、回りくどいことをせず、俺を乗っ取ればよいではないか。まぁ、貴様なんぞに屈する魔王ではないがな！」

　彼女の背から広がる翼がゆらめいた。

「この豹ひよう人じん族ぞくは、器……魔王の魂すら納めることのできる希け有うな存在。空いていたのは余にとっての、僥ぎよう倖こうだ」

　大昔、神がクレブスクルムをレムの家系に封じたらしい。

　そのとき、器としての能力が与えられたのか、器としての能力があったから使われたのか。

　いずれにせよ、クレブスクルムを取り除いたことで、レムの中に空きが出来ていたようだった。

　そして、レムの中に入ったモディナラームは、彼女の記憶からディアヴロの戦い方を知ったらしい。

　もう極大魔術を放ってくるような失策は、期待できなかった。

　モディナラームが言う。

「理由の二つ目──配下の差。大魔王の前に立つ不遜なる魔族はなし。人ひと族ぞくとは、違う」

「ふんっ……勇将の下に弱卒なし、と言うがな？」

　煽あおりはしたが、つまり文化の差だった。

　魔族たちが戦いを眺めているだけなのは〝手助けは無礼〟という価値観があるからなのか。

　レムが自分自身を指差した。

「この豹ひよう人じん族ぞくの記憶によれば……今、汝なんじの配下は、なし」

「ハッ！　愚ぐ物ぶつめ。手勢などおらずとも、この俺が直々に貴様を屠ほふってくれる！」

　ディアヴロは強気な姿勢を崩さなかった。

　しかし、ササラとロゼの前衛が、先の戦いで大きな役割を果たしたのは、間違いない。

　──やりにくいな。

　これまでは、ディアヴロが一方的に敵のことを知っていた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでの知識や、事前の情報収集で、優位に立っていたわけだ。

　今のモディナラームはこちらの事情を熟知していた。

　しかも、獣や幼児のごとく短絡的ではない。

　知性的だった。

　これまでもディアヴロは、策を練ってくる敵に追い詰められたことが、何度かある。領主ガルフォードや、聖騎士長バドゥタなど……

　能力値パラメーターが高いだけの敵よりも、頭を使ってくる相手のほうが手強いのだった。

　モディナラームが断言する。

「余よの敗北は、無し。必然、勝利せしめる！」

　レムが右手を掲げた。

　そこに漆しつ黒こくの大剣が現れる。

《ゴッドブレイカー》

　接近戦に持ちこむつもりだった。

　魔術が反射されるのだから、当然の選択か。

　ディアヴロはモディナラームが話している最中も、戦いの先の先を読んでいた。

　命令する。




「魔王ディアヴロの名において命じる！　レムよ、動くな！」




　また《隷従の首輪》が発動した。

　彼女が大剣を構えたまま、身体を硬直させる。

「がっ……何と!?」

　レムを操り、漆しつ黒こくの大剣で斬りかかってこようとしていたモディナラームが、驚きよう愕がくの声をあげた。

　──よし！　大魔王ですら、そう簡単に《隷従の首輪》は解除できない。

　彼女の身体は、ディアヴロの支配下にあった。

　命令に従わせるのは本意ではないが、他者に操られているとなれば、話は別だ。そのうえで、ディアヴロは全力で見下してやる。

「クックックッ！　知識を得ても、使い方がわからぬ山や羊ぎ頭には、意味がなかったな！　レムは我に隷従している。その身体に入っているかぎり、貴様もこの魔王ディアヴロの下僕だ！」

「ぐぐっ……これほどの強制力が……!?」

「動くなよ、レム。今すぐ、その目障りな翼を粉砕してくれる」

　ディアヴロは右手の拳を握った。

　──接触系の魔術を？　いや、《マトイイズナ》も《アブソリュートゼロ》も、あの黒色の翼だけでなく繫つながっているレムにまで重大なダメージを与えてしまう。

　ならば、《ダークネスカノン》か。

　貫通力の高い砲弾を撃ちこむ魔術だ。

　レムに当たらないよう、至近距離から叩たたきこむ！

　一瞬で戦術を選び、駆けた。

　肉薄する。

　彼女の背から広がっている翼が、その形を変化させた。まるで巨人の拳のような形態へと。

「必勝なりや、余よは！」

　レムの身体は《隷従の首輪》で行動を制限できるが、その身体の外に出ているモディナラームは、当然のように攻撃してくる。

　翼が巨大な拳と化して、突き出されてきた。

「そうだろうな！　それしかあるまい！」

　予想していたため、ディアヴロはあっさり回避する。

　それでも、わずかに触れられた。

　肩をかすめただけで、上半身が丸ごと持っていかれそうなほどの衝撃を受ける。

　戦士としての修行をしていなければ、今の攻撃を受けて終わっていただろう。

　モディナラームにしてみれば、たんなる牽けん制せいかもしれないが、ディアヴロにとっては致命的になりそうな一発だった。

　喩たとえるなら、手の届きそうな距離から、急にトラックが突っこんでくるようなものだ。

　──今の装備で防御できるか？

《トネールアンペラール・リベレ》で受け流すことは？

　可能かもしれないが、失敗したときは即死だろう。リスクが大きすぎる。

　レムの背中から、黒い怪物が姿を現した。

　黒くろ山や羊ぎの頭に、ゴリラのような肉体──ただし、昼間に戦ったときとは様子が違っている。

　輪郭が定まっていなかった。

　霧というか、オーラというか。

　魔力の塊？　あるいは、霊体とでもいうべきか？

　ディアヴロは似たような性質のモンスターが、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにいないか、記憶を漁る。

　少なくとも霧化する魔王は実装されていなかった。

　しかし、不定形となるモンスターは何種類か存在する。

　形を持ったときには物理攻撃が通じるが、基本的には魔術が有効なはず。

　──だが、小技で性質を見極めていくべきか。

「《ライトニングアロー》ッ!!」

　光弾が飛んだ。

　魔王に放つには、威力が物足りないが、弾が速くて命中精度が高い。

　巨大な拳で、殴られ霧散した。

　黒山羊の頭が目を細くする。

「そう……汝なんじは、この人ひと族ぞくを傷つけない……故、極大魔術は使えまい」

「あれこれ考えるものだ」

「勝利こそ、至高！」

「うむ、それだけは同感だな」

　ディアヴロは地面を蹴って、距離を取った。

　ひとつ、うなずく。

「モディナラーム、貴様は三つ勘違いをしている」

「……」

　山羊頭の表情から思考は読み取れないが、相手の動きが止まった。

　ディアヴロは指を一本立てる。

「レムを操っていることで、我の極大魔術を封じたつもりだろうが……そもそも、貴様を倒すのに、そのような大おお袈げ裟さなものは必要ない」

「虚言を……」

「聞け──もう一つの勘違いは、我は戦い方の全てをレムに教えているわけではない、ということだ」

「む!?」

「こういう用意もある！」

　ディアヴロはポーチから筒を取り出した。

　忸じく怩じたる思いだ。

　使う直前、奥歯を嚙かみしめた。

「くっ……この俺が……こんなものに、頼ることになろうとは……ッ!!」

　──ガチャ産の課金アイテムなんぞに!!

　筒が、ボンッ！　と音をたてる。

　光る球体が打ち上がった。

　周囲が、青白い輝きに照らされる。

　山や羊ぎ頭が傾いた。

「照明なるや？」

「まぁ、やはり、レムは知らなかったか。そうだろうな」

　ゲーム内ですら希少なＳＳＲ級ガチャ産アイテムなのだから。

　ガチャにおけるＳＳＲ級の排出率は３％だ。そのうえ、アイテムの種類はＳＳＲ級だけでも３００を軽く超える。一つ一つの確率は計算したくもなかった。

　上空に浮かぶ青白い球体は、まるで月のよう。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめる。

「モディナラームよ……レムを操るなどという搦からめ手てを使ったのは貴様が先だ。よもや卑ひ怯きようなどとは言うまいな？　まぁ、のたまったところで嗤わらってやるだけのことだが」

「この光、如い何かなるや!?」

「クックックッ……教えてやろう、こいつは《領域改変弾カスタマイズボム》という。この場に、ある条件を適用する魔導器だ」

「ある、条件？」

「心せよ──条件は《物理制限フイジカルリストリクター》！　今から、この場は、物理攻撃90％低下となる！」

「…………!?」

　表情の読めないモディナラームだが、その絶句から、動揺が伝わってきた。

　ディアヴロは駆けだす。

「そして！　貴様の勘違いの、三つ目は──この俺に勝てると思っていることだ！」

　再び手の届く距離へと詰めた。

　モディナラームが巨大な拳を振り回す。

「オオオオオッ!!」

　吼ほえた。

　ディアヴロは向かってくる巨岩のごとき拳に対し、真っ正面から自分の右拳を叩たたきこむ。

「《ボルケーノカノン》ッ!!」

　右拳から、魔術による灼しやく熱ねつのマグマが噴出した。

　両者の拳が拮きつ抗こうする。

　通常の環境ならば、モディナラームの拳は超高熱に焼かれようと、その理不尽なまでの威力により、マグマを吹き飛ばし、ディアヴロの上半身を打ち砕いていただろう。

　しかし、今だけは威力が大幅に減少している。

　ディアヴロは目を見開いた。

「ククク……モディナラームよ、物理攻撃は減少すると教えてやっただろう？　殴る以外の芸はないのか？　魔術を撃ってきたらどうだ？　まぁ、我は反射してしまうがな！」

「グッ……ディアヴロォォォォッ!!」

　押されかける。

　──一割に減らして、これほどの強さとは！

　しかし、これで仕留める！

「《ロックカ……ッ!?」

　相手の姿が、急に視界から消えた。

　一瞬、ディアヴロは混乱する。

　今のモディナラームが、それほど速く動けるわけがなかった。なぜなら、脚となっているのはレムだからだ。彼女には動かないよう、命令してある。

　浮遊感があった。

　そして、地響きのような轟ごう音おんが続く。

　──城壁が崩れた!?
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　ブーツ《虚空の舞踊》の飛ひ翔しよう魔術を使ったままにしておいたのが、幸いした。

　崩れる城壁に巻きこまれずに済んだ。

　ディアヴロは街の外の地面に降り立つ。

　城壁は長さ１００メートルくらいに亘わたって横倒しとなり、街の中では人々が大騒ぎしていた。

　そして、黒色の翼を羽ばたかせ、レムの身体ごとモディナラームが降りてくる。

　相変わらず、レムは操られたままか。

　彼女の背中から生えた翼が、また山や羊ぎ頭のゴリラの形となった。

　ディアヴロは考える。

　──街の西では、多くの魔族が戦いを眺めている。そこへ飛んで逃げられたら、やや面倒だったがな。

　今の形態のせいか、《物理制限フイジカルリストリクター》のせいか、飛行速度は遅い。

　仕切り直しとなったが、形勢は変わらなかった。

　もう一度、接近して、今度こそ。

　拳を握りしめた。

　モディナラームがうめく。

「おのれ……」

「む？」

「余よは！　大魔王！　数々の魔王を吸収し！　《始祖の魔王》に至りし、究極の魔王！　最大の魔力！　最大の膂りよ力りよく！　最大の魔王軍！　それが……人ひと族ぞくごとき！　人ひと族ぞくごときに!?」

　巨大な手が、小さな山羊頭を抱えた。

　みしみし、と音がする。

　頭が歪ゆがみはじめた。

　血の出るような声で、モディナラームが叫ぶ。

「何な故ぜなるや!?　この大魔王が、劣勢!?　何故だぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ディアヴロは言い放つ。




「貴様の準備が、足りなかったからだ」




「ぎいぃぃぃやあぁぁぁぁぁぁぁッ!!　ディィィアヴロォ……オ……オゴッ！　オゴゴ？　オゴゴ……オッ!?」

　ぶしゅっ！　と山羊頭が割れた。

　血が飛び散る。

　自らの大きな両手で、頭を押し潰した。

　──自害だと？

　しかし、嫌な気配は消えていない。

　なにより、レムの意識が戻っていない様子だった。

　──クソ！　次は何が起きている!?

　今、彼女を取り戻すべきか!?

　一歩、前に出たとき、レムの身体から、黒色の蛇が飛び出してきた。

「うっ!?」

　咄とつ嗟さに放つべき魔術を迷ってしまう。

　射線上に、レムがいる。

　貫通したら、彼女にダメージが……

　しかし、威力が低ければ、防ぐことができず自分が……

　真上から雷光が落ちてきた。

　雷が黒蛇を射い貫ぬく。

　続けて、女の子の大きな声が響いた。

「下がれぇ、ディアヴロ！　巻きこまれるのだー!!」

「クルム!?」

　──レムを残してか!?

　そう思ったが、今は彼女を信じる。街のほうへ飛ひ翔しよう魔術で戻った。

　直後、判断の正しさを知る。

　レムから何匹もの黒蛇が、溢あふれ出だした。どんどん増えて、レムの姿が見えなくなってしまう。

「なんだ、あれは!?」

「《乱心の魔王モディナラーム》が本性を現したのだ！」

　駆け寄ってきたクルムが言った。

　一緒に、シェラも来ている。

「レムは!?　レムはどうなっちゃってるの!?」

「落ちつくのだ、シェラ！　モディナラームが中におるのだから、無事ではあるだろう。復活の準備が整っていないうちに器が壊れたら、さしもの魔王とて消滅してしまうからな！」

「クルムちゃんが何を言ってるか、よくわかんないよ!?」

「あー、つまり、レムが死ぬとモディナラームも死ぬから、生かしてるはずなのだ」

「え……？　それじゃ、モディナラームを倒すには、レムが死ななきゃいけないってこと？」

　クルムが頭を左右に振った。

「させぬわ！　マオーなら、ヤツをレムから引きずり出せるからな！」

「やった！」

「しかし、モディナラームもそれは知っているのだ。レムを踏み台にしても、ディアヴロに勝てなかった。もはや、器は弱点でしかない。次なる形を求めて、あのようなことになったのだろう」

　ディアヴロは問う。

「クルムよ、ヤツは何を始めた？」




「魔力を搔かき集あつめる気なのだ。ディアヴロに勝てるくらい強大な身体を手にするために。それが自らの破滅であると知っているはずなのにな」




「どういうことだ？　魔王は無限に魔力が湧き出てくるのではないのか？」

「うむ、元気なら無限なのだ！　しかし、モディナラームは本来の肉体を破壊されて、レムの中に逃げこんだ。残っていた魔力ではディアヴロに勝てなかった」

　そんな状態だったのか。

「魔力を集めるとは？」

「はじまったのだ。見れば、わかる」

　クルムが指差した。

　無数の黒蛇が、魔族たちのほうへと向かう。

　悲鳴があがった。

　叫び声。

　魔術や武技による爆発も起きた。

　それでも、黒蛇が止まることはなく。次々と、魔族や魔獣たちが喰くわれはじめた。

「うっ……」

　シェラが口元を押さえる。

　ディアヴロとて背筋を冷たい汗がつたい落ちた。

「魔力とは……魔族たちのことか!?」

「幸いだったな？　人ひと族ぞくには、そう強い魔力を持った者がいないから、あっちに行ったのだ」

　あれだけの数の魔族や魔獣なら、さぞ魔力も多いだろう。
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　黒蛇が現れたとき、大将軍オウロウが一番最初に飛び去った。

　参謀のラズプーラスは叫ぶ。

「いかん！　待避！　逃げるのです！」

　魔獣使いのマヌエラが、足下の甲羅を叩たたいた。

「グランドタートル、逃げて」

「もう、この大亀じゃ、間に合いませぬ！」

　ラズプーラスはマヌエラを脇に抱え上げる。巨大な亀から、甲羅を滑るように駆け下りた。

　魔族や魔獣たちは、大半が逃げていない。

　何が起きるのか、と眺めていた。

　彼らは個々の戦闘力が高い。そのため、恐怖心や警戒心が薄かった。

　──全滅だ。

　ラズプーラスは駆け出す。

　軍団の先頭にいた大型の魔族が、まず黒蛇に吞のまれた。

「大魔王様!?　なん、で……」

　悲鳴があがり、他の魔族も。次に魔獣が。

　マヌエラが顔を青ざめさせた。

「どうして、大魔王様が!?」

　ラズプーラスは重い身体を必死で運び、逃げる。

「あれは、もう大魔王様ではありませぬ！　魔力を欲するだけの、毒蛇ですぞ！」

「司祭ともあろう方が、不敬では!?」

「その説教、ここを生き残れたら、聞きましょう！」

　カエル頭の太い魔族が、ばたばたと脚を動かして、駆けた。速くはないが、黒蛇は他の魔族や魔獣を貪り食っている。

　森の中へと逃げこんだ。

　その直後──

　ラズプーラスたちの頭上を黒い影が覆う。

「あ……」

　黒蛇だった。
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　シェラが声をあげる。

「また、形が変わるよ！」

「うむ！　どうやらアレが、モディナラームの選んだ、最期の姿なのだ！」

　ふんぬ、とクルムが鼻息を荒くした。

　城だ。

　ディアヴロには見覚えがある。

「……魔王城だ」

　といっても、本物はもっと大きいだろう。ゲームでは城塞都市ファルトラよりも、魔王城のほうが大きかった。

　物語中盤の街より、最終ダンジョンのほうが広いのは当然だが。

　槍やりのような塔が何本も建ち並び、高い城壁に囲まれている。正面の門が、ギギギと音を立てて開いた。

　クルムが言う。

「おそらく、ディアヴロを呼んでいるのだろうな」

「む……」

「あの中ならば勝てる、とモディナラームは考えて……いや……もう思考などと呼べるものは、吹っ飛んでおるか。ただ、キサマと戦いたいだけなのだ」

「レムも、中に？」

　クルムがうなずいた。

「うむ。マオーはレムとずっと一緒だったからな。ニオイでわかるぞ」

　その頃になって、街から他の連中も出てきた。

　といっても、もう城壁は瓦が礫れきの山と化しているから、荒野と街の境きよう界かいは、曖昧になっているのだが。

「やあ、ディアヴロさん。大変なことになってるね？」

　シルヴィだった。

　ラムニテスも一緒だ。

「なんなのだ、あの城は？　いつの間に？」

「大魔王モディナラームの成れの果てだそうだ」

　ディアヴロの説明に、ラムニテスは信じられないという顔をしたが、否定はしなかった。

　シルヴィがクルムに訊たずねる。

「あれって、魔力の塊だよね？　肉体もなしに、そんな長いこと維持できるものかい？　本物の魔王の意見が聞きたいなー」

　サラッと〝偽物の魔王もいる〟と言ってませんか、それは？　とディアヴロは思ったが、黙っておく。

　クルムがうなずいた。

「うむ！　あれは魔族たちから集めた魔力で作ったが、端から霧散しているのだ！　たぶん、明日には消えてなくなるだろうな」

「やっぱり！」

「だが……それを待っておったら、この街は無事では済まんぞ？」

「あー、やっぱり？」

　シルヴィが頭を搔かいた。

　よく見れば、偽魔王城から、また黒蛇が湧き出している。そのうえ、ゆっくりだが、城が近付いてきていた。

　ラムニテスが睨にらみつける。

「あの速力なら、一時間でファルトラ市に接触する。黒蛇がどれほど伸びるかわからんが、魔銃マギガンと同じくらいの射程とすれば、三十分ほどで街中に届くであろう」

　彼女は砂船を駆る魔銃使いマギガンナーだ。そのあたりの目測は信用できる。

　残念ながら、このままでは無事に朝日を拝むことさえ、できそうになかった。

　ラムニテスが背後に控えている地方騎士たちに命令を飛ばす。

「負傷者を優先して、住民を東門に避難させよ！　王都側へ逃げたい者は、出してやれ。ただし、避難の護衛に回す兵はない。総員、この場を死守せよ！」

「了解！」

　シルヴィが目を丸くする。

「アレと戦うの!?　魔王軍を丸まる吞のみしちゃった大魔王だよ!?」

「敵が何であれ……結界の塔は、八のうち六が健在か補修可能だ。二塔なら三日で仮設できる。魔術師協会の中央塔も無事だ。このファルトラ市は人ひと族ぞくの領土を守るため、絶対に失ってはならない！　もし突破されれば、たとえ大魔王が消えたとしても、他の魔族が無防備な街を蹂じゆう躙りんするだろう。それとも、後詰めの魔族などいないと断言できるのか？」

「んー……正直、いると思うよ」

　慎重派で、なかなか前に出てこない魔族というのも、いるものらしい。

　軍隊と冒険者たちは、街を防衛か。

　慌ただしく駆けていく地方騎士たちと入れ替わるように、こちらに走ってくる者がいた。

　シェラが手を振る。

「ロゼさん！　エデルガルトさん！」
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　ディアヴロの前でロゼが深々と頭を下げた。

「大変申し訳ございません。このロゼに何なりと処罰を。マスターが戦っているときに、眠っているなどと……」

「よい、休息は必要だ。ササラはどうした？」

「どうしても、起きませんでした」

　──マジで!?

　微妙な空気が一同に流れる。

　人ひと族ぞく存亡の危機だというのに、夜は寝る時間か!?

　ふと、ディアヴロは思う──そういえば、神に選ばれし者のような大だい主しゆ神しん官かんルマキーナは〝自身には治癒の奇跡が効かない〟という特殊なハンディを背負っていた。

「まさか、とは思うが……まぁ、無理はさせるな。剣は研いでこそ輝くものだ。必要だというなら寝かせてやれ」

「畏かしこまりました」

　一方、エデルガルトは複雑そうな表情で、偽魔王城を見つめていた。

「…………」

「どうしたのだ？」

　クルムの問いに、魔族の少女がうめく。

「いっぱい～、仲間……消えた……ました」

「ああ、そうであったか。キサマは魔王城の魔族だったな」

「はい……でも……えー……うー……」

　エデルガルトが言葉を探した。彼女は会話をするのが、やや苦手だ。

　誰も急かさなかった。

　やっと、一言。

「無念？」

「うむ……そうだな」

　エデルガルトのつぶやきに、クルムが目を閉じ、二人は一拍ほど黙った。

　それから、パンッ！　とクルムが手を叩たたく。

「さて！　ディアヴロよ、もう御託はたくさんであろう？　決めるがよい！　キサマはどうするのだ!?」

　ディアヴロは全員を見回した。

　シェラ、クルム、エデルガルト、ロゼ、シルヴィ、ラムニテス……

　それから、魔王城を。

　──レム。

「当然、我は所有物を取り返す！　モディナラームも決着を望んでおるようだしな」

　クルムがニヤリと笑った。

「それでこそ、マオーの主なのだ。核を破壊せねば、どうせアレは止まらぬ。やっつけろなのだ！」

　あれ、とシェラが首を傾げる。

「クルムちゃん、行かないの？　みんなでレムを助けに行くんじゃないの？」

「俺が一人で行く」

　モディナラームの強さは、充分に理解していた。

　おそらく、城内では《物理制限フイジカルリストリクター》の効果がなくなっている。《領域改変弾カスタマイズボム》の光が届かないからだ。

　先程と同じような戦いになれば、周りを守っている余裕はなかった。

　そういえば、とディアヴロは指示しておく。

「今、この周辺は、物理攻撃が意味をなさない。剣や槍やりを使う者は、魔術攻撃化するよう魔術付与しておくがよい」

　実は、このことにモディナラームが素早く気付いたら、また別の対策が必要だった。

　なまじ地力があるから、工夫に頭が回らなかったのだろう。

　シルヴィが難しい顔をした。

「無茶だ、ディアヴロさん！　兵士も冒険者も大半が物理攻撃なんだ。そして、魔術攻撃化の付与なんて高等魔術だから……ボクが数人に付与するのが、やっとだよ!?」

「む……」

　想定外だ。

　そういえば、この異世界の魔術付与なんて調べたことがなかった。

　ディアヴロ自身は《魔王の指輪》で魔術付与を反射してしまうため、余計に興味が薄い。

　戦力の大半が無力だとすると、あの黒蛇から街を守るのは難しいか？

　背後から、声があがる。




「その魔術付与、私が引き受けましょう」




　振り返ると、地方騎士と魔術師たちの一団が近付いていた。ザッと囲みが左右に分かれる。

　美しい女性が笑みを浮かべた。

　長い杖つえを持っている。

「ディアヴロさん、お久しぶりですわね」

「セレス!?」

　愛称で呼んだせいか、護衛の魔術師たちが眉をひそめた。

　彼女の隣には、ガルフォードもいる。

「状況報告は受けている。魔術師協会が全面的に協力してくれることになった。ここは任せたまえ……まだ人ひと族ぞくは存亡の危機に瀕ひんしている。あの魔王城モドキを止められなければ、我々に勝利はない」

「ガルフォードよ、偉そうに出てきたが……貴様は役に立つのだろうな？」

「試してみるかね？」

　殺気に衰えはなかった。

　失っていたはずの腕も元に戻っている。

　あれだけの負傷と消耗から、半日も経たずに復帰するとは！　これが大戦の経験者というものか。

　セレスが間に割りこんできた。

「ディアヴロさん」

「む？」

「私、がんばります」

「あー、うむ、そうだな……まぁ、小物たちを手伝ってやるがよい」

　彼女の間延びした口調は、ピリピリした雰囲気を和ませる。この状況では、良くも悪くもだ。

　セレスが言う。

「お願いいたします、ディアヴロさん……どうか、レムさんを助けてください」

「本気か？　お前はレムに殺されかけたのだろう？」

「レムさんは、そんなことをしません。あれは大魔王の仕業なのです。あの子は、責任感が強く、我慢強く……孤独なのです。私、レムさんが本当の意味で自由になれたらなあ、と思っているんです」

　彼女の言葉は、魔術師にもかかわらず神に祈るかのような響きだった。

　言われるまでもない。

　ディアヴロは魔ま杖じようを取り出した。

「全て、任せておくがいい！」





第五章　全力を出してみる




　ディアヴロは飛ひ翔しよう魔術で浮いた。

　魔王城に上空から接近する。

　城にある窓から、黒色の蛇が生えていた。うねうねと動いている。

　モディナラームが門を開けたくらいだから、招き入れるつもりなのかと思ったが……

　そう甘くなかった。

　黒蛇が次々と襲いかかってくる。

「我の、邪魔をするな！　《エクスプロージョン》ッ!!」

　ディアヴロは魔術を放った。魔族たちとの戦いを見ていたので、黒蛇の個々の強さは把握している。

　一本一本が、だいたい大型の魔族くらいか。

　低レベルの魔術では倒しきれないが、進む隙間をこじ開けるくらいはできた。

　強力な魔術を使えば、確実に一撃で吹き飛ばすことができる。

　ただし、そうした大きな魔術は隙も大きかった。四方八方から間断なく攻撃を受けるような状況なら、回避を優先し、必要最小限の攻撃で済ませるのが基本だ。

　レムを助けたいという気持ちは強い。

　皆の声援を受け、胸の奥には沸騰しそうな想いがある。

　しかし、突撃する勢いとは裏腹に、ディアヴロの頭は急速に冷えていった。

　目まぐるしく動きまわる無数の黒蛇を、ことごとく把握し、最も効率的な位置に魔術を撃ちこむ。

　ときに迂う回かいし、ときに強引に……

「抜けた！」

　ディアヴロは淡々と作業のように切り開き、黒蛇の防御網を突破した。

　モディナラームの成れの果て。

　偽の魔王城に辿たどり着つく。

　一ひと際きわ大きな黒蛇が、まるで門番のように立ちはだかった。

　人ひと族ぞくどころか、巨人すら丸まる吞のみしそうな口こう腔こうが音をたてて開かれる。剣のような歯が並んでいた。

　ガアァァァァッ!!

　ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を振る。

「消し飛べ！　《フレアバースト》ッ!!」

　黒蛇の口内から、胴体の奥へと、爆発が連続した。

　内側から破裂する。

　魔族が死ぬときと同じように、黒蛇は光の粒子へと変わって、消滅した。

　──まあまあの強さだな。

　ロゼやクルムなら問題なく勝てるだろう。ラムニテスもか。

　しかし、シェラやエデルガルトは、一対一だと荷が重いかもしれない。シルヴィは不明だ。重傷から回復したばかりのガルフォードも怪しい。

　兵士や冒険者たちが戦えば、かなりの犠牲者が出るだろう、と想像がついた。

　焦りは禁物。

　それでも、この魔王城がファルトラ市に近付く前に、モディナラームを止めなくては、とディアヴロは思う。

　開け放たれたままの門をくぐった。

　偽の魔王城の中へと踏み入れる。

　空気が濁った。




　獣が吐いた息のような、生臭さがある。

　この偽魔王城は、モディナラームの成れの果てだ。

　つまり、ディアヴロは相手の体内に入ったようなものだった。

「《ライト》」

　数歩先へ、光の魔術をかける。

　周囲が照らし出された。

　真っ平らな廊下が、奥へと続いている。そっけない壁に、カーテンが掛けられていた。

　窓があるわけではなかろう。

　だとすると、何かを隠しているのか。

　カーテンが揺れた。

　風？

　そうではない。

　めくれあがったカーテンの向こう側から、人より大きな甲虫が飛び出してきた。

　ディアヴロは反射的に魔術を放つ。

　ほぼ自動的だった。

　驚くと同時にショートカットキーを叩たたく癖が、この異世界では魔術の詠唱となって表現される。

「《エクスプロージョン》ッ!!」

　甲虫を吹き飛ばした。

　そいつも、光の粒子となって消滅する。

　──体内に魔獣を飼っているのか。

　たんなるダンジョン攻略なら、牽けん制せいの魔術を撒まき散ちらしながら進むところだ。

　しかし、ディアヴロは先を急ぎつつも慎重に歩く。

　レムを攻撃に巻きこんでしまわないように。

　廊下の奥の扉を蹴り開けた。

　広い空間だ。

　その中で、影が動く。

「《ライト》ッ!!」

　ディアヴロの放った光の魔術に照らし出されたのは──

　グルルル……

　獅し子しの頭と胴体に、鷲わしの翼、蛇の尻尾。

　ディアヴロは舌打ちする。

「キメラか。面倒なヤツを抱えているではないか」

　この魔獣は魔術無効化の結界を持っていた。そのうえ、物理攻撃に対する防御力も高い。

　可能なら戦闘を回避したいモンスターだった。

　しかし、キメラに追いかけられると、より面倒な事態になるだろう。

　ディアヴロは《トネールアンペラール》を剣へと変形させた。

「フッ……よかろう。戦士系をレベルアップさせたものの、まだ実戦では試したことがなかったからな。いい機会だ」

　時間が惜しい。初手から、全力を出す。

　キメラが吼ほえた。

　飛びかかってくる。

　ディアヴロは魔剣を構えた。

「《ヒートソニック》ッ!!」

　いきなり、八連続の武技を叩たたきこむ。その攻撃が、魔剣によって七重化された。

　頑強なキメラを、あっさり光の粒子へと変えた。

　ディアヴロは自分の手にした魔剣を見つめる。

　──こうも簡単にキメラを倒せるとは！

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、何度も手を焼かされたモンスターだった。それなのに。

　とはいえ、絶大な攻撃力と引き換えに、Ｓ気Ｐ力を膨大に消費した。

　ＭＰ精神力と違って、しばらくすれば自動的に回復するが……

「む……？」

　広い空間の奥から、ひたり、ひたり、と足が床を踏む音が聞こえた。

　ディアヴロは苦笑いする。

　──まぁ、黒蛇もいっぱいいたもんなぁ。

　キメラが何体も、こちらを囲むように現れた。

　グルルルル、グルルル、グルルル……

　ディアヴロは剣を握りしめる。

「急いでいるのでな、遊んでやる暇はない。まとめて、かかってこい！　八つ裂きにしてくれる！」
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　ＨＰ生命力もＭＰ精神力もポーションで回復した。

　しかし、芯に積もった疲労は、ディアヴロの手足を重くしている。

　──この俺としたことが、ラスボスのダンジョンで、集中力の低下を？

　自分の身体を使っているせいで、神経が摩耗するのか。

　ゲームと違って、本当に命がかかっているせいか。

　今までに経験がないほど連続した強敵との戦いによって、磨すり減へっている感覚があった。

　また、扉が開いている。

　誘導されているのか。

　──罠わな？

　だとしても、進むしかない。

　天井が見上げるほど高くなった。

　今までの狭苦しい廊下や、横に広いだけの部屋ではない。歩きすぎて、外へ出てしまったのかと思った。

　天井はドーム状になっており、中央には水晶が逆さまに生えている。それが光って、この場を照らしていた。

　水晶の真下──

　青白い玉座があった。

　冷気がディアヴロのところまで漂ってくる。それは、氷の玉座だった。

「レム」

　氷の玉座に、彼女が座っている。

　もう頭の角や、背中の翼や、刃物のような爪はない。服装まで元に戻っており、首には鈍にび色いろの《隷従の首輪》が嵌はまっていた。

　瞳がこちらを向く。

　彼女が生きていることに、ディアヴロは安あん堵どした。

　もう一度、呼びかける。

「レム」

「……ディアヴロ」

　薄い色の唇をかすかに動かした。

　駆け寄りたい衝動はあるが、何の邪魔もないことが逆に気になる。

　奥にチーズを置いたネズミ取りを連想した。レムはチーズで、ディアヴロはネズミだ。

　彼女は動かない。

　当然か。

　先程の戦闘で〝動くな〟と命令した。それを解除する前に、訊たずねておくべきことがある。

「モディナラームは？」

「……もう、わたしの中にはいません」

　真実だろうか？

　レムなら噓うそを言わないだろう。

　しかし、彼女をモディナラームが操っていて、虚言を吐いている可能性もあった。

　彼女が沈んだ声で、言う。




「……置いていってください」




　最初は、聞き間違えたかと思った。

「な、なにを言っているのだ、レムよ？　冗談ではないぞ」

「……はい、冗談ではありません。わたしは、あまりに……役立たずです。冒険者なのに、あなたに何度も迷惑を」

「下らぬことを言うな。俺は俺のやりたいことをやっているだけだ。貴様を助けたつもりなどない。我は魔王だぞ？　勘違いも甚だしい！」

　ディアヴロは強めに言ったが、どれくらい伝わっただろうか。

　レムが苦しげにうめく。

「ううぅ……わたしは役立たずなうえ……恩人であるセレスの命を危うく……」

「そのセレスから、お前を無事に連れ戻すよう頼まれた。言いたいことは本人に言うがいい。街に戻ってからな」

「……シェラだって……わたしなんて」

「なにを馬鹿な」

　カフェの約束をしたくらいの仲だというのに。

　レムが声を絞り出す。

「だ、だって……ディアヴロは、シェラを選んだではありませんか」

「選んだ!?」

「……エルフの王に……シェラと……け、結婚を……ッ!!」

　思わず、のけぞってしまった。

　こんな場所で、それを言われるとは思わなかった。いや、こんな状況だからこそか。

　レムを引きずってでも街へ連れ帰るか？

　それで、彼女を助けたと言えるだろうか？

　ディアヴロは深呼吸をした。

　空唾を吞のみこむ。

「あー……レムよ……貴様の言いたいことは理解した。ひとつ、訂正しよう。我は、お前を助けにきた。役に立つとか立たないとか、そんなのは関係ない」

「……」

　彼女が怯おびえたような顔で、続く言葉を待っていた。

　ディアヴロは、あるアイテムをポーチから取り出す。

　銀色の指輪だった。

　レムが目を瞠みはる。

　ディアヴロの心臓は、今日のどの戦闘より、バクバクと脈打っていた。

「こ、これを……受け取るがいい。いや、受け取ってくだ……いや、我は魔王であるからして」

　魔王ロールプレイのまま、指輪を渡すなんて、ちょっと無理か。

　しかし、高圧的に押しつけるのは、違う気がする。

　ディアヴロなりに考え、レムにも渡したほうがいいと判断したから、わざわざ宝物庫から持ってきたのだ。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの当該イベントはカップル専用だったから、入手できた指輪は二つあった。

「ええい！　レムよ！　受け取るがいい！」

「……嬉うれしい」

　レムの目元に涙が浮かぶ。

「え？　そう？」

　あまりに素直に喜んでもらえたせいで、ディアヴロは驚いてしまった。

　じわじわと恥ずかしくなる。

　レムが首を横に振った。

「……でも……やはり、行けません。わたしの中にモディナラームがいないことを、どうしても証明できないのです」

「むっ」

　その危険は、ディアヴロも感じていた。

　自分だけでは済まない。ファルトラ市に連れ帰ったレムが、実はモディナラームだったら？

　一つの街だけでなく、人ひと族ぞくの存亡にも関わる。

　──いや、ここは指輪を手にして〝おまえを信じる〟とか言って、目の前まで歩いて、彼女の手に指輪を嵌はめてやるべきか？

　ぶんぶんと頭を横に振った。

　──そんなの、心臓を貫つらぬかれるＢＡＤエンドのフラグじゃないか!?

　ロマンチシズムに流されて思考停止し、危険な行動を取るなんて、ゲーマーとして許されない！

　確証もなしに死亡エピソードに進むなんて、ディアヴロにはできなかった。

　感情優先は恥ずべき怠惰だ。

　まして、自分の背後には、大勢の人の命がかかっている。レムを助けるのと同じくらい、魔王城と化したモディナラームを倒すことは重要だった。

　熟慮する。

「………………」

　モディナラームはレムの記憶を覗のぞけるのだから、ディアヴロがどんな質問をしようとも完璧に答えるだろう。

　答えられない質問は、レムも知らないということだ。

〝自分の中に魔王がいないことを証明せよ〟

　──不可能では？　悪魔の証明だ。存在しないことを証明できないのは、元世界だと常識だ（残念ながら、理解していない者もいるが……）

　身の潔白を証明しろ、と迫るなんて、外道な聖騎士と同じだった。

　レムに触れて魔力を視みれば確実か？

　しかし、モディナラームが中に潜んでいたら、極めて危険だ。手が届く距離から攻撃されたら、防ぎようがなかった。

　今、話しているのは、レム本人か？　モディナラームが操っているのか？

　ハッ！　とディアヴロは気付いた。ちょっとした閃ひらめきから、細い糸を辿たどっていくように思考を深化させる。様々な角度から検討しても、間違いなかった。

　念のために確認しておく。

「レムよ、潔白を証明できたら、おとなしく帰るか？」

「……できたなら……無理だと思いますが」

　彼女の声は暗かった。

　ニヤリ、とディアヴロは唇を歪ゆがめる。

　思い切り、片手を振った。




「よかろう！　レム・ガレウよ……召喚獣を喚よぶことを、許す！」




　彼女が目を見開いた。

「……喚ぶことを命じるのではなく、許す……なのですか？」

「うむ。先の〝動くな〟という命令を部分的に解いた。本人ならば、喚べるはずだ。モディナラームが操っているのならできまい。元素魔術は使えるようだがな」

　操られたときのレムは、セレスを元素魔術で襲った。

　元素魔術も召喚術も同じく魔術だ。術者の意思がなければ、召喚はできない。

　もしも、他人が身体を操って召喚クリスタルを割ったところで、召喚獣は喚べないのだった。

　レムが氷の玉座から、立ち上がる。

「……さすがです、ディアヴロ」

　彼女がポーチから召喚獣のクリスタルを取り出す。

　掲げた。

「レム・ガレウの名において、命じます──来なさい！　《アイアンゴーレム》ッ!!」

　床に叩たたきつける。

　青色のクリスタルが砕け散り、空気が渦を巻く。白い煙が包みこみ、霧散する。

　無骨な鈍にび色いろをした巨像が、彼女の隣に立っていた。

　彼女はアイアンゴーレムをなでる。

「……わたしは、レムです」

「そのようだな……全ての命令を解く」

《隷従の首輪》の戒めが消えた。

　床を踏みしめるように、ゆっくりと彼女が歩いてくる。

　緊張した面持ちだ。

「……ディアヴロ……先程の言葉、信じていいのですか？」

「我は異世界より来た真の魔王！　虚言など使わぬ！」

　今さら、やっぱり恥ずかしい──などと言えるはずもなかった。

　目の前まで来たレムが、左手を差し出す。

「……」

　指が震えていた。

　それほど感情が昂たかぶっているのだろう。

　ディアヴロも緊張を押さえこまなくてはならなかった。

　左手で、彼女の左手を支える。右手に持った結婚指輪マリツジリングを、その左薬指へと嵌はめた。
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　ドン！　と天井から大きな音がした。

　慌てて、ディアヴロはレムを抱きかかえるようにして、身を躱かわす。

　瓦が礫れきと一緒に、黒色の巨体が落ちてきた。

　黒くろ山や羊ぎの頭。

　胴体はゴリラのようだ。

　絶叫する。

「ディーアアアーヴゥゥゥーロォォォォォォー!!」

「モディナラームッ!!」

　クルムが推測していたとおりか。相手の声からは、知性よりも狂気を感じた。

　自分が明日には消滅すると知りながら、配下の魔族や魔獣たちを吸収し、こんな偽の魔王城に姿を変えた。

「ギィヒャーハーッ!!」

「《乱心》か」

　ディアヴロは魔ま杖じようを構える。

　しかし、状況は芳かんばしくなかった。

《領域改変弾カスタマイズボム》の改変効果は、予想どおりではあるが、ここまで届いていない。

　モディナラームは大量の魔力を収集したことで、全力に近かった。まともに接近戦をやると、かすっただけでも危険だ。

　そのうえ、レムを守りながら戦うことになる……

　──勝てるのか？

　いや、勝つしかない！

　ここで倒さなければ、この偽魔王城は止められないのだから！

　ディアヴロはＨＰ生命力もＭＰ精神力もポーションで回復してある。それでも、消耗のあまり眠気を感じていた。

「レムよ、自分は役立たず、などと言うまいな？」

「それは……」

「心しておけ──実力も才能も自信もないヤツが、努力から逃げるな。死ぬまで足あ搔がいてこその無能なのだから！」

　彼女が啞あ然ぜんとなる。

　そして、微笑み、うなずいた。

「……はい。もともと、わたしは諦めが悪い性格です」

「よし、俺の後ろから離れるなよ？」

「……ディアヴロ、確証はないのですが、試したいことがあります。《エリクサー》を持ってきていますか？」

「無論あるが、どうした？」

　ディアヴロは《エリクサー》を取り出す。

　神の秘薬と呼ばれていた。瀕ひん死しの重傷すら一瞬にして治癒し、ＭＰ精神力すら完全回復させ、あらゆる状態異常バツドステータスを正常化する。

　レムが重傷を負っているようには見えなかった。

　彼女は敵を指差す。

「……モディナラームに使ってください」

「なんだと!?」

「ギョ!?」

　山や羊ぎ頭が目を丸くした。ガクガク、と身体を震わせる。

　レムが説明する。

「……モディナラームが中に入ってきて、わたしの記憶を覗のぞいたとき……わたしのほうも、あちらの記憶が垣かい間ま見みえた気がします。そのなかに《エリクサー》を怖がる記憶があったのです」

「《エリクサー》を怖がるだと？　どういう理由でだ!?」




「……《乱心》は状態異常バツドステータスですから、《エリクサー》によって消去されるのです」




「なん、だと!?」

　モディナラームに、そんな弱点があったとは！

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは無数のプレイヤーがモディナラームと戦った。

　しかし、ゲームでさえ超希少な《エリクサー》を魔王に使った物好きはいなかったらしい。

　少なくとも、攻略サイトには、そんな情報はなかった。

　ディアヴロは左手に《エリクサー》を持ち、じわじわと敵との距離を詰める。

「フッ……面白い。試してみようではないか！」

　しかし、結果を見るまでもない。

　モディナラームが後ずさる。

　恐れているのは明白だ。

　ドーム状の部屋の出口を背にして、山や羊ぎ頭のゴリラが動物園の動物みたいにギャアギャアと騒ぎ立てた。

　ディアヴロは言う。

「隙など見せぬ。慈悲など掛けぬ。この場で、確実に、仕留める！」

「ウッ……ウッ……ウッ……」

「モディナラームよ、消えるがいい！」

「ギョエッ、ギョエッ、ギョエッ！」

　ガシャン！　と機械的な音が、ドーム状の空間に響いた。

　山羊頭の額に、記号らしきものが刻まれる。

「何だ!?」

　嫌な予感しかしなかった。

　レムが思案顔で言う。

「神代言語の数字……たしか、九、八、七……」

　刻まれた記号が、だんだんと変化していった。それは、数字であり、ほぼ一秒ごとに減っていく。

　どう考えてもカウントダウンだ。

「貴様！」

　山羊頭の口元が、いやらしく両端で吊つり上あがる。

「ナ、ナ、汝なんじ、共に滅ぶ、べし……ギャハッ！　ギャハハハハハハハハハッ!!」




「ああ、悪いが……そのパターンは知っている」




　ディアヴロは右手でレムを抱き寄せた。

「ひゃっ!?」

　モディナラームの額の数字が、さらに変化する。

　その身体から、閃せん光こうが放たれた。
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　城塞都市ファルトラの西門前──

　シェラが矢を放つ。

「てやあっ！」

　黒蛇に直撃した。

　ボムッ！　と音をたてて、黒蛇が消し飛んだ。

「うむうむ、やるではないか、シェラよ！」

　クルムが満足げにうなずいた。

　この戦いの前に、シェラの弓はクルムによって更なる強化を施されている。衣服やブーツまでも。

　今や〝魔王装備一式〟と言えるほどだった。

　おかげで、シェラとクルムのいる場所は持ちこたえている。

　一方──

　魔導機マギマテイツクメイドのロゼは、単身で何匹もの黒蛇を撃破していた。

　しかし、もともと不足気味だった魔力が、とうとう底を突きかけている。

「マスターに任されたお役目……この身が砕けようとも！」

　逆に、倒しても倒しても倒しても、黒蛇の数は増えていく一方だ。城が近付くほど、攻勢の苛烈さは増していた。

　ガルフォードの剣や、ラムニテスの魔銃マギガンも、戦果を上げている。

　しかし、他の者たちの場所は、決壊寸前だった。

　兵士たちが黒蛇に吞のまれる。冒険者たちが押し潰される。無数の悲鳴があがった。

　魔術師たちに囲まれたセレスティーヌが、声をあげる。

「がんばってください！　もうすぐ！　きっと、ディアヴロさんが、あの城を止めてくれますから！」

　気休め──そう思われていた言葉が、まさか実現するとは！

　頭から血を流しつつ、エデルガルトが城を睨にらむ。

「あ……光？」

　爆発がこぼれた。

　内部から、閃せん光こうが溢あふれ出だしてくる。黒蛇の発生源となっている窓という窓から、炎が噴き出した。

　やがて城全体が赤黒い爆炎に吞のまれる。

　人々は茫ぼう然ぜんと、地上に現れた巨大な火球を眺めた。

　シェラが悲鳴のような声をあげる。

「ディアヴロ!?　ねえ、ディアヴロは!?　レムは、どこ!?」

　その問いに答えられる者はいなかった。

　黒蛇まで延焼し、次々と巨大な焼死体を大地へと横たえる。ジュウジュウ、バチバチと音をたて、灰になる。

　そのあと、光の粒子になって天へと昇っていった。

　炎が小さくなる。

　クルムが城のあった場所を指で差した。

「見よ！」





†






　爆心地の底に、上半身だけになったモディナラームが横たわっている。

　下半身は消滅していた。

　残った部分も崩れはじめて、すべて消え去るのも時間の問題だろう。

「………………」

　少し離れた場所に、球体があった。

　黒色の玉だ。

　しゅる、と球体を形作っていた布がマントへと変化する。

「ぷはっ！」

　息を吐いたのは、レムだった。

　同じように息苦しい思いをしていたが、ディアヴロは魔王らしさを維持するため、我慢した。

「ふぅぅぅー……」

「……無事ですか、ディアヴロ？」

「レムこそ、どうなのだ？」

「……ん」

　笑みを浮かべた。

　地面に横たわっているモディナラームが、ガチガチと歯を鳴らす。

「ナゼ!?　ナゼ？　ナ……ゼ？」

　ディアヴロはマントをつまんだ。

「《昏くらいの帳とばり》という。効果は数秒間の攻ダ撃メ完ー全ジ無カ効ツ化トだ。ありとあらゆる攻撃から使用者を守る」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは『効果の対象はパーティーメンバー全員』だったが、使った感じだと、三人が限界に思えた。

　レムが感心する。

「……そんなマントがあるなんて……とてつもなく希少な品なのでしょうね」

「いいや、《昏くらいの帳とばり》はＳＲ級なのでな。探せば見つかるのではないか？」

　効果は強いが、性能は控えめだった。

　攻ダ撃メ完ー全ジ無カ効ツ化トといっても、二～五秒と短く不安定だから有用な状況は限られる。

　魔王のような桁違いに強い相手と戦うときにだけ、ディアヴロは装備しておくのだった。

　──ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、三分に一回の頻度で使えたが、この異世界ではどうなのだろうか？

　ディアヴロは、倒れているモディナラームの傍らに立つ。

《エリクサー》を手にした。

　もう抗う力は残っていないようだが……

「また、レムの中に入られては面倒なのでな。消えるがいい」

「マテ……回復スル、余よが……ヨイのか？」

「ハッタリが下手だな、モディナラームよ。そういう言葉は、自爆する前に言うのだな」

　ディアヴロは管の中身をぶちまける。

　まるで、氷の像に、熱湯をかけたかのようだった。

「アッ！　アッ！　アッ！　キエル！　キエル！　アッ……ギャアアアアアアッ!!」

　濁った悲鳴が荒野に響く。




　大魔王モディナラームが消滅した。




　ディアヴロは何もなくなった窪くぼみに、ぽんと空になったポーション管を放る。

　焼けた土に刺さった。

　墓標の代わりにもならないが……

　振り向くと、レムと目が合う。

　彼女は左手の薬指をなでていた。銀色の飾り気のない指輪が塡はまっている。

「……あの、ディアヴロ……これは本当に、もらってもいいのですか？」

「う、うむ」

　改めて問われると、恥ずかしかった。

「……言葉にしてほしいのですが」

　難しいことを簡単に言う。

　うごご。

「あー、うー」

　ディアヴロは近づき、レムの肩に手を置いた。

「つ、つまり……だな……」

「……はい」

　背の小さな彼女が、あごを上げたまま、くっと目を閉じる。

　ふるふる、と豹ひよう耳みみが震えていた。

　──え？　え？

　思わず硬直してしまう。

　なんだ、この状況!?　俺は、どうしたら!?

　そのとき、街のほうから、シェラの声が聞こえてきた。

「ディアヴロ～!!　レム～!!」

　名を呼ばれて、そちらに視線を送る。

　声をあげたシェラだけでなく、クルムやロゼや他の者たちも、駆けてくるのが見えた。

　レムが応える。

「シェラー!!　クルムー!!」

　ディアヴロは腕組みし、鷹おう揚ようにうなずく。

　──ああ、やっと終わったな。




　レムが笑みを浮かべ、尻尾を振った。

「ディアヴロ！」

「む？」

「……わたし、諦めが悪いですから！　覚悟してください！」





エピローグ




　大魔王との決戦から、三日──

　やっと、魔除けの結界が再構築された。

　ガルフォードは勝利宣言を出し、街は歓声に沸き返る。

　日が沈んでも、興奮は覚めやらぬ様子だった。この調子だと、本当に一ヵ月くらいは、祝宴をしているのではないか？

　それも納得できるほど、大変な戦だった。犠牲者も、少なからず出た。

　生き残った者は、死んだ者のぶんまで生きなければならない、と云われている。

　ディアヴロは〝死んだ者たちのぶんまでダラダラしよう〟と心に決めた。

《安心亭・隠れ家店》

　今日も一日、ディアヴロはベッドの上でゴロゴロしていた。

　もうＨＰ生命力とＭＰ精神力とＳ気Ｐ力まで回復し、疲労感も抜けている。

　ただ、なんとなく、ダラッと過ごしていた。

　──ああ、怠惰な日々、さいこぉぉぉ！

　何もしない無為な一日は至福。

　この為に生きてるな、とさえ思った。

　サイドテーブルに置かれた野の苺いちごをつまみ、ティーカップに残った紅茶を飲み干し、またベッドに横になる。

　目を閉じると、ぼんやりとした眠気が降りてきて……




「ディアヴロ」

　名前を呼ばれた。

　んん？

　既視感。前にも同じことがあったような気がする。

「……起きてください、ディアヴロ」

　レムの声だ。

　目を開く。

　視界に飛びこんできたのは──

「なあああっ!?」

　間違いなくレムだった。

　ただし、その服装は、目のやり場に困るような大胆なもので。

　ウェディングドレスのように白い。ただし、普通の下着よりも肌が透けていた。全裸よりは隠れているのだが、むしろ全裸よりも視線を引きつけて離さない。

　寄り添うように、シェラもいた。

　こちらは、胸のボリュームのぶんだけ、さらに凶悪だ。

　透けた服装の内側で、ゆさりゆさり、と巨大なふくらみが揺れる。

　ベッドの上で膝立ちになって、ぐぐっと迫ってくる。

「ディアヴロ♡」

「な、なにしてる!?」

　──これは夢ではないのか!?

　シェラの手が、ディアヴロの膝に乗せられた。

　その感触のリアルさに、夢などではない、と確信する。幻覚でも、妄想でもない。

「レムも、お嫁さんにしたんだって、ディアヴロ？」

「うっ……!?」

　本当はもうすこし段取りをつけたり、タイミングを計ったりする予定だった。

　先にシェラに相談するとか。

　モディナラームのせいで、あの状況で渡すしかなくなってしまったのだ。

　だから、俺は悪くない。

　レムがつぶやく。

「……重婚は、リフェリア王国では認められていません」

「うっ!?」

　考えてみると、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでも、重婚はできないシステムだった。

「しかし、ディアヴロはグリーンウッド王です。あちらの国では、許されているのでしょうか？」

　その疑問に、シェラが首をかしげた。

「どうかなー？　誰もやってないから、わかんないや」

「むしろ、ディアヴロが決めることができるのでは？　国王ですから」

　レムの言葉に、シェラがうなずく。

「そうだねー。国王だし」

　ディアヴロは不安になる。

　──国王になって最初の政策が〝重婚の許可〟って、暗愚すぎませんかね？

　内政を任せている大臣ドュランゴや、シェラの母親（王おう太たい后ごう）が、何と言うか。

　シェラが金色の髪をかきあげる。

「ま、法律とかどうでもいいや」

　いいのか!?

　レムまで同調する。

「……そうですね。どうでもいいことです。ディアヴロ、聞けば、あなたはシェラと……その、アレを……ちゃんと済ませていないそうですね？」

「あー、えー」

　ディアヴロは視線が泳いでしまう。

　シェラが頰ほおを膨らませた。

「任せておけって言ったのに」

　正直、すまんかった。

　レムが頰だけでなく首筋まで紅あかくする。

「……そこで、わ、わたしも含め……いっぺんに、その……既成事実を……いえ、正しく関係を築いておくべきではないか、という結論に至りました」

　至ってしまったのか。

　思考の過程が気になるところだった。

　シェラが前に出てくる。

「まぁ、難しいことはいいから、しよ？　ちゃんと、しよ？　なに、するの？」

「……はじめは、キスです」

「詳しいね、レム？」

「……言っておきますが、実践経験はありませんよ？」

　レムの手が、ディアヴロの肩に置かれた。

　やんわりとだが、二人の手により、身体の自由が奪われる。

　彼女が耳元でささやく。

「……ディアヴロがいけないんです……待っていたのに、この三日間、部屋にも来てくれないなんて」

　シェラがうなずいた。

「そうだよ、ディアヴロがいけないんだよ。ちゃんとしてなかったって、あたし知らなかったんだから」

「わ、我は……忙しかったゆえにな！」

　ベッドでゴロゴロするのが忙しかったのだ。

　決して、人間関係が面倒くさくて避けていたわけでは……

　左に視線を向けると、レムと目が合う。豹ひよう耳みみがピピピっと動いた。

　右に視線を向けると、シェラのおっぱいが視界を塞ぐ。

　──これは、もうダメかもしれない。

　理性が。

　ディアヴロの口元へと、二人の少女たちが唇を寄せてくる。

　レムもシェラも、いつもより呼吸が荒くなっていた。

　二人の唇が……





つづく







あとがき




　ＴＶアニメ化、決定！




　レムが、シェラが、そして、ディアヴロが、動いてしゃべるわけです！

　多大なる応援をくださった読者様には感謝してもしきれません。

　ありがとうございます！

　企画のときから協力していただきイラストも描いてくださっている鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、担当編集の庄しよう司じさん、デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、コミカライズの福ふく田だ直なお叶と先生、講談社ラノベ文庫とシリウス編集部の皆様と関係者の方々にも感謝を！

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』ＴＶアニメの詳細は公式サイトをご覧いただければと思います。

　一番最初は、鶴崎先生との雑談から始まったような企画でした。当時はラノベだと亜人ヒロインが少なく、異世界モノはネット発表の作品じゃないと──という意見もありました。実際、いくつかの編集部で難色を示されてしまったわけですが……講談社ラノベ文庫の庄司さんは「面白そう！　やりましょう！」と快く引き受けてくださり、世に出すことができました。

　結果──作り手側が驚くほどの反響をいただき、福田先生のコミカライズがはじまると、勢いはますます強くなりました。

　そして、とうとうアニメ化です。作家になる前からの目標だったので、嬉うれしいです。今後もがんばりますので、どうぞよろしくお願いします。




　さて、第９巻です。

　大魔王編のクライマックスにして本シリーズ最大の戦いとなりました。

　私はもう50冊以上ラノベを書いてきたんですが、こんなに戦闘シーンを延々と書いたのは初めてかと思います。途中で本当に倒せるのか不安になったくらいです。

　レムとの仲も進展しましたね。

　しかし、渡した指輪はディアヴロがゲーム内のイベントで入手したもので、つまり、今はシェラとレムの嵌はめている指輪が対になっているわけで……そのあたりは後々に！

　いつもと違う構成でしたが、楽しんでもらえたなら幸いです。

　次巻はなるべく早く。今巻は日常シーンが少なかったので、次はたっぷりねっぷり濃厚にやりたいです。ご期待ください。




　福田直叶先生によるコミカライズ第６巻が、本書と同時に刊行されます。ＷＥＢ漫画ニコニコ静画「水曜日のシリウス」にて好評連載中です。




　イラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ先生が、企画もしている『14歳とイラストレーター』（ＭＦ文庫Ｊ）も刊行中です。14歳のコスプレイヤーと、プロのイラストレーターの交流と業界ネタを盛りこんだお仕事コメディです。

　なんと、カメーリエ先生によるコミカライズ連載が決定いたしました！　無料マンガ配信サービス「サイコミ」にて。




　長編戦記『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』（ファミ通文庫）が、今月末に刊行の予定です。とうとう第13巻です。長くご好評をいただいているシリーズなので、未読の方は手に取ってもらえれば嬉しいです。

　ＤＭＭ配信のソーシャルゲームのノベライズ『千年戦争アイギス　白の帝国編』も刊行中です。

　同じくＤＭＭ配信の『装甲娘』はメインシナリオを担当しています。基本無料ですので、遊んでみてください。
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本作品は、二〇一八年二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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